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王子はいつでもガチ勝負！




いきなり漂流、だろ？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













[image: ]







[image: ]
















本文イラスト／松本テマリ







　　　序







　そこは、まさに見み渡わたす限りの大おお海うな原ばら。

　波にゆられる小船の上で、緋ひ央おうは干ひからびた魚よろしく転がっているしかなかった。

「くそっ……こんなやつの口車に乗るんじゃなかった！」

　ぼやきながら、隣となりに転がる相手を睨にらみ付ける。

　緋央が『天敵』と心に決めた相手、凪なぎの国くにの白きハゲワシ……否いな、ハゲタカだっただろうか。

　ともかく、猛もう禽きん類るい的な自じ称しようを持つ凪国の王子、鷹たか影かげ颯はや人とだ。

「何を言うか。どうしても乗せてくれと懇こん願がんしたくせに。でなければ、誰だれが貴様のような災さい厄やく王子と同船するか！」

　寝ね転ころがって体力を温存したまま、颯人はふてぶてしく吐はき捨てる。

「お前にまで、災厄王子って呼ばれる筋合いはない。だいたい、海のことなら任せておけって大おお見み得え切ったのは、どこのどいつだ！」

「俺の操そう舵だ術がなければ、昨夜の海で船は大破していたわ。こうして生きていられるだけでも、ありがたく思え」

「船の縁へりにしがみついて祈いのってただけだろ。おまけに、帆ほはぶっとんでないし！」

　そうなのだ。海の上を漂ただよう羽目になっているのも、帆柱が折れ、舵かじも壊こわれてしまい、どうにもならないからである。そうでなければ、こんなだだっ広い海のど真ん中で、仲良しでもないのに、同じ船に乗っているものか。しかも、最悪なことに雷かみなりまで鳴り始めた。

「おれは、お前なんかと転がってる場合じゃないんだよ！」

　大の字になったまま、緋央は苦々しげに吐き捨てる。わざわざ、凪国くんだりまで出向いてきたのは、颯人と漂ひよう流りゆうするためではない。大事な使命を果たすためだ。

　そのうえ、魁かいの命もかかっているのである。一刻も早く、駆かけ付けたいところを、ぐっと耐こらえているのだ。

「俺とて、貴様など海に放ほうり込んで、身も心もヒヨコさんの所に飛んでいきたいところだ！」

　颯人の口から出た『ヒヨコ』の名前に、緋央は「うっ……」と顔を強こわ張ばらせた。

「ヒヨコさんをこの腕うでに抱ほう擁ようし、熱い接せつ吻ぷんを再び交かわすことができるのなら……グフッ！」

　緋央に横腹を蹴けっ飛ばされた颯人が、身をくの字に曲げて痛みを堪たえる。

「な、何をするっ!?」

「お前が気色悪いこと言うからだ。妙みような妄もう想そうするのやめろ。見ろ、鳥とり肌はだが立っただろ！」

　飛び起きた緋央は、身み震ぶるいしてから腕を突つき出して見せた。

　むっくりと起き上がってきた颯人は、太く男前な眉まゆをひそめる。

「なぜ、貴様が俺とヒヨコさんのことで気色悪がる必要がある？」

「い、今はそれどころじゃないだろ。おれたちは漂流してんだよ、漂流！」

　緋央は島も陸も見えない海を指さした。颯人は勝ち誇ほこったような笑えみを見せる。

「そうか、分かったぞ。貴様、さては女おな子ごとの接吻もすませていないのだろう。だから、うらやましいんだな？」

「そういうお前は、タコとしか接吻したことねえくせに偉えらそうに言ってんじゃねえ！」

「失敬な。俺はヒヨコさんと熱ねつ烈れつな愛の接吻を交わし済みだ。ふっ、手を握にぎったこともあるしな。それ以上の関係になるのも時間の問題……グッ！」

　緋央の拳こぶしが颯人の頰ほおにめり込む。

（なるわけねえだろ！）

　船ふな縁べりによりかかった颯人は鼻血をすすってから、頰をヒクヒクさせて立ちあがった。

　颯人が『ヒヨコ』と言っている少女は、他ほかでもないこの自分のことなのだ。

　颯人はこうして対面している緋央が、当の本人とはまったく気付いてはいない。

　もっとも、緋央としても、自分が女装巫み女こをやっているなんて、天敵と心に決めた颯人に知られるようなことがあれば、末代までの恥はじだ。

　何が何でも隠かくし通すつもりでいる。それに、緋央が女装巫女をやっているのは、断じて趣しゆ味みだからというわけではなく、これも大和やまとの平和のためなのである。

「貴様……この場でやるつもりか!?　俺はかまわんがな。この前の決着をつけてやっても」

「ああ、望むところだ。船から、転げ落ちた方が負けだからな」

「いいだろう。負けても恨うらむなよ！」

　緋央と颯人は両手を組み合って、力任せに押し合った。

　体格では颯人に分があるが、力では緋央も負けていない。

　細ほそ腕うでだが、これでも火ほ高だかの国くにでは負けなしで、緋央大明神と恐おそれられたこともあるのだ。

　とはいえ、押される力に緋央の足がジリジリと後方に下がった。小船が小刻みに揺ゆれ、足場が余計に不安定になる。

「こ、降参するなら許してやらなくもないぞ！」

「絶対に、やだね。おれは生まれてこの方、一度だって降参なんかしたことはないんだよ！」
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　緋央は組み合ったまま、颯人の顎あごめがけて頭ず突つきをする。颯人は顎をのけぞらせて、ぐっと堪えた。かなり痛かったのか、睨み付けるその目には涙なみだがにじんでいた。

「き、きさま！」

「落ちろ！」

　緋央は素す早ばやく足あし払ばらいをくらわせる。颯人の体が斜ななめに倒たおれる。が、転げ落ちる前に船縁をつかんだ。大きく小船が揺れて、立っていた緋央もよろける。

　その瞬しゆん間かんに腹を蹴っ飛ばされて倒れた。

　起き上がろうとしたが、不意に海面がせり上がって小船が持ち上げられる。

「な、何だ!?」

　縁をつかみ、緋央は辺りを見回した。

「いかん、船がっ!!」

　颯人が声を上げるが早いか、小船が揺すられ、二人を放り出すようにひっくり返る。




『おおかた海神様の祟たたりにでもあったんだろう。祟りを信じず、船を出すからだよ』




　海の中にはまった緋央は、泡あわぶくに揉もまれながら漁師の話を思い出す。

（何が……海神様の祟りだよ。そんなものに、負けて……）

　もがきながら、必死に海面を目指そうとするが、水の流れに押されて思うようにいかない。

　そのうちに、息苦しくなって口を開いた拍ひよう子しに、塩しお辛からい水を飲み込んだ。

　深く沈しずみながら、ありえないほど大きな魚類の目玉と視線が交わる。

　それも一いつ瞬しゆんで、正体を確かめる前に水の流れに弾はじかれ、意識をなくした。
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　斎さい宮ぐうの敷しき地ち内に植えられたスギやヒノキの常緑樹に交じり、モミジやイチョウなどの広葉樹が秋らしく色を添そえていた。

　アマテラス大おお御み神かみという太陽の女め神がみを祀まつる神の社やしろが、この斎宮だ。

　中でも内ない宮ぐうは、巫女や巫女見習いの女しか立ち入ることの許されない聖域である。

　その内宮の鳥居の側、禊みそぎ川がわにかかる橋を渡わたったところに医務所がある。

　茅かや葺ぶきの簡素な建物だ。

　その木戸の前に立っているのは、十五歳くらいの少女だった。

　長い髪かみに水みず引ひきと呼ばれる髪留めをつけ、白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかまという巫女見習いの衣い装しようが、何とも可か憐れんでよく似合っている。

　小顔で、丸くぱっちりとした瞳ひとみに長い睫まつ毛げがかかっており、渋じゆう面めんさえ作っていなければ、どこの深窓の姫ひめ君ぎみかと思うような際きわ立だった容姿だろう。

「あの、おっさんは……いったい、どこに行きやがったんだ！」

　少女の容姿からは似つかわしくない、掠かすれ気味の乱暴な言葉づかいで吐はき捨てる。

　それから、はたと我に返ってまわりを見回した。

　幸いにして通りがかる者はない。

（危ねえ……おれが、男だってことがばれちゃ、まずいんだ）

　胸に手をやって、ほっと息を吐く。

　女の恰かつ好こうをしているが、緋央は正しよう真しん正しよう銘めいの男で、火高国の王子なのだ。

　とはいえ、今はやむにやまれぬ事情があり、国には戻もどれない身の上だった。

　緋央は軽く咳せき払ばらいをしてから、木戸を力任せに引っぱってみた。

　内側からつっかい棒をしてあるらしく、木戸はガタガタと音を立てるだけで動かない。

　仕方なく、あきらめて戻ろうとした時、「おりましたぞ！」と声が上がった。

　真っ直すぐに駆け寄ってくるのは、衛え士じ二人と老ろう齢れいの巫女だ。

「え、な、な、何？　な、何なのですか!?」

　うろたえる緋央の両りよう腕うでを、左右の衛士が逃のがさないようにしっかりとつかんだ。

「よろしい。撤てつ収しゆう！」

　老齢の巫女がかけ声を上げる。

「あ、あれええええーっ！」

　宙に浮ういた緋央の足が暴れ、草ぞう履りが脱ぬげ落ちた。







　衛士と老齢の巫女に拉ら致ちされて連れてこられた場所は、内宮の奥、簡単には立ち入れない斎さい王おうの内院だった。広々とした板間に、肌はだ寒ざむい風とともに落葉が舞まい込む。

　緋央は居い心ごこ地ち悪そうに正座したまま、簾すだれにおおわれた高座の方に視線を向けた。

「あの、叔お母ば上うえ……」

「ここでは斎王と呼ぶようにと言ったではありませんか。それに、叔母上という呼び方は好きではありません」

　ためらいがちに呼びかけると、簾に隠されて姿の見えない叔母……否いな、斎王の紅くれ奈なの声が返ってくる。

「……叔母上なんて、やけにおばさんじみて聞こえるんですもの」

　機き嫌げんを悪くしたのか、独り言がブツブツと聞こえてきた。

「叔母……じゃなくて、斎王様。何でもいいけど、いきなり人をさらうのはやめてくれ！」

「さらったなどと人聞きの悪い。内密の事ゆえ、人目をはばかって連れてこさせたのです」

　取り澄すました叔母の声に、緋央は瞬まばたきをした。

　紅奈から呼び付けられるなど、滅めつ多たにないことだ。

「あの……内密の事とは？」

　緊きん張ちようして居住まいを正してから、たずねる。

「凪国近海で、ここ最近、船が行方ゆくえ不明になっていることは？」

「それなら、噂うわさでは……」

　同じ巫み女こ見習いの彩あや女めという少女が、故郷の凪国から荷が届かないとぼやいていた。

　斎宮内でも、凪国から入って来るはずの海産物などが届かず、巫女たちが慌あわてていたのを思い出す。神前に供える鮑あわびや昆こん布ぶなどの干ひ物ものは凪国産と決まっている。

「凪国で何かあったのか？」

　海かい賊ぞくか何かが出しゆつ没ぼつしているのだろうか。

「それが、海神の祟りのせいではないかと、噂が広まっているのです」

　紅奈は重たいため息を吐く。

「祟り？」

　眉まゆをひそめて、ききかえす。

「今回に限ったことではありません。凪国は度たび々たび、海神の祟りに見み舞まわれて、犠ぎ牲せいとなる者が出る……」

「祟りにあった船は……戻らないってことか」

　だとしたら、確かに由々しき問題だ。斎宮は大和の神官や巫女たちを束ねている。それぞれの国の神官や巫女が対処できないような大事が起こった時や、国を超こえての大規模な祭さい祀しを行う時は、斎宮が引き受ける。

　その斎宮の頂点にいる斎王の紅奈のもとに話が届いているということは、凪国でも手に負えない事態だということだ。

「斎宮としても、このまま海神の祟りを放置しておくわけにはいきません」

　凪国は大和の商業の要かなめでもある。海路が使えず、物流が滞とどこおれば、大和全体の商業に影えい響きようが出ることは間ま違ちがいない。

「凪国には、誰だれかを……送るのか？」

　緋央は簾で見えない紅奈の反応をうかがう。

「そのつもりだったのですが……凪国から斎宮の介かい入にゆうは不要と通達が来たのです」

「そんなこと、言っている場合じゃないだろ。被ひ害がいは続いてるってのに」

　緋央が思わず言うと、簾越しに紅奈が頷うなずく。

　斎宮に助けを求めれば、大国である凪国の威い信しんに傷がつくとでも思っているのだろう。緋央は高飛車で鼻持ちならない凪国の王子のことを思い出して、思わず顔をしかめた。

「お前は、凪国の王子とも、懇こん意いにしていたようですね」

「全然、懇意なんかじゃない！」

　むしろ、顔を合わせれば、殴なぐり合う仲だ。

「ヒヨコの方の、お前のことです」

「そ、それは……」

　なぜ、紅奈がその仮の名のことを知っているのか……。

「ヒヨコの時でも、別に懇意にしていたわけじゃない。あ、あいつが勝手に……」

　言い寄られた時のことを思い出して、緋央はますます顔をしかめた。

「お前なら、凪国の王子を説得することができるのではないかと、思ってるのですが……」

「颯人の説得!?」

「嫌いや……ですか？　やはり」

「それは、おれに凪国に赴おもむけって……ことだよな？」

「本当に、海神の祟たたりが原因であるのなら、それを鎮しずめなければなりません」

「でも、どうやって……」

「それを調べるためにも、凪国に向かう必要があるのですよ。ですが、お前ができないというのであれば……」

「やる。いや……やらせてください、斎王様」

　もし、凪国まで行って何もできなければ、斎宮の体面に傷を付けることになる。斎王代としての、素質を問われることにもなるだろう。だが、逃にげてしまったら、何のために斎王代になったのか、草くさ薙なぎの剣つるぎを託たくされたのか、分からなくなる。

「緋央、これが斎王代としての初仕事となるでしょう。気を入れて臨のぞみなさい」

　にこりと微笑ほほえむと、紅奈は扇おうぎを閉じる。もう話は終わりだという合図だ。

「必ず、役目を果たして参ります」

　緋央は手をそろえて、深々と頭を下げた。
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　斎宮から凪国までは、陸路を通れば十日ほどの道のりだった。

　都の香こう野のに辿たどり着いた緋央は、馬を連れながら大路を歩く。

　旅の間は、女の恰好では何かと不便なので、男の恰好だ。

　以前、凪国の王子である颯人に、故郷の火高国をど田舎いなか国だと誹そしられて腹を立てたことがある。実際に凪国の都を目にすれば、なるほどいかにも火高国の都が鄙ひなびて狭せまく感じられた。

「すげえな……」

　悔くやしいが感かん歎たんの声しか出ない。旅で汚よごれた自分の恰好に目を留めて、少し恥はずかしさを覚え、皺しわ々しわになった衣ころもの裾すそを引っぱって伸のばしてみる。

　火高国にいた時から愛用の衣なので、随ずい分ぶんくたびれた感はある。

　連れていた馬が「何をしてるの？」と言うように、黒いキラキラした瞳ひとみでのぞき込んできた。

「ま、まあ……この恰好で宮きゆう殿でんに向かうわけじゃないからな」

　緋央は気を取りなおし、裾を払はらって、少し大おお股またで歩き出した。

　凪国がいかに大国であろうとも、気き後おくれする必要など少しもない。堂々としていればいいのだ。見るからに田舎者丸出しの恰かつ好こうに思えるが、気にしないことにしよう。

　とはいえ、斎王代として訪おとずれているのだから、宮殿に向かう前にどこかで女の恰好に着き替がえる必要がある。

　すでに昼近いというのに何も食べていないことを思い出し、空腹を訴うつたえる腹をさすった。

　馬の方も同じなのか、道ばたの雑草を見付けては立ち止まろうとする。

「どっかで、昼飯食ってからにするか……」

　呟つぶやいて、馬の手た綱づなを引きながら辺りを見回した。食事処の旗を見付けて、大路を横切る。

　横手の柵さくに馬をつないで、客で賑にぎわっている板間に上がった。

　奥の席に腰こしを下ろした緋央は、壁かべにかけられているお品書きに目をやる。

（た、玉子焼き……定食!?）

　目が釘くぎ付づけになっているところに、若い娘むすめが注文をとりにくる。

　緋央は迷わず、『玉子焼き定食』を頼たのむと、行ぎよう儀ぎ良よく正座し、少しドキドキしながら待っていた。

　玉子焼きと言えば、幼い頃ころから緋央の大好物だった。

　まだ、魁と一いつ緒しよにいた時、魁が緋央の好物だと知って作ってくれたこともある。もっとも、その時は玉子焼きからはほど遠い、黒く焦こげた卵の残ざん骸がいのようなものだった……。

　そんなことを思い出しながら待っていると、ほどなくして膳ぜんが運ばれてきた。

　キノコや根菜の入った汁しる物ものに山盛りのごはん、それにお新しん香こが並び、その中央には黄金こがね色いろに輝かがやく大きな玉子焼きが、「さあ、食え！」とばかりに皿にのっている。皿の端はしには大根下ろしが添そえられていた。

　緋央はゴクリと唾つばを飲み込み、「いただきます」と緊張したように両手を合わせた。

　箸はしをとり、さっそく至福の一切れを口に運ぼうとした時、後ろに客が座る気配がする。

「あ、お姉さん。激甘汁しる粉こと、草団子。あんこ激盛りで頼むわ」

　後ろの客が注文する声に、緋央の箸から玉子焼きがボトリと落ちた。

　声だけ聞けばいかにも渋しぶめな男の印象なのに、胸焼けしそうな甘党っぷり……。

　いかに大和広しといえども、そうはいないだろう。

　まさかと思って振ふり返ると、案の定、あぐらをかいているのは高こう月づきだった。

「よお、遅おそかったじゃねえか」

　高月はニヤリと笑って、片手を上げてみせる。

「あ、あ、あんた、何やってんだ!?」

「何って、見りゃ分かるだろ。ここの汁粉はなかなかうまいぜ」

「そうじゃなくて……何で、こんなところにいるのかってきいてるんだ！」

「あー、ちょっと全国甘い物巡めぐりの旅にな」

「甘い物巡り!?　何だよ、それ。仕事さぼっていいと思ってるのかよ」

「ま、これも仕事の一いつ環かんだ、一環」

　若い娘が「激甘汁粉と草団子、あんこ激盛り！」と、お膳を高月の前において立ち去る。

　高月は「さてと……」と両手をこすってから、草団子の串くしを手にとった。もはや、団子にあんこが盛ってあるのか、あんこの中に団子が紛まぎれているのか分からない代しろ物ものだ。

　緋央が眉まゆをひそめてじっと見つめていると、高月は口に運ぼうとした手を止めて、団子の串を差し出してくる。

「食いたいのか？」

「いらねえよ！　お、おれには玉子焼きがある」

「玉子焼きだぁ!?　相変わらず、ガキくせえものを食ってやがる」

　小こ馬ば鹿かにされて、緋央は赤くなってプルプルと震ふるえた。

「そんな甘ったるい団子食ってる方がガキだろ!?」

「分かってねえな。甘ければ甘いほど、うまいんだよ」

　そう言いながら、高月は草団子を一口で頰ほおばる。

（このおっさん、もしかして……味あじ音おん痴ちなのか!?）

　火高国にいた時から、そんな予感はしていたのだ。何か食べた時の感想が、いつも『甘い』か、『甘くない』かのどちらかなのだ。酒ですら、甘酒一筋だ。

　緋央が正座して疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けていると、高月が「何だよ？」と訝いぶかしげにきいてくる。

「べ、別に……それより、叔お母ば上うえに何か命令されてきたのか？」

　味音痴だろうと、激甘党だろうと、斎王の側近には変わりないのだ。斎宮をはなれ、火高国の王に命じられた緋央の監かん視しの役目も放ほうり出して、凪国にいるなどよほどのことに違ちがいない。

「んっ……まあ、そんなところだ」

「……もしかして、例の海神の祟りのことを調べてるのか？」

「いや、俺は別件だ」

　高月は汁粉の器うつわを軽くまわしてからすすった。緋央は「別件？」と眉をひそめる。

「まっ、そいつは俺の仕事だ。お前は斎王様からの親書を預かってるんだろ？」

「何で、あんたがそのことを知ってんだ」

（……叔母上が、知らせておいたのか？）

　それもそうだ。何の監視もなく、こんな大事な役目を任せてもらえるはずがない。

「今、この国はちょっと面めん倒どうなことになってやがる。斎王代として宮殿に行くなら、気を付けろ」

　高月はすっかり空になった汁粉の器をおいて、腰を浮うかせる。

「もう、行くのかよ？」

「何だ、一いつ緒しよにいて欲しいのか？」

「なっ、ち、違う。違うけど……どこにいるのかくらい、知っておいた方がいいだろ」

「お使いくらい、一人でこなせるようになれ。守ってもらわなきゃならない、お姫ひめ様さまじゃねえんだからな」

　緋央の頭を軽く押して、高月は店を出て行く。

「んなこと、言われなくたって……」

　しかめ面づらをつくり、緋央は急いで玉子焼きとごはんをかき込む。せっかくの玉子焼きだが、そう悠ゆう長ちように味わっている場合ではない。すべて平らげると、器を膳に戻もどしてお金をおく。

　口もとを拭ぬぐってから、「ごちそうさま！」と威い勢せいよく言って立ち上がった。
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　食事処の奥おく座ざ敷しきを借りて女物の衣に着替えた緋央は、人に見られないよう、裏口から外に出た。

　柵に繫つないでいた馬が、すっかり装いの変わった主人を見て、戸と惑まどうように足踏みして下がろうとする。その首を軽くなでて宥なだめると、手綱を外してやる。

　馬を引きつれながら表の通りを歩けば、通りすがりの若い男たちが振り返る。そんな視線に気付かないまま、緋央は人さし指を顎あごに当てて、方向を確かめるように辺りを見回した。

　斎宮で身についた女の仕草が、すっかり板についていることに本人は全く気付いていない。

　こちらを見ていた男に、「あの、もし」と声をかけ、宮殿の場所をたずねる。男は赤い顔をしながら、やたらと親切に教えてくれた。場所まで案内するというのを笑顔で断り、足を急がせる。

　土ど塀べいと堀ほりにかこまれた宮殿が見えてくると、緋央は緊きん張ちようした表情で背筋を正した。

　城門の脇わきの検問所で斎王の親書を見せて取り次ぎを頼む。

　城門の外で待っている緋央に、警備の衛え士じが時折視線を向けた。

「ヒヨコさん！」

　呼ばれて振り返ると、一人の青年が駆かけ寄ってくる。

　紺こん色いろの衣ころもを着た、十七、八歳の青年だった。

　背が高く、鍛きたえられた体つきで、キリッとした太めの眉をしている。

　顎もしっかりとしていて、黙だまっていればなかなかの男前だ。

「颯人様、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　頰が引きつりそうになるのを堪こらえて笑えみを作り、丁てい重ちように頭を下げた。

　取り次ぎは頼んだものの、まさか凪国の王子である颯人が直々に門まで出向いて来るとは思わなかった。

　実のところ、颯人とは因いん縁ねんのある間あいだ柄がらでもある。火高国の王子であった時には、互たがいに剣けんを交えたこともあった。その勝負の決着はお預けになったままだが、今の自分は颯人と勝負の決着をつけに来たわけではない。斎王代として来ているのだ。

「凪国に来るなら、なぜもっと早く連れん絡らくをくれなかった。斎宮まででも、迎むかえの者を行かせたのに。道中、何かあったらどうする!?」

　颯人は心配そうに見つめながら、どさくさに紛れて手を握にぎり締しめてきた。

「ええ……でも、道中は何もありませんでしたし」

　山さん賊ぞくの一団に何度か出くわして、木に縛しばり付けてやった程度だ。

「ともかく、無事でよかった。さぞかし疲つかれただろう。部屋を用意させる」

　颯人に促うながされて後に続くと、広場では何やら衛士や役人たちが騒さわがしくしている。

　彼らが追いかけ回しているのは、真っ赤な鶏冠とさかをした鶏にわとりだった。

「このクソ馬ば鹿か鳥！　おい、そっちに行ったぞ!!」

「馬鹿、颯人様の前だぞ！」

　衛士や役人たちは、はっと気付いて直立不動の体勢をとる。

　鶏は人間たちを嘲あざ笑わらうように、勇ましく羽ばたいた。緋央はあ然としてそれを見上げる。

　鶏にしてはあり得ない跳ちよう躍やく力だ。というより、なぜ宮きゆう殿でんに鶏がいるのか……。

「ヒヨコ！」

　颯人が戸惑うように呼んだ。緋央は「ヒヨコ？」と怪け訝げんな顔をする。

（いや、あれ、どう見てもヒヨコって大きさじゃないだろ……って、まさか！）

　颯人の呼び声で急に方向転てん換かんした鶏は、目を血走らせながら、一直線に突とつ進しんしてくる。

「颯人様、危険です。お逃にげ下さい！」

　衛士と役人たちが、青くなって駆け寄ってきた。

「もしかして、その鶏は……」

「ああ、ヒヨコさんが別れの時にくれた、ヒヨコだ。すっかり大きくなってな」

　颯人ははっはっは、と笑う。飛び上がった鶏が、鋭するどい爪つめで颯人を足あし蹴げにした。

　そういえば、斎宮を発たつ颯人に、露ろ店てんで買った色つきヒヨコをくれてやったのだ。

　手の中で震えていた愛らしいヒヨコも、半年でこの様だ。

「すっかり俺に懐なついていてな。ヒヨコさんに似て、可愛かわいいやつなんだ」

（いや、どう見ても、それ……襲しゆう撃げきされてるからっ！）

　くちばしでつつかれている颯人の頭から、血が流れている。が、本人はまったく意に介かいしていないようだった。慌あわてふためいているのは、まわりの役人や衛士たちだ。

「馬鹿鳥……い、いや、ヒヨコ様を鶏小屋……じゃなく、お部屋にお連れいたせ！」

　役人の号令で、衛士たちは棒切れや槍やり、網あみなどを手に鶏を捕とらえようとしている。

　鶏の方は颯人の頭の上で鳴きながら、バタバタと短い羽をあおって威い嚇かくした。

「そのうち卵が産まれるのを待っているのだが……その、なかなかな」

　雄おん鶏どりに頭をつつかれながら、颯人は照れくさそうな顔をして咳せき払ばらいした。

「え、ええ……私も………………楽しみです」

（産まれるわけないだろ！　どう見たって、雄鶏じゃねえか）

　鶏がキランと目を光らせるなり、緋央に向かって飛びかかる。

「ヒヨコ……いかん、危ない！」

　颯人が焦あせったように声を上げる。

　反射的に身がまえて目を伏ふせた緋央は、腕うでにずっしりとした重さを感じて目を開いた。

　腕の中で、鶏がふてぶてしく丸まっている。

　衛士や役人たちから、「おおっ！」と感かん歎たんの声が上がった。

　颯人も大人しくなった鶏を見て、驚おどろきの表情を見せる。

「今まで、俺以外に懐いたことがなかったのに……さすが、ヒヨコさんだ。やはり、母親の愛情は必要だな」

（誰だれが母親だーっ！）

　うんざりして腕の中の鶏を見ると、すっかりくつろいで羽づくろいしていた。







　鶏のヒヨコを衛士に預けた後、緋央は賓ひん客きやく用の建物に案内された。

　こぢんまりとしているが、庭は紅こう葉ようが彩いろどり、小さな池にその姿が映し出されていた。

　簾すだれが半ばまで上げられ、部屋の中から庭を眺ながめることができる。

　緋央は緋ひ袴ばかまの裾すそを折るようにして、正座した。

　向かいに腰こしを下ろした颯人は「失礼」と断ってから足を崩くずす。

「私が凪国を訪おとずれましたのも、斎王様からの親書を凪国の王へお渡わたしするため。とりついでいただけましょうか？」

　緋央が切り出すと、颯人は迷いを見せてから、辺りをはばかるように声を抑おさえる。

「実は……その、外聞をはばかることなのだが、ヒヨコさんは斎王の使者だ。正直に言おう。今、俺の父は病に臥ふせっているのだ」

「凪国の王が、ですか？」

「ああ、父のかわりに俺と叔お父じ上うえが政まつりごとの補ほ佐さをしなければならなくてな」

「そんなに、王君はお悪いのですか？」

　命に関かかわるような病であれば、後こう継けい問題も持ち上がってくるはずだ。

　高月が言っていた面めん倒どうなことというのは、そのことだったようだ。

　颯人は膝ひざ元もとを見つめてから、再び緋央の方に視線を戻もどした。

「斎王の親書は、父にかわって俺が預かろう」

　一いつ瞬しゆん、迷ったものの、病では会う事は叶かなわないだろう。

　颯人が政の補佐をしているのなら、親書は颯人に渡してもかまわないはずだ。

　そう判断し、懐ふところから取り出した親書を差し出す。

「では、失礼して……」

　颯人はそう断ってから、親書を開いて文面に目を通す。

　読み進めるにつれて、颯人はわずかに目を見張り、続いて険しい表情を見せた。

「海神の祟たたりの調査を、まさか……ヒヨコさんが行うのか？」

「もちろんです。斎王様はこの度たびのことを、とても憂ゆう慮りよしておられます。私も斎王代となったからには、大和の安あん寧ねいに努めるのが役目と心得ておりますから」

　緋央がはっきりと答えると、颯人は「いや、しかしな……」と、渋しぶるように言葉を濁にごした。

「私では力不足だと？」

　緋央は心外そうに眉まゆをひそめる。

「そういうわけではない！　ヒヨコさんは御み劔つるぎ神しん事じの時も、剣と水みず城しろ国のくにの姫ひめを無事に賊ぞくから取り戻した。勇ゆう敢かんで、優ゆう秀しゆうな人だということは十分に知っている。ただ……」

　言い渋る颯人に、「ただ？」と聞き返す。颯人は姿勢を正して、緋央を見返した。

「今回の一件に、斎宮の助けは必要ないと考えている」

「余計なことに首を突つっ込むなと？」

　単刀直入にたずねると、颯人は気まずい表情で、「まあ、そういうことだ」と答えた。

「それに、斎王代であるあなたを危険に巻き込むわけにはいかない」

「海神だろうが、妖よう怪かいだろうが、祟りをなすようなものをこのまま、放置しておくわけにはいかないでしょう。私はそのようなものに恐おそれをなすような、臆おく病びよう者ではありません」

「あなたの武術の腕うで前まえは、俺も知っている。だが、あなたはか弱き女性だ！」

「女じゃ……っ！」

　言いかけて、緋央は慌てて口をつぐんだ。

「女じゃ？」

「お、女だからといって、馬鹿にしないで下さいと申し上げようとしたのです！」

　緋央が身を乗り出して声を大きくしたので、颯人は思わず身をのけぞらせる。

　女のふりにもかなり慣れてきたとはいえ、油断するとつい地が出そうになるのだ。

「馬鹿にしているわけではない。心配しているのだ」

「私の身を、颯人様に心配していただく必要はありませんでしょう？」

「祟りのことを調べさせていた神官と衛え士じの行方ゆくえも分からなくなっているんだぞ！」

　颯人は緋央の両りよう肩かたをつかむと、苛いら立だったように言った。

　緋央は「神官？」と、まばたきして聞き返した。

　颯人はしまったというように、顔を背そむけて手をはなす。

「いや……今の話は、聞かなかったことに、してくれ」

「神官とは、誰のことです？」

　とても聞かなかったことにはできず、緋央はさらに問い詰つめる。

「神官は神官だ」

「まさか、上かみ守もりという名の神官では？」

「……そうだが」

「魁が、行方不明なのですか？」

　緋央は頭から血の気が引くのを感じた。

「連れん絡らくが途と絶だえて、十日近くになる」

　颯人は言い渋るように、少し間をおいてから答える。

「十日……」

「立ち寄ったらしい塩しお浜はまの港から文ふみがきたのが最後だ。沖おきにある島に向かったようだ」

「どうして、島に？」

　眉をひそめてきくと、颯人は「いや、それは分からん」と、首を横に振ふる。その顔はごまかしているようには見えなかった。

　緋央は床ゆかに片手をついて、立ち上がった。

「ヒヨコさん？」

「親書はお渡ししました。これ以上、宮きゆう殿でんでお世話になるつもりはありません。行きます……」

　身をひるがえして部屋を出て行こうとする緋央の腕を、颯人がつかむ。

「上守を追う気か？　駄だ目めだ、危険過ぎる」

「私は物もの見み遊ゆ山さんに凪国を訪れたわけではありません。祟りの原因を突き止め、鎮しずめるのが役目です！」

　颯人の手を振り払はらう。

「あなたを、宮殿から出すわけにはいかない」

　静かだが、有う無むを言わさない口調で颯人はそう言った。

「私は人ひと質じちでも何でもない。指図される理由はありません」

「凪国にいる以上、俺に逆らうことは許さない！」

「傲ごう慢まんなことを……私は斎王代ですよ。あなたの命令などきく必要はない」

　緋央の颯人を見る目が冷ややかになる。

「斎王代だからこそ、あなたに何かあれば凪国の威い信しんに関わる」

「海神の祟りのことはどうするのです？　これ以上、犠ぎ牲せいとなる者を増やすわけにはいかないでしょう！」

「その件に関しては、こちらでも調べを進めている。もちろん、上守や衛士たちの行方もさがさせる……あなたは、宮殿にいてくれ」

「嫌いやだと言えば？」

　今にも怒おこり出しそうな颯人を真っ直すぐに見返してたずねた。颯人が拳こぶしをにぎり、震ふるわせる。殴なぐるつもりなのだろうかと身がまえた一瞬、颯人の両手が伸のびて強く引き寄せられた。

　気付けば、鍛きたえられた腕うでの中だ。

「な、な、な、何のつもりですか!?」

　裏返った声を上げて、緋央は颯人を押し退のけようとした。

「頼たのむ、聞き分けてくれ。これもあなたのためだ」

「余計なお世話だって……は、はなせーっ!!」

　腕の中でもがいたが、颯人はびくともしない。

（こうなったら……悪く思うなよっ！）

　思い切り、膝ひざ小こ僧ぞうを蹴けり上げると、さすがにこれは効いたのか、颯人の腕が緩ゆるんだ。

　その隙すきに突き飛ばして、後ろに下がる。

「ヒ……ヨコさん……っ！」

　目め尻じりに涙なみだをにじませた颯人が、片かた膝ひざを床につきながら呼んだ。

　緋央は腰こしに帯びていた草くさ刈かり鎌がまを引き抜ぬいた。

「その草刈り鎌で何をするつもりだ!?　いや、それより……どうして草刈り鎌を？」

　颯人が当とう惑わくしながらたずねる。

「き、聞かないでください。こちらにも色々と事情があるんです」

「ともかく、その草刈り鎌をこちらに渡わたすんだ」

　一歩踏ふみ出そうとする颯人を、緋央は「近付かないで！」と制した。

「魁は海神の祟りを調べるために向かったのでしょう。だとしたら、私も魁の後を追います」

　緋央は草刈り鎌をかまえながら、一歩ずつ後あと退ずさりする。

「力ずくでも、行かせるわけにはいかん！」

　颯人が床を蹴った時には、緋央は身をひるがえしていた。

「ヒヨコさん！」

　颯人の手が緋央の袖そでを捕とらえ損そこねる。

　階段を飛び下りた緋央は、長い付け毛をなびかせながら振り返った。

「ごめんなさい。でも、行かなければ……」

　そう言い残すと、背を向けて駆かけ出す。

　手を下ろし、颯人はギリッと歯を嚙かみしめた。

「……捕らえろ。逃にがすなっ！」

　颯人の号令で衛士たちが一いつ斉せいに集まってくる。

　緋央はつかみかかってきた衛士をひらりとかわし、草刈り鎌の柄つかで顎あごを殴り付けた。

　腹部を蹴り上げられた衛士が、地面に転がって呻うめき声を上げる。

　門にまわり込まれると、緋央は軽かろやかに柵さくを跳とび越こえて走り去る。

「何をしている。それでも凪国の衛士か！」

　颯人に叱しつ責せきされて、衛士たちが門を飛び出す。







　宮殿内がにわかに騒そう々ぞうしくなる。

　衛士たちが、数名の組を作り、建物の床ゆか下したから草の茂しげみまでかき分けながら、捜そう索さくしていた。

　建物の外で指示を出す颯人は、衛士たちがもたらす報告に苛立ちを募つのらせる。

「何をしている。宮殿内にはまだいるはずだ。人手が足りなければ、非番の者も招集しろ！」

　指示する声が怒ど鳴なるような声になる。

　衛士が踵きびすを返して走って行くと、入れ違ちがいに側近の青年が姿を見せた。

「颯人様！」

　急ぎ足でやってくる青年を見て、颯人は「常磐ときわか……」と呟つぶやいてから、深く息を吐はいた。

　冷静さが少し戻もどる。

「あの人を、都から出すな。斎宮に余計なことを感づかれるわけにはいかない」

　声を抑おさえて命じると、青年は跪ひざまずいて頭こうべを垂れた。

「すぐに手配を」







　四方八方から集まってくる衛士たちに、緋央は舌打ちする。

「くそっ、付け毛が邪じや魔まだっての！」

　脱ぬぎ捨ててしまいたいが、そういうわけにもいかない。

　走りながら付け毛をとめていた紐ひもと、簪かんざしを解く。

　ヒヨコの飾かざりがついた銀製の簪は、前の斎王代だった音おと葉はという少女からもらったものだ。

　水城国の姫ひめ君ぎみで、緋央とは同室だったこともある仲だ。

　音葉が故郷に戻ることになった時、餞せん別べつでくれたのである。

　もっとも、作ったのは音葉の兄、瑞みず貴きということだが……。

　簪を口にくわえながら、手早く髪かみを束ねて丸め、簪でとめる。

　これで多少は動きやすくなる。

「止まれ、娘むすめ！」

　剣けんを引き抜いた衛え士じが大声を上げた。

（止まるわけないだろっ！）

　草刈り鎌を振り投げると、くの字の刃やいばが回転しながら相手に襲おそいかかった。

　思わず身を伏ふせた衛士の頭をかすめ、その髪が頭頂部だけざっくりと刈かられてしまう。

　衛士は寒々しくなった自分の頭に手をやって、悲鳴を上げた。

　打だ倒とう高月と目標を掲かかげて、一人こっそりと修しゆ行ぎようしながら編み出した新技だ。

（こんなのでも、剣は剣だからな。おれに使いこなせないはずがないぜ！）

　フフンと、得意になっているところに、回転した草刈り鎌が戻ってくる。

　柄をつかみ損ね、顔面に迫せまってきた刃に青ざめて身をのけぞらせる。

　背後の木の幹に刃が突つき刺ささった。

「ま、まあ……たまには、こういうこともあるんだ」

　緋央は頰ほおを引きつらせながら、身を起こす。

　草刈り鎌を木の幹から引き抜き、新たな衛士の攻こう撃げきを受け止めて弾はじき返す。

　緋央がにこりと微笑ほほえんで見せると、地面に転がった衛士たちもつられて頰を緩めた。

　その隙に木によじ登り、土ど塀べいに飛び移る。

　緋央の軽々とした身のこなしに見とれていた衛士たちが、正気に戻って詰つめかける。

「待て、そこを動くな！」

　制止の声を無視して土塀から飛び下りようとしたが、淀よどんだ堀ほりの水を見て躊ちゆう躇ちよした。

　後ろを振ふり返れば、衛士たちがわっと声を上げながら、木によじ登ろうとしている。

（ま、まず……っ！）

　堀はさすがに飛び越せるような幅はばではない。

「緋央！」

　堀に浮うかんだ舟ふねが近付いてくる。櫂かいを手にした男が、編あみ笠がさを持ち上げた。

（高月！）

　緋央は迷わず、下を通る舟に飛び移る。

　大きく揺ゆらいだ舟の上で、何とか体勢を立て直した。

「面めん倒どうなことになってるから、注意しろって言ってやったろ！」

　高月はそう言いながら、石いし垣がきを櫂で押して舟をはなす。

「おれだって、最初は穏おん便びんに運ぶつもりだったけど……事情が変わったんだよ！」

「ほぉ、若様と急に結けつ婚こんでもさせられそうになったのか？」

「そんなわけないだろ！　ともかく、親書は渡したし、もう宮きゆう殿でんには用はない」

「祟たたりのこと、何かつかめたか？」

「高月のおっさん、塩浜って港のこと知ってるか？」

　高月を見上げてたずねると、「今度おっさんって言ったら、泣かすぞ」と脅おどすような声が返ってきた。緋央は少しだけびびって、「高月センセ……」と、言い直した。

「魁も颯人に命じられて、祟りのことを調べていたらしいんだ」

「上守のやつが？」

　高月は眉み間けんに皺しわを寄せる。上守は魁の氏うじ名なだ。

「塩浜の名は聞いたことがある。祟りの被ひ害がいが一番多いのも、あの近海だって話だ」

「魁は衛士を連れて、塩浜からどこかの島に向かったんだ。だから、おれも後を追う」

　きかん気の強い瞳ひとみを向ける緋央に、高月はため息を吐く。

「お前な、魁のやつを助けるために、また暴走しようって言うんじゃないだろうな？」

「祟りに巻き込まれたやつを助けにいくのが役目だろ。自分の役目を忘れるかよ！」

「なら、いいけどな……」

　高月は舟を土手につけると、城門を出て駆け付けてくる衛士たちの一団に目を移す。

「その前に、お客さんを片付けるぞ」

　高月の言葉に頷うなずいて、緋央は舟を飛び下りた。

「くせ者が！」

　襲いかかってきた衛士の一人を、高月がかわして肩かたに担かつぎ上げる。堀に放ほうり投げられると同時に悲鳴が上がり、水しぶきが立つ。それを合図に乱らん闘とうの様相となった。

　緋央は高月と背を合わせながら、衛士の一人を地面に這はいつくばらせる。

　まともに相手をしていては、きりがない。

　緋央は高月と視線を交かわし、大路に向かって駆け出した。







　　　二







「神官と衛士？　ああ……たしかに、その連中なら半月ばかり前に、海に出て行ったよ」

　老人が船をしっかりと縄なわでつなぎながら、そう答えた。

　凪国の都、香野を発たってから二日。

　男の恰かつ好こうに戻った緋央は、高月と共に塩浜の漁港に辿たどり着いた。魁が最後に立ち寄った港だ。

　宿をとった後で高月と分かれ、魁の消息をさがすために船着き場に向かったものの、漁師たちの姿はなく、唯ゆい一いつ、いたのがこの老人だった。

「その船、どこに向かったか分からないか？」

　冷たい大おお粒つぶの雨が叩たたくのもかまわずたずねると、老人はわずらわしそうな目を向けてから、余った縄を肩に担いで船から上がった。

「さあ、分からんね。この辺りの島を調べとるみたいだったが……船が戻ってきたという話は聞かんから、おおかた海神様の祟りにでもあったんだろう。祟りを信じず、船を出すからだよ」

　老人は軽く首を振り、それ以上話すことはないとばかりに立ち去っていく。

　雨が堅かたく握にぎり締しめた緋央の拳こぶしを伝う。

　海に目をやると、暗い海面がうねっていた。そこには、一艘そうの船も見当たらない。

「緋央！」

　高月の声にはっとして振り向く。

「高月のおっさん……」

「ったく……何やってんだ。風か邪ぜひいたって知らねえぞ」

　高月は傘かさを差しかけ、濡ぬれ鼠ねずみになった緋央の恰好を眺ながめる。

「風邪なんか、何年もひいてない」

　緋央は小うるさそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「いいから宿に戻もどれ。目をはなすと、すぐこれだ」

「高月のおっ……」

　呼びかけたものの、高月に睨にらまれて、「センセイの方は……」と言い直す。

「何か分かったのかよ？」

「まあ、色々とな。宿に戻ったら教えてやる」

　高月がそれきり口をつぐんでしまったので、緋央も黙だまった。

　宿の部屋に戻ると、高月が手て拭ぬぐいを投げてよこす。

　それで濡れた頭を拭ふいている間に、高月は部屋を出て行き、しばらくして椀わんを手に戻って来た。

「ほら、飲め」

　差し出された椀の中身は生姜しようが湯だ。緋央は胡う乱ろんな目で高月を見た。

「飲んで、大だい丈じよう夫ぶなものだよな？」

　以前、風邪薬と称しようして墨ぼく汁じゆうを飲まされたことがあるため、つい警けい戒かいが先に立つ。

「当たり前だろ。俺はこれでも、医者だぜ？」

　ぶっきらぼうな態度だが、珍めずらしく気をつかってくれたらしい。

　湯気の立つ椀を見つめていたが、緋央は恐おそる恐る口に運ぶ。

　一口すすった途と端たんに、壮そう絶ぜつな甘さが口いっぱいに広がった。

「甘っ！　おい、おっさん。甘すぎるだろ、これっ！」

「そうか？　蜂はち蜜みつも砂糖も控ひかえめにしたけどな」

　緋央は「どこが！」と顔をしかめた。

　椀になみなみと入っている生姜湯は、胸焼けをもよおしそうな甘ったるい匂においを漂ただよわせている。

『緋央さん、良いですか。食べ物を粗そ末まつにしちゃいけません。ええ、いけませんとも。モッタイナイの神様がお怒いかりになりますよ！』

　斎宮の学舎にいる皺ラッキョウの師し範はんの、キンキンした声を思い出して、緋央は余計に気が滅め入いった。

「残すんじゃねえぞ」

　緋央はやけくそになったように、椀の生姜湯を一気飲みした。

　クラッと目め眩まいを覚えて、お椀を取り落としそうになる。

「の、飲んだ……ぞ。宿に戻ったら、教える約束だったろ？」

　お椀を床ゆかにおいて、緋央は気分の悪そうな顔できいた。

「俺の方も、そう大した情報はないが……」

　地元の漁師たちは漁に出られないために、酒場に集まっているようだった。

　高月が聞いた話では、塩浜の漁港から出た船が、五、六艘は行方ゆくえ不明になっているという。その内の一艘は、魁と衛え士じたちが乗った船だろう。

「戻ってきた船は？」

「今のところ、ないって話だな。最初に船が行方不明になってから一ひと月つき以上だ」

　高月は眉まゆを寄せて、深刻な顔つきになる。

「海神の祟りって、いったい何なんだよ？　本当に、海の神様が船を沈しずめるのか？」

　神様とは、人を守るべき存在ではないのか。

　それなのに、その神がいったい、どういう理由で祟りをなすというのか？

「漁師や船乗りの言い伝えだ。本当に神の祟たたりなのかどうかは分からん。天候が悪化しているせいとも考えられるからな」

　魁は無事だろうか……。

　無意識に胸むな元もとに手をやり、小さな石の感かん触しよくを握り締める。

「お前の方はどうなんだ？　上守の行方を調べていたんだろう」

「魁も海に出たみたいだけど、船は戻ってないって……この辺りの島のことを、調べてたみたいだった」

「この近海には、島が多いからな」

　顎あごに手をやって呟つぶやいた。眉み間けんの皺しわがいっそう深くなる。

　無人の小さな島を含ふくめれば、十はあるという。その中のどの島に向かったのかまでは、知りようがない。

「魁が島に向かったのは、そこに何かの手がかりがあると思ったからだと思う」

　魁は闇やみ雲くもに動くようなことはない。

「上守が本当に祟りのことを調べていたかどうか、分からねえだろ？　あいつは、凪国の王子の命令だけで動いているわけじゃないんだ……」

　含みのある高月の言い方に、緋央の表情も険しくなる。




『何で、そんなやつをかばうんだよ……何で、そんなやつの言いなりになる!?』

『……あなたでは、俺の願うことは叶かなえられない』




　草くさ薙なぎの剣つるぎを奪うばい、マガツヒ神という悪神を呼び覚まそうとした緋央の兄、朔さく夜やに魁は加担していた。

　夏、斎宮で行われた御み劔つるぎ神しん事じでのことだ。

　そのことを思い出すと、胸が疼うずく。

「ま、ともかくこの大しけじゃ、どのみち俺たちも身動きとれないんだ。大人しく待っているしかねえ」

　膝ひざに手をついて立ち上がった高月を、緋央の目が追う。

「お前も、早く風ふ呂ろ入ってさっさと寝ねろ。また、勝手に抜ぬけ出すんじゃねえぞ」

　緋央が返事をしないでいると、高月が「いいな？」と強く念押しした。

「……分かった」

　釈しやく然ぜんとしない気分を抱かかえながら答える。

「自分の立場を忘れんな。お前に……」

「問題起こされたら困るって、言いたいんだろ？　あんたは、おれの監かん視し役だから」

　刺とげ々とげしい声になるのを自覚する。高月は自分のことを心配しているのではない。

　それが役目だから、義務として果たしているだけだ。

「分かってるなら、いい」

　高月の声も突つき放すような冷たさを帯びる。

　部屋を出て行く足音と戸の閉まる音を背中で聞きながら、緋央は苛いら立だちを覚える。

　それが何に対してのものか、自分でも分からなかった。
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　これは、いつもの夢だ。

　そう思いながらも、緋央はいつもとは違ちがう感触に困こん惑わくした。

　濡れた地面を素す足あしで踏ふむ感覚や、肌はだに触ふれる葉や枝の感触がやけに本物めいている。

　暗い原生の森の中だ。絡からみついてくる蔦つたを払はらいながら進んで行くと、洞どう窟くつが見えてくる。

「何なんだ……いったい」

　緋央は茂しげみの中に隠かくれながら、様子をうかがう。

　かがり火が焚たかれ、男が見張りに立っていた。

　腕うでや背中の部分には、呪じゆ術じゆつの文様のような刺青いれずみを入れている。

　男がその場をはなれるのを待ってから、緋央は立ち上がって、洞窟に向かう。

　かがり火の薪まきを一本とり、洞窟の中に入っていくと、そこは牢ろうとなっているようだった。

　木の柵さくの中で何かが動く気配を感じて薪の火を向けると、中にいた相手が眩まぶしそうに顔をそむけた。

　神官の白い祭服を着た十五、六歳くらいの少年だ。

　細ほそ面おもてで緋央よりも少し背が高く、理知的で整った容姿だが、ひどく憔しよう悴すいしきっている。

「魁！」

　薪を投げ捨てて柵に駆かけ寄ると、縄なわで縛しばられていた少年が目を見開いた。
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「ひ……おう？」

　乾かわいた唇くちびるが開き、弱り切って掠かすれた声が返ってきた。

「待ってろ、今、助けてやる！」

　柵を壊こわそうと体当たりしたが、かなり頑がん丈じようなのか簡単には壊れない。

　腰こしに帯びていたはずの草くさ刈かり鎌がまをさがすが、見当たらなかった。

　こんな時にと苛立ちながら自分の懐ふところをさぐる。だが、短刀も持ち合わせていない。

「緋央、どうして……」

「くそっ、こうなったら！」

　柵を蹴けり付けると、ミシッと木が音を立てる。

　魁が洞窟の入り口の方を気にしながら、戸と惑まどうように口を開いた。

「俺のことはいい。あなたは、ここに来ては駄だ目めだ！」

「何言ってんだ！」

　入り口を縛っている縄を解こうとするが、焦あせっているために手がもたつく。

　洞窟の入り口の方で騒さわがしい声が聞こえた。

　戻もどってきた見張りの男が、侵しん入にゆう者に気付いたのだろう。

「早く、行ってください！」

「お前をおいて行けるわけないだろ」

「この島は……だ…………絶対に…………駄目だ…………緋…………」

　魁の声が次し第だいに遠とお退のいていく。

　頭がぼんやりとして、視界が霞かすんできた。

「必ず……助けにくる……だから、待ってろ！」

　緋央は途と切ぎれそうになる意識を何とか繫つなぎ止めようとしながら、必死に叫さけんだ。







「魁！」

　自分の声で、はっと目を覚ます。胸がうるさいほど動どう悸きを打っていた。

　汗あせばんだ衣ころもをつかみ、辺りを見まわす。

　暗くてよくは見えないが、天てん井じようの梁はりや冷たい床ゆか板いたの感触からして宿の部屋だろう。

（夢…………か？）

　だが、あまりにも生々しい夢だったので混乱した。

　いるはずのない魁の姿をさがすように、視線を彷徨さまよわせた後で、息を吐はく。

　緋央は外の空気を吸ってこようと、立ち上がる。足に何かが引っかかった。

　見れば、枕まくら元もとにおいていた草刈り鎌だった。

　革かわの鞘さやから白い光がうっすらとこぼれているのに気付いて、緋央は眉まゆをひそめながら身を屈かがめて拾い上げた。

　恐おそる恐る鞘から刃やいばを引き抜くと、光が逬ほとばしり、部屋の四方八方に散る。

「うわっ！」と、思わずよろけて座り込んだ。

「なっ……何で…………こんな…………」

　今まで、草薙剣がこんな反応を見せたことはない。

（もしかして、おれが粗そ末まつに扱あつかったせいか!?）

　草薙剣は粗末に扱うと、剣けんに宿るスサノオ神の怒いかりに触れて、罰ばちが当たるという話だ。

「まずい……ど、どうすんだ？　そうだ、こういう時に高月……」

　高月の寝ね床どこを見れば、空のままだ。どうやら、出かけたきり、戻っていないらしい。

「あの、おっさん、肝かん心じんな時に！」

　憤いきどおって剣の柄つかを握にぎり締しめていると、次第に光が弱まっていく。

　光がすっかり収まると、草くさ薙なぎの剣つるぎは何事もなかったように沈ちん黙もくした。

　緋央は呆ぼう然ぜんとして、光の余よ韻いんを微かすかに残している刃を見つめる。

「どう、なって……」

　先ほど、見た夢と関係があるのだろうか？

　緋央は嫌いやな予感にかられて、顔を上げた。

「この剣が……見せた、のか？」

　草薙剣は神の生み出した剣だ。その剣が反応を示したということは、ただ事ではない。

　先ほどの夢も、到とう底てい、夢とは思えなかった。

　草刈り鎌を鞘に戻した緋央は、急いで寝ね間ま着きを着き替がえる。

　身み支じ度たくを整え、腰に草刈り鎌を帯びた。

　急がなければならない気がする。

　凪国で続く海神の祟たたり、それに魁の消息……それは必ず、関係している。

（高月のおっさん、悪い……おれ、行かなきゃならないんだ）

　後で、怒ど鳴なられるのも覚かく悟ごの上だ。

　だが、これは草薙剣を預かる自分の使命だ。そう思えた。
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「さっきの男は何者だ。貴様の仲間か!?」

　蹴り付けられた魁が、地面に倒たおれて呻うめいた。

　胸むなぐらをつかまれ、引っぱり上げられる。

　魁は刺青をした男を、臆おくすることなく見返した。

「知り、ません……」

「凪国の手の者だろう。この島に紛まぎれ込むとは」

　男は仲間を振ふり返り、「島の中をさがせっ！」と命じる。

　他ほかの男たちは頷うなずいて洞窟を出ていった。

「正直に白状した方が貴様の身のためだ。どこに隠れている!?」

「捕つかまっていた俺に、そんなこと分かるわけないでしょう」

　魁が冷静な声で答えると、頰ほおを殴なぐり付けられ、唇が切れて血が落ちる。

　刺青の男は軽けい蔑べつの眼まな差ざしで魁を見下ろした。

「貴様も用が済めば、さっきの男共々、海神の生いけ贄にえに沈しずめてくれるわ」

　吐き捨てるように言い、踵きびすを返して洞窟を去っていく。

　横たわった魁の苦しげな咳せきが、洞どう窟くつの中に反はん響きようした。

　牢ろうにする以前は祭具の捨て場だったのか、洞窟内には古い鏡の破は片へんが散乱していた。

　頭が朦もう朧ろうとする中、それを握にぎり締しめたのは、凪国の言い伝えを思い出したからだ。

　──無意識に、願ったのだろうか？

　むせながら、魁は破片が浮かべる儚はかない光をぼんやりと見つめた。

（緋央……）
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　宿を出た途と端たん、雨が吹ふき付けてきた。

　緋央は腕うでで顔をかばいながら、駆け出す。

　斎王代として初めて重要な役目を託たくされた。それなのに、祟りを恐おそれて宿にこもっていては、何のために凪国まで来たのか分からない。

　祟りが鎮まるまで、船は出ないだろう。

　自力で何とか海に出る方法を考えなければならない。

（まずは、どこかで……）

　緋央は地面に溜たまった雨水を踏ふみながら、船着き場へと足を急がせた。

　斎王の紅奈から、旅費として多少の金は預かっていた。

　船を買うことはできないとしても、借りることはできるかもしれない。

　とはいえ、嵐あらしの中に出て行くのだ。無事に戻って来られるとは限らない。

　漁師たちも大事な商売道具を、そう簡単には貸さないだろう。

　だが、使い古しの、不用になった船なら、頼たのみ込めば借りられるかもしれない。

　船着き場に辿たどり着くと、先ほどよりも海の荒あれがひどくなっていた。繫ぎ止められた船が浮うき上がり、いまにも転てん覆ぷくしそうになっている。

　近くの酒場や宿から明かりが漏もれ、賑にぎやかな声が聞こえた。

（そういえば、漁師たちは酒場に集まってるって高月が言ってたよな）

　緋央は明かりに誘さそわれるように、酒場へ向かう。

　高月はすでに酒場には足を運んでいるし、甘党だから酒を飲んで入り浸びたることはないだろう。

　意を決して木戸に手をかけた時、内側から開かれた。

　ドンッと体がぶつかって軽くよろけたが、腕がつかまれたため転てん倒とうするのは免まぬかれた。

「ヒヨコさん！」

　驚おどろきの声に、緋央は顔を上げる。

　見れば、酒場から出てきたのは颯人だった。

「颯人……サ…………」

　反射的に笑え顔がおを作りかけて、今は女の恰かつ好こうではないことに気付いた。

　不ふ機き嫌げんな表情をあえて作り、颯人の手をはね除のける。

「な、何だよ、いきなり！」

「……紛らわしいやつめ！」

　颯人も酒場から出てきて、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「勘かん違ちがいしたのは、そっちだろ。いきなり現れやがって！」

「ここは我が凪国の地だ。俺がいて何が悪い？　そういう貴様の方こそ、いったい誰だれの許可を得てここにいる？」

　颯人は『ヒヨコ』に対する時とは打って変わった横おう柄へいな態度できき返す。

「お前だって、火高国の都をうろついてたんだから、お互たがい様だ！」

「そういえば、あの時の勝負はお預けになったままだったな。生あい憎にくだが、今は貴様にかかずらっている場合ではないのだ」

「それは、こっちも同じだ。だいたい……何で、お前がこんなところにいるんだよ」

「貴様に関かかわりないな」

　突つっぱねるような言い方をしてから、颯人は「何で、こんなやつをヒヨコさんと……」と苦々しげに呟つぶやいた。

「お前、ヒヨコ、を……さがすために来たのか？」

　凪国の王子である颯人は、父王の代わりに政まつりごとを行わなければならず多た忙ぼうの身だろう。

　後こう継けい問題の最中でもあり、簡単に宮きゆう殿でんをはなれるわけにはいかないはずだ。

　颯人の無ぶ愛あい想そうな顔に動どう揺ようが浮かぶのを見て、緋央の方が戸と惑まどった。

（本気、なのかよ……）

「ヒヨコさんは……斎王の名代として、訪おとずれていたのだ。もし、その身に何かあれば、凪国の体面にも関わる問題だ」

　真ま面じ目めくさった顔をして答えてから、颯人は「それに……」と少し声を落とす。

「あの人が宮殿から出てしまったのは、俺の……落ち度でもある」

「だからって……衛え士じも連れずに来たのか？　お前がいなくなる方が大問題じゃないのかよ」

「愚おろかだな。衛士など連れて歩けば、それこそ騒さわぎになる。それに、俺は日々鍛たん錬れんしているのだ。賊ぞくや刺し客かくごときなど恐おそれる必要もない。そもそも、貴様の国はどうか知らんが治安のよい我が国では、賊などそう出しゆつ没ぼつするわけではない」

　凪国の領内に入ってから都に辿り着くまでに、峠とうげごとに山さん賊ぞくが出没していたのに、いったいどこが治安が良いのか。

　緋央が呆あきれた顔をしていると、颯人が急に顔を寄せてきた。

　びっくりして、思わずのけぞる。

「何だよ、いきなりっ！」

　ヒヨコの時だったら、悲鳴を上げて引っぱたいてやっていただろう。

「いや、貴様がなぜ……ヒヨコさんのことを知ってるのかと思ってな」

　眉まゆを寄せ、真顔できいてくる颯人に、緋央はドキッとする。

「悪い……かよ？」

「貴様、ヒヨコさんとはどういう関係だ!?」

「どういう関係って、それは……」

　緋央は視線を泳がせる。

（おれって、ヒヨコとどういう関係になるんだ??）

　そういえば、今まで考えたこともなかった。

　父が斎宮に入る時に渡わたしてくれた略歴の紙にも記されていなかった。

「怪あやしいな……まさか、貴様……」

　まずい、気付かれたのでは。

　緋央は焦あせって、口を開く。

「あ、ああ、そうそう。妹……だよ、妹！」

「妹!?」

　颯人が間近で目を見開く。

「腹はら違ちがいの……妹……だけど……」

　ヒヨコは火高国の王女ということなのだから、緋央とは兄きよう妹だいの関係であるのが当然だ。

「貴様とヒヨコさんが……血の繫つながった兄妹!?」

　驚きの声を上げて、まじまじと見つめてくる颯人に、緋央はたじろいだ。

「たしかに……似ている、か」

「あ、当たり前だろ！」

「大きな瞳といい、小さめの唇くちびるといい……ヒヨコさんに瓜うり二ふたつ……のような」

　緋央の目鼻立ちを視線でなぞりながら、颯人はゴクリと喉のどを鳴らす。

　首から上が見る見る真っ赤に染まっていく。

「何で、急に赤くなるんだ……よ」

「いや、貴様が思った以上に……」

　パッと顔をそらした颯人は、咳せき払ばらいをしてごまかす。

「今まで、なぜ気付かなかったのか……」

　訝いぶかしむように呟いてから、顔を正面に戻もどす。

「今日のところは、ヒヨコさんの顔に免めんじて見み逃のがしてやる。あまり、凪国に長居はしないことだ」

　そう言い残し、足早に立ち去ろうとする颯人を、緋央は思わず「待てよ！」と呼び止めた。

「お前なら、魁がどこの島に向かったのか、聞いているんじゃないのか？」

「……それを聞いてどうする？　後を追えば、二度と戻れないかもしれないぞ」

「そんなこと、分かってる！　おれは、海神の祟たたりなんてもののために、大事な人間を失うわけにはいかないんだよ」

　拳こぶしを握にぎり、雨に打たれながら緋央は強く言った。

　颯人はじっと緋央を見つめていたが、ふっと海の方に視線を移した。

　波が絶え間なく打ち寄せ、二人の足あし下もとまで濡ぬらす。

　海面を大おお粒つぶの雨が叩たたいていた。

「……ついてこい」

　颯人が急に歩き出したので、緋央は当とう惑わくして「おい」と、呼びかけた。

「俺にも失うわけにはいかないものが、あるからな」

　後を追いながら、緋央は颯人がそう呟くのを確かに耳にした。







　空を割るような落らく雷らいの音に、緋央と颯人は身をすくめる。

　颯人が小船を調達したのはいいが、船頭は嵐と祟りを恐れて同行しないので、緋央と颯人が小船を操そう舵だするしかなかった。

　だが、小船は激しく波に揺ゆさぶられ、もはや帆ほなど何の役にも立っていない。

　互いに船の縁へりにしがみついて耐たえるしかなかった。

　吹ふき付ける雨と、小船に押しよせる波で、二人とも全身ずぶ濡れだ。

　境目の分からなくなった空と海の間を、閃せん光こうが走る。

　波に押し上げられた小船が、今にも傾かたむきそうだ。

「ヒヨコさんは…………まさか、もう…………」

　青ざめて海を見つめる颯人に、緋央は気まずさを感じて視線をそらした。

「あ、あいつの、心配なんて……いらないと思う、ぜ……」

「自分の妹の安否が分からないんだぞ。それでも本当に、ヒヨコさんの兄か!?」

　颯人に胸むなぐらをつかまれ、緋央は目め尻じりをクッと上げる。

「ヒヨコは、斎王代だ！　あいつは、自分のやらなきゃならないことは、分かっているはずだ。危険だからって……やめて、斎宮に戻るわけにはいかないんだよ」

　真顔で見返しながら言うと、颯人が手をはなして、腰こしかけにストンと座る。

　背をわずかに丸め、憔しよう悴すいしたように額に手をやる颯人を、緋央はじっと見ていた。

「分かっていた、のだが……嫌いやなものだな」

　自じ嘲ちよう気味に笑えみをこぼして、颯人が呟く。

「二度と、海神の祟りに大事な人を……奪うばわれたくはなかったのだ」

　緋央は「二度と？」と、眉をひそめる。

「五年前にも、今と同じように海神の祟りだと騒ぎになったことがある。その時は……俺の兄が、海神の祟りを鎮しずめるために、海に出たのだ」

「お前……兄貴が、いたのか」

「それきり、戻らなかったがな」

　颯人は額に当てていた手をはなし、苦く笑しようする。

　かける言葉を思い付けず、緋央は黙だまって手元を見つめた。

「兄は凪国のために犠ぎ牲せいになったのだろうと思う。だが、ヒヨコさんまで……っ！」

　颯人の声には苦く悩のうと苛いら立だちがにじんでいた。

　緋央は思わず、自分が『ヒヨコ』であることを打ち明けたい心境にかられた。だが、それを言えば、大問題になる。斎王代という大和の行く末を担になう役目を引き受けた以上、それは全まつとうしなければならない。

　高月はしつこいくらいに言うが、自分の立場ならわきまえている。

　ただ、詐いつわるということに対する罪悪感が心を重くする。

　険しい表情で押し黙っていると、颯人が「悪かった」と謝罪の言葉を口にした。

「何だよ……急に」

　緋央は顔を上げ、戸惑いを見せる。

「上守は貴様にとって……友、だったのだろう」

「それは……そうだけど、何でお前が謝るんだよ？」

「上守に、海神の祟りのことを調べるように命じたのは、俺だ」

　魁は凪国の神官で、役目だったのなら、それは仕方がないことだ。

　いなくなったことを、颯人のせいにはできない。

「魁は……無事でいるはずだ」

「連れん絡らくが途と絶だえて、十日以上が経たつのだぞ。それに、上守に随ずい行こうさせていた衛え士じたちからの報告もない……」

「あいつは、どこかに捕つかまってるんだ」

　緋央がやけにきっぱりと言ったので、颯人が「なぜ、分かる？」と、訝しげにきいた。

「それは……夢で……」

　少し、口ごもるように答える。

　こんなことを言っても、颯人には鼻で笑われるだろう。そう思ったが、意外にも颯人から馬ば鹿かにした言葉は返ってこなかった。かわりに、神しん妙みような顔をして考え込んでいる。

「なぜ、俺はヒヨコさんの夢を見ないのだ？　毎晩、夢見のよくなる呪まじない札を枕まくらの下に敷しいて寝ねているというのに……」

「そんな、気色の悪いことをしてたのか、お前は！」

　腹部に緋央の蹴けりを喰くらい、グッと呻うめいて颯人は前まえ屈かがみになる。

「やはり……貴様とは相あい容いれんようだな。俺は断じて貴様をヒヨコさんの兄とは認めんぞ！」

「お前に認めてもらう必要なんかない！」

「ヒヨコさんと俺の婚こん儀ぎにも、貴様だけは絶対に列席させん！」

「こっちこそ、望むところだ。じゃなくて……ヒヨコとお前の婚儀なんか、ありえるわけないだろ！」

　自分と颯人が仲良く三々九度を交かわしているところを想像してしまい、緋央は「うっ……」と気分が悪くなる。

　颯人は激しく雨が叩き付けるのもかまわず、得意げな顔を見せた。

「俺は望むものはどんなことがあっても、必ず手に入れる男だ。甘く見るな、義兄弟よ」

「お前と義兄弟になった覚えはねえよ！」

　そして、これからもなることはないだろう。絶対にだ。

「だいたい、ヒヨコは斎王代だ。結けつ婚こんするなんて、無理だな」

　斎王代は、いずれ斎王となるのだ。

　とはいえ、一いつ生しよう涯がい女装を貫つらぬいて斎王としてやっていくのは、いくら何でも無理だろう。

　斎王となることは、ない……。

　そう思っているが、それを颯人に教えてやる必要はない。

「ふ……甘いな、貴様。斎王代が必ずしも、斎王となるわけではない。前の斎王代の例もあるしな」

「斎王にならなくたって、誰だれがお前なんかの嫁よめになるかよ！　冗じよう談だんじゃないぜ」

　先刻までは、颯人に友情めいたものを感じかけていたが、やはりムカムカしたものが込み上げてきて、緋央はふんっとそっぽを向いた。

「どうかな」

　妙みように自信たっぷりな顔で颯人が言うので、緋央は一いち抹まつの不安を覚えた。

（何か、とんでもない手を使うつもりじゃないだろう……な？）

「それも、ヒヨコさんを救出しなければ意味がないからな」

　その通りだ。大おお海うな原ばらのど真ん中で、颯人と不毛な言い合いをしていても仕方がない。

「ああ……今だけは、休戦してやる！」

　頼たよりなく揺らぐ小船を強風と雨が容よう赦しやなく襲おそった。
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『海神が凪国近海で祟りをなしていることは、承知しているな？』

『はい……』

『祟たたりはこの度たびが初めてのことではない……このまま、放置していても祟りが自然に鎮まることはないだろう。人臣にも不安が広まってるしな』

『私をお呼びになったのは？』

『神官として祟りの原因を究明し、これを鎮めてもらいたい』

『私……が、ですか？』

　意表を突つかれて、聞き返す。

『大役だが、務まるな？』

　泰たい然ぜんとして頰ほお杖づえをついている颯人を、静かに見返した。

『それはつまり、人ひと身み御ご供くうになれということですか……』

『俺は、祟りを鎮めろと命じているだけだ』

『前回、凪国で祟りが起こった時には、大規模な祭さい祀しを行い、人身御供を差し出したことにより鎮まったと聞いております』

『上守、俺はお前の過去や素す性じようをあえて問わずに神官に取り立てた。これでも、お前を買っているつもりだ』

『痛み入ります』

　ひどく素っ気ない口調になるのを自覚した。

　自分のようなどこの馬の骨とも知れない新参者は、使い捨てるのに都合がいい。それだけのことだ。分かっていて、自分も颯人の誘さそいを受けたのだ。

『もともと下僕だった者を神官に取り立てるなど、我が国でも前例がないことだ。そうまで、優ゆう遇ぐうするのは俺になびくと確信があるからだ。お前の今の主あるじが誰であろうとな』

　見み透すかしたような目で見つめる颯人を、魁は感情を表に出さずに見返した。

『凪国で地位と権力を望むなら、能力を示すことだ。お前に、その機会を与あたえてやる』

　生きて戻もどれるかどうかも分からない役目を与えておいて、機会も何もあったものではない。

（試ためされているというわけか……）

『分かりました。そのお役目、謹つつしんで拝受いたします』

　平へい伏ふくして答えると、颯人が高座から下りてきて側に片かた膝ひざをついた。

『お前に与える役目はそれだけではない。もう一つ凪国に関かかわる大事な役目がある……』







　鏡の破は片へんから浮うかび上がる光が、数度瞬またたいて潰ついえる。

（緋央……ここに、来ちゃ……駄だ目めだ）

　魁は力ちか尽らつきたように瞼まぶたを下ろした。




　ここは人の力が及およばない、神の島だ……。







　　　三







（何が海神の祟りだよ。

　そんなものに、負けてられるか……）




　波の音が、絶え間なく聞こえてくる。

　寒いのは濡ぬれている体に風が当たるからだと自覚すると、意識がはっきりとしてきた。

　起き上がると、浜はまに打ち上げられた小船の上だった。

　船体はあちこちに穴が開いており、底には海水が溜たまっている。

　小さな蟹かにが緋央の気配に驚おどろいて逃にげ出した。

「ああ、そうか」

　緋央は額に手を当てて呟つぶやいた。

（おれ、颯人と海に出て……それで、漂ひよう流りゆうしたんだ）

　頭がずきっとするのは、どこかにぶつけたせいかもしれない。

　とりあえず、ひどく寒い以外には外傷はなさそうだった。

「そう、だ。颯人のやつは!?」

　緋央はよろめきながら立ち上がり、辺りを見回す。

　海に放ほうり出されてからのことは、まったく覚えていない。ここが、どこの島なのかも不明だった。

（無人島……ってことはないよな？）

　浜辺の先には、漁師小屋が並んでいるのが見えた。

　岩がん礁しようが続いており、その先に突き出した蠟ろう燭そくのような形の離はなれ島の頂上には、お社やしろと鳥居のようなものが建っている。

「まさか、海に……ってことはないよな？」

　不安を覚えながら、緋央は小船を下りて浜辺を歩き出した。

　とりあえず、この島がどこにある島なのか確かめる必要がある。

「誰かに……」

　浜辺を歩きながら人の姿をさがしていると、ちょうど漁師小屋の中から娘むすめが出てきた。

　頭を手て拭ぬぐいでまとめて細い項うなじをのぞかせており、白い衣ころもを膝ひざまでたくし上げて、美しいおみ足を晒さらしている。海あ女まさんだろう。

「あの、ちょっと！」

　駆かけ寄りながら呼び止めると、娘がクルッと振ふり返る。

「あ、の……」

　足が止まり、声が喉のどにつっかえる。

　てっきり娘だと思っていたが、よくよく見れば皺しわ々しわ顔の老女だ。

　老女の方も緋央を見て驚きよう愕がくの表情を浮かべると、木き桶おけを落として後退した。

「ひやあああああーっ、よそ者じゃああああーっ！」

　老女が目をクワッと見開いて叫さけんだので、緋央はうろたえる。

　そのうちに、松林の方からガヤガヤと人声が聞こえてきた。

　色黒で屈くつ強きような体格の海の男たちが、頭に捻ねじり鉢はち巻まきをして姿を現す。

　手につかんでいるのは、銛もりや鉈なたなどの殺傷能力が高そうな武器だ。

「よそ者はどこじゃあああーっ！」

「皆みなの衆、生け捕どりじゃああーっ！」

　筋骨隆りゆう々りゆうの男たちが、鬼き気き迫せまる形相で駆け付けてくるのを見て、さすがの緋央も顔を強こわばらせる。

「何なんだよ、いったい……おれは何も悪さはしてないぞ！」

「逃がしゃしないよ、観念おし！」

　老女までもが、どこからか取り出した出で刃ば包ぼう丁ちようをかまえて、目をギラリと光らせた。

　男の一人が、仲間を集めるための指笛を高らかに吹ふき鳴らす。

　後方に下がる緋央の額に、冷や汗あせがにじんだ。

　男たちは緋央との間合いを詰つめながら、舌なめずりした。

（こうなったら……）

「一時、撤てつ退たいだ！」

　緋央は、身をひるがえして駆け出した。

「逃がすか！」

　投げ付けられる銛の気配に、身を屈かがめる。

　頭のギリギリをかすめた銛が、砂に突つき刺ささった。

（本気で殺す気かよ……この島は、どうなってるんだ！）

　ともかく、捕つかまったら命がないということだけは、間ま違ちがいないだろう。

　とてもではないが、島のことなど悠ゆう長ちようにたずねられる雰ふん囲い気きではない。

　緋央は息を切らし、砂に足をとられてよろけそうになりながらも、必死に走るしかなかった。
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『魁……こちらが緋央様だ。事情があってな。二日ほど、我が家でお預かりすることになった。くれぐれも粗そ相そうのないようにな』

　父親に手を引かれて邸やしきに連れて来られたのは、自分より一回り小こ柄がらな子供だった。とはいえ、年ねん齢れいは自分と一歳か、二歳くらいしかはなれてはいないだろう。

　綺き麗れいな桜色の衣を着て、短い髪かみの毛を紐ひもでチョンと結ゆわえている。

　ふっくらとした、つきたての餅もちのような頰ほおは、緊きん張ちようしているのか心なしか赤く染まり、大きな黒い瞳ひとみでじっと見上げてくる。

（女の子……？）

　戸と惑まどっていると、父親は緋央と呼ばれたその子を、無責任にも魁に押し付けて宮きゆう殿でんに戻もどってしまった。庭先に取り残された二人は、どうすることもできないまま、固まっている。

　そのうちに、少女がぎゅっと顔をしかめて桜色の衣を握にぎり締しめた。

（あ、まずい。泣く……）

『えっと、緋央様？　大だい丈じよう夫ぶ……だよ。すぐに宮殿に戻れるから……数日の辛しん抱ぼうなんだ』

　魁が手を差し出して励はげますと、その手を思いのほか強い力で握り返してきた。

『家の中で遊ぶ？　それとも、近くの河原に行く？』

『河原……』

　緋央が小さな声で答える。本当は読んでしまいたい書物があったが、それは夜に読めばいい。そう思い、手を引きながら歩き出した。

　河原に行くと、白しろ詰つめ草くさが一面に咲さいていた。二人でしゃがみ込んで、その花を摘つんでいく。

　チラッと様子を見れば、緋央は黙もく々もくと花を引っこ抜ぬいていた。

（根っこごと……）

　見かけによらず、なかなか豪ごう快かいな抜き方だ。苦く笑しようして魁は作業を続けた。

　集めた白詰草を少しずつ編んで冠かんむりをつくる。

『ほら、できたよ』

　緋央の頭の上に冠をのせてやる。それに手をやってから、緋央は小さく頷うなずいた。

　喜んでいるのか、怒おこっているのか、よく分からない子だ。

　だが、満足そうに頭にのせているので、よしとした。
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　海水に腰こしまでつかりながら、貝や海かい藻そうがはりついている岩いわ肌はだに手をつく。

　光が微かすかに差し込んでいる洞どう窟くつの中だった。

「ここまで、来ればさすがに……」

　自分の声が反はん響きようする。

　島の男たちの声は、耳を澄すましてみても今は聞こえない。他ほかの場所を捜そう索さくしているのだろう。

　しばらく、ここに身を隠かくしているしかない。

　だが、次し第だいに海水が上昇してきているので、あまり長居はできないだろう。

　頭上を見上げた緋央は、岩肌の一部に人の削けずったような痕こん跡せきがあることに気付いた。

「足場……上まで、登れるのか？」

　緋央は岩がん壁ぺきに手をかけながら、体を持ち上げ、窪くぼみに足をかけた。

　窪みはちょうど足を引っかけやすい場所にある。

　一番上まで辿たどり着くと、天てん井じようを手で触さわってみた。木の板だ。

　片手で押してみると、板の一部が外れる感かん触しよくがあった。

　這はい上がると、薄うす暗ぐらい室内を見回す。

「社……」

　鏡や榊さかきといったものが飾かざられた祭さい壇だんがある。

　離れ島の上にあった社だろう。洞窟から通じていたようだ。

　行動するにしても、夜を待つ方がいい。

　一息吐つくと、急に腹の虫が鳴く。

「腹減った……そういや、ろくに食ってないんだっけ」

　社の中に食べられそうなものは、見当たらない。

（ま、まあ……男子たるもの、一日や二日ひもじくたって……）

　祭壇の前に行って正座すると、斎宮でいつもやっている要領で、二礼二拍はく手しゆする。

（神様、ちょっとばかり休ませてくれ）

　心の中で祈いのってから、使えそうなものはないかとさがす。

　祭壇の下を覗のぞくと、何かが転がっているのが見えた。

　手を伸のばして拾い上げる。

「巻物、か……」

　紐ひもの外れた古い巻物は、あちこち虫食いになっていた。

『女め島しま神じん社じや縁えん起ぎ』と、表に書かれている。

（縁起って、お社の成り立ちを記したものだよな）

　どの神社にも、必ず由来を記したものが残されている。

　女島神社というのは、今いるこの社のことだろう。

「ってことは、女島っていうのが島の名前なのか？」

　腰を下ろしてあぐらをかき、巻物を広げて見る。




『当社の由来は、航海と豊漁を祈き願がんし鎮ちん護ご社として創建されしものなり。

　綿わた津つ見み神、度たび々たび祟たたりなす事有りて、鎮しずめんとしてこれを祀まつる。

　神しん託たくに問うて曰いわく、神宝を守りし為ためなりと。

　島の者、神宝の正体を知らず。

　綿津見神を畏おそれて当社で祀るなり……』




「神宝？」

　緋央は巻物から顔を上げて、眉まゆをひそめる。

「そのせいで、祟りが起こってるってのかよ」

　それとも、何者かが宝に手を出そうとして海神の怒いかりをかったのか。

　巻物を最後まで開こうとしたが、途と中ちゆうで破れている。

　大事な巻物だろうに、随ずい分ぶんと雑な扱あつかいだ。しかも、点々と飛び散っているのは、どう見ても血だ。

　緋央はその時になり、床ゆかにも赤黒い染しみがついていることに気付いた。

　巻物の残りの半分がどこかに転がっていないだろうかと、祭壇の下をもう一度覗く。

　紐のようなものが指先に引っかかる。

　引っぱり出してみると、ちぎれた紐の先から石がすべり落ちる。それは、緋央の膝ひざに当たって床に転がった。

　見覚えのある荒あら削けずりな、黒曜石の勾まが玉たま……。

　他に二つとあるものではない。

　緋央はその勾玉を手の中でぎゅっと握り締めた。
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『疫やく病びよう神がみのお姫ひめ様さまと、貧びん乏ぼう神がみのお前ならお似合いだぜ？』

　ひやかされ、突つき飛ばされた魁は、そのまま川の浅あさ瀬せにはまって尻しり餅もちをついた。

　腰から下が水に浸つかる。

　上守の家と対立する神官の家いえ柄がらの子し弟ていたちだ。

　名門家の子弟が通う学舎があり、彼らはそこの生徒だった。

　本来なら、十二歳以上でなければ入学できないのだが、今年から魁も特別に学力を認められて通うことになった。

　彼らからして見れば、それが面おも白しろくないらしい。

（くだらないやつらだ。虚きよ栄えい心しんばかりで、能力もないくせに！）

　吐き気がする、と魁は歯を食いしばる。

　相手は宮殿内でも幅はばをきかせている家柄だ。

　反はん抗こうすれば、父や上守の家の立場が悪くなる。

『神官の家の息むす子このくせに、知らないのか？　そのお姫様に関かかわると呪のろわれるんだ。お前も、もう呪われちまったかもしれないなあ。お清めしてやるよ』

　ニタリと笑った青年は、川の深みに魁を引きずっていった。

　青年の腰ほどの深さだが、泳げない魁にとっては溺おぼれるに十分な深さだった。

　容よう赦しやなく頭を沈しずめられ、必死で手足をばたつかせてもがく。

　水面から顔を出そうとすると、再び頭を押さえ付けられて体が深く沈んだ。

（誰だれか……っ！）

　息が苦しい。体が水みな底そこに引っぱり込まれる。助けてと叫さけぼうとしたが声も出ない。

　青年たちは魁をはなして、笑いながら立ち去っていく。

　もう駄だ目めかと思った時、誰かが飛び込んできた。

　水中で目を開くと、大きく頰ほおを膨ふくらませた緋央が手を伸ばしてくる。

　驚おどろいている間に体をつかまれて、そのまま水面に引っぱり上げられた。

　浅瀬にようやく泳ぎ着くと、魁は荒あらい息を吐きながら緋央を見る。

　緋央は平然とした顔で立ち上がり、濡ぬれた衣ころもを脱ぬぎ捨てて水を絞しぼる。

　魁はその体を見て、驚きよう愕がくした。

（お、男……の子!?）

　緋央は石の上においていた花か冠かんを頭に戻もどすと、衣を手に歩み寄ってきた。

　思わず何度見かしてしまった魁は、自分の勘かん違ちがいが恥はずかしくなって顔を押さえた。

　そういえば、緋央というのは確か、二番目の王子の名前だった。

　どうして、そのことに今まで気付かなかったのか。

　おかしくなって急に笑い出すと、緋央が心配そうに顔をのぞき込んできた。

『だいじょうぶ……か？』

『何でもない。ただ……馬ば鹿かだったと思って』

　笑い収めて立ち上がると、改めて緋央を見る。

『ありがとう、助けてくれて』

　手を差し出してお礼を言うと、緋央はなぜか警けい戒かいするように一歩下がる。

『どう、したの？』

　そうたずねると、緋央は衣を両手で握にぎり締しめ、戸と惑まどうように視線をそらした。

『ありがとうって……初めてだから』

　頰を赤くして、嬉うれしさを隠すようにモジモジしている。

　魁はふっと表情を和やわらげた。

『……帰ろっか』







「おい、起きろ！」

　冷たい海水を浴びせられ、魁はうっすらと目を開いた。

　数人の男たちが取りかこんでいる。

　瞬まばたきすると水すい滴てきが落ち、ぼやけていた輪りん郭かくが次し第だいにはっきりとした。

　身み動じろぎすると、腕うでを縛しばる縄なわが擦すれた肌はだに食い込んで痛みが走る。

　木き彫ぼりの面をつけた男が、片手を上げて男たちを引き下がらせる。

　薄うす暗ぐらく湿しめっぽい牢ろうの中に残されたのは、魁と木彫りの面の男だけだ。

「……上守の生き残りだな」

　物静かだが、威い圧あつ的てきな声に問われて、魁は警戒するように眉をひそめた。

「お前に問いたい事がある……答え次第では、解放してやってもいい」

　男が耳元に顔を寄せる。




　──神宝はどこにある？
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　松林を抜ぬけると、島の西側にある集落に出た。

　集落全体をおおうように柵さくが設けられ、道の途中には男たちが見張りに立っていた。

　緋央は身を屈かがめて、木の陰かげから様子をうかがう。

　夜を待たずに移動したのは、島のどこかに魁が捕とらえられているかもしれないと思ったからだ。だが、夢で見たような洞どう窟くつは見当たらず、島の雰ふん囲い気きも違ちがうように思えた。

　夢で見た島は、もっと人の手が入っていない森林が広がっていた。

（この島じゃないってことか……？）

　だが、魁が離はなれ島の社やしろにいたことは間ま違ちがいないはずだ。

　緋央は自分の瑪め瑙のうの勾玉と一いつ緒しよに首からさげた、黒曜石の勾玉に手をやった。

　別の島に連れて行かれたのかもしれない。

　草くさ薙なぎの剣つるぎが見せた夢だ。

　ただの幻まぼろしということはないはずだ。

　太たい鼓この音が集落に響ひびき渡わたる。

　何かの知らせだろう。

　松たい明まつの明かりを手にした島の住民たちが列をなして、山へと続く細い道を歩いて行く。

　男たちが担かついでいるのは、獣けものを仕留めるための檻おりだ。

　だが、目を凝こらしてみれば、閉じ込められているのはイノシシでもクマでもない。

「どこに連れて行く。俺に手を出せばどうなるか……凪国が黙だまってはいないぞ！」

（颯人！）

　緋央は思わず、立ち上がりそうになった。

　海に沈んだのではないかと心配もしたが、自分と同じく島に流れ着いていたらしい。

　捕らわれているのだから、無事とは言い難がたいが、喚わめいているところを見ると元気そうだ。

「心配しなくたって、おめえのお仲間もそのうちとっ捕つかまる。島に逃にげ場なんてねえんだ」

　檻を担いだ男が、颯人に向かってそう言うのが聞こえた。

「おい、待て……俺以外にも、よそ者がこの島に流れ着いているんだな!?」

「おめえは、一足先に黄泉よもつ比ひ良ら坂さかに行って、お仲間が来るのを待ってんだな」

　緋央は茂しげみに隠かくれたまま、腰こしの草くさ刈かり鎌がまに手をやる。

　今、飛び出して行っても、颯人を助け出そうとしている間にかこまれる。

　相手は五、六十人の体格のいい男たちだ。

　颯人を山に連れて行って、何をするつもりなのか分からないが、助け出す機会を待つしかない。

　緋央は鎌から手をはなし、音を立てないように後あと退ずさりした。







　日が暮れ、闇やみに包まれた山道を、松明の明かりを手にした人々が下っていく。

　その気配が消えるのを待って山頂に出ると、平地となっていて草が刈られていた。

　四方をかこむように、しめ縄が張られている。

（祭りか何かに使われてる場所か……な）

　しめ縄をくぐると、周囲を用心深く見回す。

「颯人……？　無事か？」

　小声で呼びかけてみるが、返ってきたのはフクロウの鳴き声だけだ。

（まさか、殺されて……）

　背筋がゾクッとする。

　どこかの木に死体が吊つるされているのではないだろうかと、木の方に目をやる。

　その瞬しゆん間かん、地中から突つき出した手が、緋央の足をガシッとつかんだ。

　足あし下もとに目をやった緋央の顔が、見る見る強こわばった。

「うぎゃあああああーっ！」

　緋央の悲鳴が山に木霊こだまする。

　よろけて尻しり餅もちをつき、謎なぞの手を振ふり払はらおうと闇雲に足をばたつかせた。

　だが、手の方も必死な様子で、意地でもはなすまいとするように足首にしがみついてくる。

　そのうちに、緋央の方も冷静さを取り戻した。

「お、お前……もしかして、颯人……か？」

　恐おそる恐る訊たずねてみると、手が「そうだ」と頷うなずくように動き、力をなくしてクタッと倒たおれてしまった。

「颯人、しっかりしろ。あきらめんなーっ！」

　緋央は焦あせって、地面を掘ほり起こす。

　本来なら、草薙剣は神剣であり、丁てい重ちように扱あつかうべきものだが、今は人命救助が優先だ。

（スサノオの神様。緊きん急きゆう事態なんだ。怒おこるなよ！）

　草刈り鎌となった剣を取り出し、心の中で念じてから土を掘る。

「おおっ、さすが神剣。手で掘るより断然速いぜ」

　調子に乗って掘っていると、草刈り鎌の先っぽに何かが突き刺ささる手て応ごたえがあった。

「あ……」

「フグウウウーッ!!」

　土の中から悲鳴なのか唸うなり声なのか分からない声が聞こえてきて、土が盛り上がる。

　自力で顔を出した颯人が、ブルブルと首を振って土を落とした。

「貴様あああーっ！」

　額から血を垂れ流しながら、颯人が恨うらみがましい目で緋央を見上げた。

「わ、悪い……大だい丈じよう夫ぶ、か？」

「大丈夫なものか。島の連中め、よくもこの俺を生き埋うめに……許せん！」

　颯人は案外元気そうで、鼻息も荒あらく憤いきどおっている。

「何で、島の連中につかまったんだよ？」

　颯人の武術ならば、いくら島の男たちが屈くつ強きようぞろいといっても易やす々やすと捕まるはずはない。

「目が覚めた時には、すでに檻の中に閉じ込められていたのだ。不覚だった」

「そう、かよ……だけど、良かったぜ」

　一緒に海に出た……仲間、には違いないのだ。

「ところで、疑問なのだが……なぜ、ヒヨコさんといい、貴様といい、草刈り鎌を持ち歩いているんだ？」

　真顔できかれ、緋央はドキッとして手を止める。

「それは………火高国じゃ、草刈り鎌を持つのが流は行やってんだよ」

「どれだけ、ど田舎いなか国なんだ？　貴様の国は」

　土に半分ほど埋まっているくせに嘲ちよう笑しようされて、緋央は束つかの間忘れかけていた苛いら立だちを思い出した。

　そうだ、颯人はこういう男だ。

（やっぱり、助けるんじゃなかったぜ！）

　草刈り鎌を持つ手が、フルフルと震ふるえる。

「持ってると色々と便利なんだから、いいだろ!?」

「貴様も大和男児だろう。剣くらい持て。成人としての気構えの問題だ」

「おれは……」

　緋央は手を止めて、土まみれになった草刈り鎌に目をやる。

「人を傷付けるための剣は、持たないと決めたんだ……」

　颯人の腰の辺りまで掘り起こすと、緋央は立ち上がって手を差し出す。

　颯人が手を握にぎると、両手で引っぱり上げた。

　勢い余って、二人とも地面に転がる。

「お前は、だから甘い」

「いいんだよ……おれは、これで」

　土汚よごれのついたくの字の刃やいばを、袖そでで拭ぬぐう。

「暁あかつき……」

　颯人が、不意に声を小さくして緋央の氏うじ名なを呼んだ。

　言われなくても、気付いている。

　緋央は草刈り鎌を腰に戻もどし、周囲に目を配る。

　すでに取りかこまれているらしい。

「どうやら、ネズミがもう一匹ぴきかかったようだな」

　男が暗がりの中から姿を見せる。

　他ほかの男たちも、足音を忍しのばせるようにして間合いを詰つめるのが気配で分かった。

「よそ者が……おめえたちの狙ねらいは、分かってんだ。島の宝、奪うばいに来たんだろ！」

「おれたちは……ただ漂ひよう流りゆうして島に流れ着いただけだ！」

「島の宝は、海神様が守ってらっしゃる。手を出そうとするなんて、罰ばち当あたりめ！　おめえらのせいで、わしらまで漁ができず、どれだけ迷めい惑わく被こうむってるか……」

「だから、違ちがうって言ってるだろ。島の宝が何なのかも、おれたちは知らないし、この島に来て初めて知ったんだ！」

　緋央は何とか説得しようと試みたが、颯人は押し黙だまったまま一言も弁解しない。

「信じてくれって言っても、信じられないかもしれないけど……おれは、海神の祟たたりを鎮しずめるために海に出て、この島に流れ着いたんだよ。宝が欲しいわけじゃない！」

「どうだか。前に来たやつも、凪国の神官とか何とか言ってたが、こそこそと島の宝を盗ぬすもうとしてやがった。凪国のやつらは信用ならねえ！」

　男が怒いかりを込めて吐はき捨てる。

　自分たちよりも前に島に来た、凪国の神官……。

「そいつ……今、どこにいるんだ！」

「やっぱり、おめえらの仲間か。島にはいねえ。今ごろ、サメの餌えさにでもなってるだろうよ」

　男が嘲あざ笑わらう。青くなった緋央の肩かたを、颯人がつかんだ。

「挑ちよ発うはつだ、乗るな」

「分かって……る」

　緋央は拳こぶしを握り締しめて、射るような視線を男に向けた。

　だが、この島の住人たちは宝とやらを守るためならば、よそ者を始末することも厭いとわないだろう。

（もしかして、間に合わなかったんじゃ……）

　緋央が立ち尽つくしていると、グイッと肩が引っぱられた。目の前を、矢がかすめる。

「ぼやっとするな。この場は、引くぞ！」

　怒ど鳴なるように言われて、緋央ははっと正気に戻り、頷いた。

　颯人の後を追うように茂しげみに飛び込む。

　潜ひそんでいた男たちが一いつ斉せいに飛びかかってきたが、緋央と颯人の拳をくらって目をまわす。

（傷付けないって言っても……これくらいは、仕方ない、よな？）

　こちらも、そう簡単にやられるわけにはいかない。

　倒れた男を飛び越こえて、斜しや面めんをすべるように駆かけ下りていった。







　松たい明まつの明かりが、鬼おに火びのように揺ゆれる。

　大木の根本に身を屈かがめた緋央と颯人は、自分たちをさがす男たちの声を聞きながら、呼吸を整える。

　声は次し第だいに近くなっていた。

「あきらめる……わけないか」

　顔を少しのぞかせ、松明を手にうろついている男たちの様子を確かめる。

　山に隠かくれていることが分かっているのだ。「山やま狩がりだ！」と、男たちが気勢を上げていた。草の根分けてでもさがしだすつもりだろう。

「……二手に分かれるぞ」

　この場に隠れていても、見つかるのは時間の問題だ。二手に分かれれば、相手も混乱する。

　緋央は「そうだな」と、颯人の提案にのり、離はなれ島の社やしろで落ち合うことにする。

「お前と協力し合うことになろうとは……」

　颯人のもらした呟つぶやきに、緋央はまったくだと心の中で同意した。

　火高国で初めて出会った時には、木刀を手に颯人に勝負を挑いどんだのだ。

（昨日の敵は今日の友って……言うしな）

　いや、それとも昨日の友は今日の敵……だっただろうか？

「……捕つかまるなよ。今度は助けないからな」

「貴様に二度も借りを作るつもりはない」

　颯人が笑えみを見せたので、緋央は少し居い心ごこ地ちが悪そうに視線をそらす。

「行くぞ」

　表情を引き締めた颯人が、緋央の背中を叩たたく。

　それを合図に、二人はそれぞれ逆の方向に向かって走り出した。
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　離れ島まで続いていた岩がん礁しようはすでに海に埋まい没ぼつし、高くなった波が打ち寄せては砕くだけていた。

　洞どう窟くつの入り口も、ほとんど見えず、緋央は仕方ないと、岩がん壁ぺきに手をかけてよじ登る。

　頂上に辿たどり着くと、滴しずくを落としながら息を吐いた。

　社の木戸を開いて中に足を踏ふみ入れると、床ゆか板いたが小さく軋きしむ。

　中は真っ暗で、シンと静まっていた。

（颯人はまだ、辿り着いてないのか……）

　男たちを撒まくのに手間取っているのかもしれない。

　不意に殺気を感じて飛び退のくと、白銀の刃が目の前を掠かすめた。

　ぐっと歯を食いしばって、手を伸のばし、闇やみに乗じて襲おそいかかった相手の袖をつかんだ。

　同時に、身を捻ひねって相手を投げ飛ばそうとしたが、足を払はらわれて体勢がぐらつく。

　床ゆかに尻しり餅もちをついた緋央は、目の前に立つ相手を見上げた。

「何だ、貴様か」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような颯人の声に、緋央はカチンときた。

「お前な！　相手を見てから、攻こう撃げきしろよ」

「用心のためだ。それに……貴様ならあの程度の攻撃など、かわせるだろうと思ってな」

　颯人は悪びれもせずに答え、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火を灯ともした。明かりが広がる。

「何だよ、それ……」

　顔をしかめながら、緋央は濡ぬれた上着を脱ぬぐ。

　振ふり向いた颯人が、ぎょっとして、慌あわてて背を向けた。

「貴様、いったい何をしているんだ!?」

　何を動どう揺ようしているのか、声が裏がえっている。

「何って、このままじゃ寒いんだよ」

　衣ころもを捩ねじって水すい滴てきを落とす。隙すき間ま風かぜが肌はだに触ふれると、クシャミをしそうになった。

　颯人が祭さい壇だんの下に折りたたんでおかれていた布を、投げ付ける。

　広げてみれば、鯛たいの絵と豊漁という文字が描えがかれた大漁旗だ。

　どうやら、かぶっていろということらしい。

「……悪い」

　緋央は素す直なおに礼を言って、濡れて冷えている体にはおった。

　風が当たらないだけ、少しはましになる。

「これから、どうする？　島にこのままとどまってもいられないだろう」

　颯人は緋央の向かいに腰こしを下ろしてあぐらをかく。

「だからって、このまま凪国に戻もどれるかよ……」

　海神の祟りを鎮める役目も果たしていない。魁の行方ゆくえだってさがさなければならない。

　颯人も険しい表情を見せて、「確かにな」と呟いた。

　颯人は、ヒヨコの行方をさがすために、一いつ緒しよに小船で海を渡わたったのだ。

　だが、いくら斎王代をさがすためとはいえ、凪国の王子ともあろう者が、わざわざ一人でさがしまわる必要はない。国の者にも知られたくはない、別の事情がある。そんな気がした。

　おそらく、それは凪国に関かかわる重大なことに違いない。

「島の連中は、おれたちが島の宝を盗むために来たと思ってる」

　魁も島の宝を盗みに来たのだと、男たちは口にしていた。

　緋央は蠟燭の明かりに照らされた颯人の顔を、さぐるようにじっと見つめる。

「お前、海神の祟りを鎮めるように、魁に命じたんだよな？」

「神官だからな。当然だろう……」

「本当に、それだけか？」

　そうきくと、颯人がゆっくりと視線を上げて緋央を見た。

「他ほかに、何がある？」

「お前、島の宝が何か……知っているよな？」

　言い逃のがれさせまいと、強い口調になった。

「……ああ。だが、貴様には……」

「魁は祟たたりを鎮しずめるために、その宝を手に入れようとして島の連中につかまったんだろ。それを命じたのはお前じゃないのか？」

　祟りを鎮めるためにも、魁を助けるためにも、島の宝が何かを突つき止める必要がある。

「だとしても……これは、凪国の問題だ。火高国の者が首を突っ込むようなことではない」

「このまま、祟りが収まらなかったら、斎王様の権けん威いにも関わるんだ。おれは、だから、祟りを鎮めるために……」

「なぜ貴様が斎宮のことまで心配する？」

　颯人に指し摘てきされ、緋央はしまったと焦あせった。うまい言い訳をさがして、視線を泳がせる。

「それは……つまり……あれだ、あれ」

「怪あやしいな。斎宮とどういう関わりがあるのだ？　白状しろ！」

「どうって、それは……」

　言い淀よどむ緋央に、颯人はズイッと顔を寄せた。疑いを深めるように、目をすがめる。

「今の斎王は火高国の出だ。それに、次期斎王のヒヨコさんも火高国の姫ひめだろう。火高国の者たちが、斎宮を私物化しているのだとしたら、由々しきことだ」

「火高国は関係ない。大和の平和を守る。それが、おれの役目だ！」

　緋央は後ろに両手をついて、少し身をのけぞらせながら、宣言するようにきっぱりと言った。

「ご大層なことだが、まずは自国の心配をしてはどうだ？」

「……大和の国が、おれの国だ」

　自然と、そう口から出た。

　そうだ、この大和こそが自分の、自分たちの国なのだ。

　同じ、アマテラス大おお御み神かみを大おお御み祖おやとする大和の民たみが暮らす国土。

　凪国も、火高国もない。すべては大和という一つの国……。

　戦乱の世以降、国が分かたれてしまったが、斎宮というものの中に、その理念は生きている。

　だからこそ、草くさ薙なぎの剣つるぎは斎宮にあるのだ。

　大和の国の統一の証あかしとして。

　それを託たくされたことの意味を、自分は知らなければならない。

「貴様は本当に、斎宮が大和のためにあると……信じているのか？」

　颯人は木戸の方に視線を逃にがした。隙間風が吹ふき込んで低く呻うめくような音を立てる。

「違ちがう、のかよ？」

　颯人は「単純だな」と鼻でわらった。

「祟りを鎮めるというのは、凪国の内政に干かん渉しようするための名目に過ぎん。最初から、斎王が欲しがっているのはこの島にある宝の方だ。そのために、凪国に密みつ偵ていを忍しのばせて、こそこそと調べていたようだからな」

「密偵？」

　緋央は聞き返してから、思い当たる節があり、眉まゆを寄せる。

「だけど、何で斎宮がこんな小さな島の宝を手に入れようとするんだよ？」

「貴様は、本当に疎うといな。聡さといヒヨコさんとは大おお違ちがいだ」

　大げさにため息を吐つかれて、緋央は顔をしかめる。

（ヒヨコはおれだっての！　疎いのはお前の方だ）

「まだ、分からないのか？　斎宮が手に入れようとしている神宝といえば、言わずと知れている」

　斎宮が手に入れようとしている、神宝……。

　緋央ははっとする。

「それって、三種の……っ！」

　三種の神器……それは神が王権の象しよう徴ちようとして与あたえた三種の宝のことだ。

　そのうちの一つ、草薙剣は斎宮に祀まつられており、今は緋央の元にある。

　かつて、神の血を引く一族が、三種の神器を神より与えられ、大和を制せい覇はした。

　それ以来、三種の神器を手に入れた者は、大和の覇は権けんを手にすると言い伝えられている。

「たとえ、ヒヨコさんでも……斎宮にあれを渡すわけにはいかない。断じてな」

　凪国が最初、斎宮の介かい入にゆうを拒こばんだ理由が分かった気がした。

「凪国は、それを手に入れて大和の覇権を狙ねらうつもりか？　ついこの前、御み劔つるぎ神しん事じで和平の誓ちかいを立てておきながら」

　緋央が険しい顔できくと、颯人が射るような視線を緋央に向けた。

「今は斎宮の意向に従ってやるとも。だが、三年先も、大和が同じ状じよう況きようだとは限らない。今の和平が形ばかりの代しろ物ものであることは、貴様とて分かっているだろう」

「また、戦乱の世の中に戻るのかよ。戦い合って、つぶし合って……」

「強い者が勝ち残り、弱い者が淘とう汰たされるのは自然の摂せつ理りだろう」

　斬きり捨てるような颯人の言い方に、緋央は無む性しように反発を覚えた。

　頭を過よぎったのは魁のことだ。

　そうやって、一族を滅ほろぼされた者の恨うらみはこの国の底へと溜たまっていく。

　そして、いずれ勝者が築いた栄光の歴史を底から蝕むしばんでいくのだ。

『怨おん念ねんはこの国の地の底に眠ねむる闇やみの神を、呼び起こす……』

　緋央の目の色が変わるのを見て、颯人は息を吞のんだ。

　その声は、緋央のものではない。

　一いつ瞬しゆん、『ヒヨコさん』の声に似ているようにも思えたが、それよりも遥はるかに老成した声に聞こえた。まるで、一瞬、何かが乗り移ったような。

『三種の神器は、怨念を鎮め、闇の神を封ふうじるためのもの。これを、悪あしき者の手に渡してはならない……汚けがしてはならない……災わざわいを招いてはならない』

　うつろな瞳ひとみで宙を見み据すえたまま、緋央は呟つぶやくようにそう言った。

「おい……暁！」

　颯人の呼ぶ声に、我に返る。

　微かすかに恐おそれを抱いだいたような颯人の顔が、側にあった。

（おれ、今……？）

　一瞬前の記き憶おくを、思い出せない自分に、緋央は狼ろう狽ばいした。
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『兄上……いつ、お戻りになるのですか？』

『お前が、私を必要とした時に』

『本当に？　ボクが困ったら、兄上は助けに来てくれますか？』

『ああ、どこからでも、必ず駆かけ付ける。だから、お前は…………』







　モゾモゾと側で動く気配に、颯人は目を覚ます。

　強くなった風の音に加えて、雨が木戸を叩たたく音が聞こえていた。

　天てん井じようを見上げていた颯人は体に半分ほどかかっている大漁旗を見てから、ふと隣となりを見た。

　緋央は寒いのか、大漁旗をグイッと引き寄せてくるまる。

　身を起こした颯人は、半分奪うばい返そうと、大漁旗に手をかけた。だが、その静かな寝ね顔がおに、ドキッとする。

　目を閉じると、長い睫まつ毛げが際きわ立だって見える。微かに開いた唇くちびるからは、浅い呼吸がもれていた。

（み、見れば……見るほど……ヒヨコさんに、そっくりなやつだな）

　視線をそらそうとしたが、吸い寄せられるように緋央の寝顔に戻もどってしまう。

　気付けば、腕うでを組み、しげしげと見つめていた。

（双ふた子ご……かもしれん）

　だとすれば、そっくりなのも納なつ得とくがいく。

「これが、ヒヨコさんであれば……」




『ああんっ、寒くて凍こごえちゃいそう！』

『ヒヨコさん、この大漁旗にくるまって暖まるんだ』

『それでは颯人様がお風か邪ぜを召めしてしまうわ』

『俺のことはいい。ヒ、ヒヨコ……の方が大事だからな』

『まあ、何てお優やさしいお方！　私……颯人様になら……』




「いけない、ヒヨコさん、俺たちはまだ婚こん前ぜん……っ！」

　思わず叫さけんでから、颯人ははっとする。

　いつの間にか目を覚ましていた緋央が、軽けい蔑べつのこもった目をして見ていた。

「お前……何、口走ってんだ？」

「し、知らんな。空耳か、風の音だろう」

「いいや、たしかに聞いた。人の顔見ながら、妙みような妄もう想そうしたんじゃないだろうな!?」

　飛び起きた緋央が、目を据すえてきく。

　颯人はまじまじと緋央を見つめると、ひどく残念そうなため息をもらした。

「似て非なるものか……」

　そう呟くと、緋央から大漁旗をひったくり、背を向けて寝てしまう。

「おいっ！　どうしてくれんだよ。こっちはすっかり目が覚めただろ」

「知らん。外で見張りでもしてろ」

「お前なあっ！」

　怒いかりを堪こらえて、大きく息を吐く。噓うそとわかる寝息を立てる颯人を軽く睨にらむ。

「せめて、半分寄こせよ」

　緋央はそう言うと、颯人が独どく占せんしている大漁旗の中に潜もぐり込んだ。

　互たがいに背を向けたまま、しばらく外の音に耳を傾かたむける。

　かなり波も荒あらくなっているのだろう……。

　吹ふき荒あれる風の音が、海神の咆ほう哮こうのように聞こえた。

「お前……船で、おれに言ったよな。二度と、海神の祟たたりに大事な人を、奪われたくはなかったって。あれは、噓だったのか？」

　凪国の覇権のために、三種の神器を手に入れることだけが、目的だったのか。

「お前に兄貴がいたって話も……」

「凪国に、昔から言い伝えられている話がある」

　颯人は背を向けたまま、口を開いた。

「戦乱の折、失われた八咫やたの鏡かがみには、遠くはなれた者の姿を映し、思いを通じ合わせることができる力があるというものだ」

「八咫鏡って、アマテラス大おお御み神かみの現うつ身しみって言われてる……」

　ということは、島が守る三種の神器とは、八咫鏡のことなのか。

「もし、兄上が生きているならば……八咫鏡に映るはずだ」

「それで、鏡をさがしてたのか」

　緋央は思わず、体を起こして颯人の方を見た。

「父上に万が一のことがあれば、叔お父じ上うえが凪国の王になる」

「何でだよ、お前がいるだろ？」

「俺は、凪国の王にはならない。だが、叔父上では凪国の王は務まらない。あの人は王の器うつわではないからだ……だが、叔父上は位を譲ゆずるように迫せまるつもりでいる。その前に、何としても兄上には、宮きゆう殿でんに戻っていただかなければならんのだ」

「生きていると……信じてるのか？」

「それを確かめるためにも、八咫鏡がいる」

　颯人の声には思い詰つめたような響ひびきがあった。

　それだけ、凪国の事情は、颯人のおかれている状況は、切せつ迫ぱくしているということだ。

（遠くにいる者と思いを通じ合わせる鏡か……）

　緋央は瞼まぶたをわずかに伏ふせる。

　人は、簡単にあきらめられるものではない。一いち縷るの望みに縋すがりたいものだ。

「鏡……手に入れるまではお前に協力してやる」

　颯人は軽く目を見張ってから、疑わしげな目をする。

「どういう、風の吹き回しだ？」

「海神の祟りに鏡が関係しているなら、どのみちおれも鏡をさがさなきゃならない。お前のために、協力してやるんじゃないからな。ヒヨコのためだ！」

「ヒヨコさんのためだというのなら、貴様の無礼な言動と振ふるまいも、今少し我が慢まんしてやる」

　いつもの尊大な口調に戻ると、颯人はふっと笑えみをこぼした。

　だが、すぐに笑みを消して、剣けんに手をかける。まさか、自分とやるつもりだろうかと、緋央は反射的に身がまえた。

「お前、どういう……」

「しっ！　静かにしろ……」

　颯人が声を抑おさえる。

　外から人の気配がすることに気付いて、緋央も口を閉とざした。

　颯人と視線をかわしてから戸の側に移動する。

　わずかに開いて外をのぞくと、松たい明まつの明かりが社やしろを取りかこんでいる。

「そこに隠かくれているのは分かってんだ。出てこい、よそ者め！」

　男が怒ど声せいを上げる。それに続いて、「遠えん慮りよすることはねえ、やっちまえ！」と騒さわぎ立てる声が聞こえた。

「出てこねえなら、社ごと燃やしちまうぞ！」

　男が松明を掲かかげて叫ぶと、「おおーっ！」と声が上がる。

「この社は島の守り神が祀まつられてるんだぞ……何、考えてるんだ!?」

　小声で憤いきどおると、颯人が「ただの、脅おどしだ」と宥なだめた。

「同時に出るぞ」

　腰こしを浮うかせようとした颯人を、緋央が「待てよ」と慌あわててつかんだ。

「相手は兵士じゃない。島の人だ！」

「この島の連中は海神の民たみだ。我ら凪国には恭きよう順じゆんしていない。むしろ、凪国の商船や軍ぐん艦かんを何度も襲おそった海かい賊ぞくまがいの連中だ。俺が遠慮する必要はない」

「傷付ければ、島の人たちは余計に凪国に敵対することになるんじゃないのかよ!?」

「貴様は……よく、そんな甘い事で今まで火高国の王子が務まってきたものだな。凪国にも恭順せず、今まで外敵から島を守ってきた連中だ。これは、俺たちと島の連中の戦いだ！」

「おれたちは島の人々と戦いに来たわけじゃないだろ！」

「だが、連中にとっては島の宝を奪いに来たよそ者で、敵だ」

　島の人々は武器を打ち鳴らしながら、気勢を上げていた。

　颯人の言う通り、話し合いができるような雰ふん囲い気きではない。

　緋央はぐっと歯を嚙かみしめる。

「……俺が行く。お前はその間に裏から行け」

「何、言ってんだよ……」

　驚おどろいて颯人の顔を見る。

「俺は一人なら、何とかなる。草くさ刈かり鎌がましか持たない温ぬるいやつが一いつ緒しよだと、足手まといにしかならないからな」

「これだけの人数、お前一人で相手にできるわけないだろ！」

　漁師とはいえ、屈くつ強きような体格をした男たちだ。五十人近い男たちを相手にするとなると、さすがの颯人でも無傷ではいられないだろう。

　自分の言っていることは、しょせん、綺き麗れい事ごとだ。

　他人を傷付けたくはないと戦わないくせに、代わりに他人を戦わせる。

（それじゃ、ただの腰こし抜ぬけじゃないか……おれは、そんなものになりたいわけじゃない！）

　緋央は拳こぶしを握にぎってうつむいていたが、意を決したようにその顔を上げた。

「おれも戦う。足手まといになるとは言わせない」

　草くさ薙なぎの剣つるぎを使うわけにはいかない。だが、素す手ででも十分に戦力にはなるはずだ。

　颯人は緋央を見つめてから、自分の帯に結んでいた紐ひもを解く。その先には彫ちよう刻こくの入った玉がぶら下がっていた。

「凪国の領海内で、火高国の王子に万が一のことがあれば国同士の問題になる。今、貴様の国ともめているような余よ裕ゆうは我が国にはない」

　緋央は手て渡わたされた玉を戸と惑まどうように見た。

「凪国に戻もどったら、玉を府やくしよに渡わたせ。俺がこの島にいることが分かる」

「だけど……」

　自分が救きゆう援えんを呼んで戻ってくるまで、颯人が無事だとは限らない。

「二人とも捕つかまっては話にならん。口論するだけ時間の無む駄だだ」

　返事を待たず、颯人は戸を勢いよく開いて外へと飛び出す。

「颯人！」

　呼んだが、間に合わない。豪ごう雨うの中、颯人が男たちに真っ向から向かっていくのが見えた。

「悪い……必ず、助けに戻る」

　唇くちびるを嚙みしめ、緋央は戸口をはなれた。

　社の裏手から外に出ると、雨が容よう赦しやなく降り注いだ。

「いたぞ、逃にがすな！」

　数人が緋央に気付いて駆かけ付けてくる。

　緋央はかまわずに崖がけっぷちに向かって走った。

　颯人が囮おとりになったのを、無駄にするわけにはいかない。

　緋央は後ろを振り返らず、歯を食いしばって地面を蹴ける。

　遥はるか下では、波がうねっていた。
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　次し第だいに嵐あらしの様相が濃こくなってきた空模様に、衛え士じたちが右往左往し始める。

　大型船で、その帆ほには凪国の象しよう徴ちようである鷹たか羽ばねの文様が描えがかれていた。

　船ふな縁べりから海を眺ながめていた高月に、青年が雨具を手に駆け寄ってくる。

「常磐殿どの」

「高月様、船内にお戻りください。斎宮からの客人に万が一のことがあってはなりませんから」

「無理を言って同乗させてもらったのは、俺の方だ。それより、まだ荒あれそうだな」

　高月は海の方に目をやる。常磐という名の青年の表情も、不安そうに曇くもる。

「海神の祟たたり、というやつでしょうか」

「さあ、どうだかな」

　船の先せん端たんの方で、衛士がにわかに騒ぎ始める。

　そのうちの一人が、「常磐様！」と、駆け寄ってきた。

　衛士に耳打ちされると、常磐は高月に視線を向ける。

　何かあったらしいと察し、高月は常磐と衛士とともに船の先端に向かった。

　衛士が指差す方を見れば、一艘そうの小船が今にも転てん覆ぷくしそうな危あやうさで波に揺ゆさぶられている。

　明かりを振って見せると、小船に乗っていた人物が手を振り返すのが見えた。手て拭ぬぐいを頭に巻き、白い衣ころもを着ている。

「海あ女まのようですね。遭そう難なんしたんでしょうか？」

「あ…………あの、馬ば鹿かったれ！」

　常磐の隣となりで高月が吐はき捨てた。常磐が「馬鹿ったれ？」と怪け訝げんな顔をする。

　その間にも小船が寄ってきて、船からは縄なわ梯ばし子ごが投げ下ろされた。

　小船に降りた衛士に助けられながら、海女の恰かつ好こうの少女が縄梯子を登ってくる。

　常磐が手を差し出して、少女を船に引っぱり上げた。

「もう、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　にこりと爽さわやかな笑顔を向けて言うと、少女は微笑ほほえみを返す。

「助けていただいてありがとう、ご……………………」

　少女の微笑みが、急に凍こおり付いた。

　その視線の先では、今にも噴ふん火かしそうな顔をした高月が、腕うでを組んでいる。

「何で、あんたが凪国の船にっ！」

「常磐殿、ちょっと船室を借りるぜ」

　高月は常磐にむかって笑顔でそう言うと、緋央をつかんで引きずっていく。

　常磐は、「はあ……」と訝いぶかしそうな顔をしながら二人を見送った。







　狭せまい船室に突つき飛ばされた緋央は、軽くよろめく。

「何か、俺に言いたいことはあるか？」

　高月は緋央を壁かべ際ぎわに追い詰つめながらたずねた。

「黙だまって、飛び出して……悪かった」
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「お前に斎王代は務まらないってことが、よーく分かった。もう、何もしなくていい。とっとと、斎宮に戻ってお役目返上しろ」

「斎王様が……おれが相応ふさわしくないって言うならその判断に従う。だけど、一度引き受けたことは最後までやり遂とげる！」

　互たがいに睨にらみ合ってから、高月が小さく舌打ちした。

「……ったく、お前はどうしようもないぜ」

「高月のおっさん、先生は……」

「おっさん先生って何だよ!?　先生つければいいってもんじゃねえぞ」

「あんただって、おれに大事なこと、また教えてくれなかったじゃないか！」

「はあ？　何のことだ？」

　すっとぼけて見せる高月に、緋央は苛いら立だちを募つのらせる。

「あの島の宝のこと……知ってたんだろう？」

「だから、どうだってんだ。お前には関係ねえ」

「結局……あんたも叔お母ば上うえも、おれを信用しない」

　──お飾かざりの斎王代になりたいわけじゃない。

「かも、な……信用は積み重ねることでしかできないものだ。信用されたければ、斎王代に値あたいする者であることを証明しろ」

　今の自分は、何も言い返せない。

　緋央はうつむいて、唇を嚙かみしめた。

「……さっさと着き替がえろ。話はそれからだ」







　濡ぬれた衣ころもを脱ぬいで、白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかまに着替え終わると、高月が熱い茶と、握り飯を運んで戻ってきた。

「高月のくせに、甘いものじゃない……」

「黙って食え」

　ゲンコツをくらって、緋央は「殴なぐんな！」と睨んでから握にぎり飯を口に運ぶ。

　一口かじった途と端たん、身も心も硬こう直ちよくした。

「どうだ？　うまいだろ」

　高月は顎あごに手をやり、得意げな顔をする。

「おっさん、塩と砂糖、間ま違ちがえてんじゃねえぞ！」

　米が甘い。しかも激甘だ。よくよく見れば握り飯の中に黄色い物体が……。

（栗くりきんとん!?）

　緋央は「うっ……」と胸を押さえて、倒たおれそうになる。

「やっぱり、おっさんからもらったものは口に入れるんじゃなかった……」

「いらねえの？　あっそー、なら食うな」

「く、食う……腹が減って死にそうだから、この際、く、栗きんとん入りの激甘握り飯だろうが、何だろうが食う！」

　人間、空腹が限界に達すると、味覚を超ちよう越えつすることができる……はずだ。

　緋央はゴクリと喉のどを鳴らしてから、息を止めて握り飯を口に押しこんだ。急いで湯飲みをつかむと、お茶と一いつ緒しよに流し込む。だが、あまりのお茶の熱さにむせそうになった。

「大げさなやつだな。ほんのり甘いただの握り飯じゃねえか。おはぎと似たようなもんだろ」

「全然、違ちがうだろ！　おはぎもそんなに好きじゃねえけど、甘い米とかおれの中ではありえない食い物なんだよ」

　緋央の目にうっすらと涙なみだがにじんでいる。

　普ふ通つう、握り飯には塩しお昆こん布ぶか、おかか、それに梅干しが定番だ。

　とはいえ、平らげたおかげで、多少は腹が満たされて落ちつくことができた。

　二杯はい目のお茶を、フーフーと息で冷ましながら、少しずつ飲む。

　高月が壁かべに片かた肘ひじをついて寄りかかりながら、緋央を眺めていた。

「お前は……島の宝のこと、どこまで分かったんだ？」

「魁が、社やしろで調べていた巻物なら見付けた」

　緋央は半分破れている、『女島神社縁起』と書かれた巻物を懐ふところから取り出して渡わたす。

「……上守のやつも調べてやがったのか」

　高月は独り言のように呟つぶやいてから、巻物を開く。

「会えたのか？」

　きかれて、緋央は首を横に振ふった。高月は「そうか」と、再び手元に視線を戻もどす。

　船室の戸が叩たたかれ、二人は視線を交かわした。

　緋央は急いですました顔を取り繕つくろい、両手を前でそろえる。

　それを待ってから高月が返事をすると、戸が開いて常磐が顔をのぞかせた。

「高月様……」

　高月は巻物を懐ふところに押し込み、立ち上がった。

「すまん、常磐殿どの。こちらは、斎王代の暁……ヒヨコだ」

　高月が咳せき払ばらいしてから緋央を紹しよう介かいする。

　常磐は部屋に入ってくると、巫み女この恰好に着替えた緋央を驚おどろいたように眺ながめる。

「あなたが、若君の……気付かず、大変失礼いたしました」

　常磐は改まったように、丁てい寧ねいに頭を下げる。

　高月が手短に、常磐は颯人の側近だと教えた。

（側近……そうか、だったら……）

　緋央は颯人の玉を懐から取り出した。

「常磐様。私はこの玉を颯人様よりお預かりいたしました。凪国に戻り、府やくしよにこの玉を見せるようにと……颯人様の側近ということなら、玉はあなた様にお渡しすべきものでしょう」

　差し出された玉を見て、常磐が顔色を変えた。

「これは……颯人様は今、どちらに!?」

「女島です。島の者たちに捕とらわれそうになったところを、あの方が囮おとりとなって助けてくださったのです。私は、颯人様を……助けに戻らなければなりません」

「……あなたが心配して下さっていると知れば、あの方はどれほどお喜びになるでしょうね」

　常磐の瞳ひとみが、少しばかり和なごむ。

「私は助けて頂いた方を、見捨てるような恩知らずにはなりたくないのです」

「そんな方だから……」

　常磐は言葉を切り、両りよう膝ひざを床ゆかについた。

「確かに、お預かりいたします」

　懐から取り出した布に玉をのせ、丁てい重ちように包む。

　懐にしまうとき、常磐が「必ず参ります、颯人様……」と呟くのが耳に入る。

（信しん頼らいされてるんだな、あいつは……）

　緋央は瞳を下げる。

　常磐は立ち上がると、高月に顔を向けた。

「すぐに、船の針路を女島に向かわせます」

「いや、女島にはもういないだろう」

　腕うでを組んだ高月を、緋央も見る。

「どういうことだ……オホンッ！　どういうことですか？」

　緋央は声を少し高くして、きき直した。高月が軽く緋央を睨んでから口を開く。

「海神の民たみの本ほん拠きよ地ちは、男お島しまの方だ。島の連中に捕らわれたのなら、そっちに連れて行かれているだろう」

　常磐は「海図を」と言って、船室を出て行った。

「よそ者は、みんなその男島って方に連れて行かれるのか？」

　戸が閉まるのを待ってから、緋央は声を小さくしてきく。

「そのようだな。俺は海神の祟たたりってやつも、海神の民の連中が引き起こしてるんじゃないかと思ってる」

「どうやって、祟りを起こすんだよ？　呪のろいや術みたいなものでか？」

「いや……連中が祟りを装って商船や漁船を襲おそい、人を連れ去っているんじゃないかとな」

「だけど、何だって島の連中が祟りを装う理由があるんだよ？」

「頭を絞しぼって考えりゃ、分かるだろ」

「島の……宝を守るためか」

　戸が開いて、海図を手にした常磐が戻って来る。

　常磐が片かた膝ひざをついて床に海図を広げたので、緋央もしゃがんだ。

　広げられた地図には、凪国近海の島が細かく記されていた。

　常磐は筆で女島に印を付け、船の位置を書く。

　そこから線を引いて男島と書かれた島にも印を付けた。女島よりも小さな島だ。

「距きよ離りはそう遠くないのですが、男島の近辺は岩がん礁しようが多くて船が通れる場所が限られているんです。この辺りは座礁する船が多い」

「大型船だと余計に近づき難にくいってことか。この船に手て漕こぎの舟ふねは？」

　高月がきくと、常磐は「二艘そうほど」と答えた。

「連中に俺たちの存在を気付かれると面めん倒どうだしな。先に偵てい察さつを送るか……」

「それが賢けん明めいだと思います。刺し激げきすれば、捕らわれている颯人様の身に危険が及およぶでしょう。偵察に向かう者の選定はすぐに。私も向かいます」

「おれも行く」

　緋央の声が、高月と常磐の話に割って入る。

　高月にギッと睨にらまれて、緋央はしまったという顔をした。

「わ、私も行きます！」

　胸を叩きながら言い直したが、不自然に甲かん高だかい声になった。

　常磐は戸と惑まどうように高月を見た。その顔は明らかに賛成しかねている顔だ。

「駄だ目めだ。お前は船に残れ」

　高月がにべもなく、却きやつ下かする。

「どうして！」

「行ったって役に立たないだろ」

「私には私の役目があるっ！　高月先生、決して無む茶ちやはしません。足手まといにもならない。信用は積み重ねることでしか得られないのでしょう？　だとしたら、その機会を私に下さい」

　緋央は高月から目をそらさなかった。

「凪国の王子の命がかかってんだ。下へ手たな事をして、王子の身に何かあれば、お前も俺も生きて斎宮に戻れない。そのこと、分かってるな？」

　緋央が真しん剣けんな顔で頷うなずくと、高月は息を吐はいてから常磐の方を向く。

「悪い、こいつも同乗させてやってくれ」

「……承知しました」

　常磐は異論を挟はさまず、船室を出ると衛え士じに命じて準備を整えさせた。







　衛士と常磐が二艘の舟ふねに分かれて乗り込む。

　緋央が後に続いて縄なわ梯ばし子ごを降りようとすると、高月が小こ袖そでをつかんで引き寄せた。

「上守の居場所を見付けたら、鏡の在あり処かを聞き出せ。それとな、絶対にあいつには渡すな」

　耳打ちした高月の顔を見上げ、緋央は眉まゆを寄せた。

「何で、だよ。凪国に渡さないためか？」

「鏡を手に入れたら、あいつは凪国から姿を消すかもしれないだろ」

　緋央は高月の言葉ではっとする。

「朔夜の命令……」

　緋央の兄、朔夜は御み劔つるぎ神しん事じで草くさ薙なぎの剣つるぎを手に入れようとしていた。だが、それに失敗したために、今度は鏡に目を付けたのかもしれない。それとも、最初から三種の神器のすべてを手に入れようとしているのか……。

　朔夜は魁を凪国にもぐりこませて、利用している。

　込み上げてくる不快感と怒いかりを押しとどめようとするように、拳こぶしを握にぎる。

「上守に気を許すな。あれは、朔夜と同じ種類の人間だ」

「あんなやつと、魁を一いつ緒しよにするな！」

　つかまれた手を振ふり払はらおうとしたが、高月は手に力を込めたまま、はなそうとしない。

「朔夜の手に鏡が渡わたり、悪用されるようなことがあれば取り返しがつかない。上守が朔夜に加担しているのなら、斎宮にとっては敵だ。そのことを、肝きもに銘めいじろ」

　緋央は高月から顔をそむけ、「行ってくる……」とだけ言い残して、下で待つ舟に飛び下りた。

　魁が敵か、そうでないのか、それは自分の目で見み極きわめなければならないことだ……。







　衛士が櫂かいを漕こぐ音が、荒あら波なみの音に混じり重く低く響ひびく。

　緋央はどれくらいの間、黙だまったまま雨に打たれていただろうか。

　常磐が気き遣づかうような視線を向けるのは分かっていたが、口を開く気にはなれなかった。

「前方を」

　櫂を漕いでいる衛士に促うながされて、緋央と常磐は目を凝こらす。

　島の影かげがうっすらとその先に見えた。

　海岸には見張りのための物見櫓やぐらが何棟とうか建ち、海上には明かりを灯ともした船が連なるように浮うかんでいる。女島とは比べものにならない厳重な警けい戒かいだ。

　屛びよう風ぶのような山が突つき出し、その上を海鳥が飛びまわっている。

「島に上陸するためには、西側の海岸しかありません。東と北は山に阻はばまれていますし、南には大きな渦うず潮しおがある。島の人間ならともかく、我々では西側以外から島に上がることは難しいでしょう」

「常磐様、私に任せてくれませんか？」

「ヒヨコ様にですか？」

　常磐が戸惑った表情を見せる。

　緋央は頷いてから、挑いどむように真っ直すぐ島を見つめた。

「ええ、考えがあるんです」







　巨きよ木ぼくが四方八方に根を張り巡めぐらし、雑草や蔓つるが体に絡からみつこうとする。

　緋央は草くさ刈かり鎌がまで払いながら、息を切らして走った。

　額から垂れてくるのが雨なのか、汗あせなのか区別はつかない。

「こういう時には、草薙剣も役に立つよな」

　さっきからかなり重宝している草刈り鎌に目をやって独り言をもらした。

「いたぞ、あそこだっ！」

　男の声が森に響く。

　緋央は木の幹を蹴けって飛び上がり、枝の上によじ上る。

　蔓をつかんで別の木に飛び移ると、立て続けに放たれた矢が枝に突き刺ささった。

　振り返ると、松たい明まつを手にした刺青いれずみの男たちが十人ほど追ってきていた。

　軽く息を整えてから着地し、走り出した。

　──できるだけ、追っ手を引き付けておく必要がある。

「逃にがすなっ！」

　四方八方から矢が飛んでくるということは、茂しげみに潜ひそんでいる者たちもいるということだ。木の幹に突き刺さった一本を引き抜ぬいて見れば、矢の先が赤く染まっていた。

　何かの毒が塗ぬられているらしい。

　矢を投げ捨て、斜しや面めんをすべるように下る。

　足首に何かが引っかかった直後に、緋央の体が勢いよく宙に跳はね上がった。

　思わず、「うわあっ！」と声がもれる。

　木の枝につり下げられた網あみの中で、緋央が手足をばたつかせてもがいた。

　追ってきた男たちに、茂みの中に潜んでいた男たちが合流して駆かけ寄ってくる。

「女か……おい、どこのまわし者だ!?　仲間がいるんだろう！」

「さあ、どうだか」

　大人しくなった緋央が、すました顔で答える。

　男の一人が舌打ちしてから、「連れて行け！」と顎あごをしゃくって促した。
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　洞どう窟くつの前にかがり火が焚たかれ、見張りの男たちが立っていた。

（この洞窟……）

　手を後ろで縛しばられた緋央が足を止めようとすると、後ろから突き飛ばされた。

「さっさと歩け！」

　よろめきながら、足を進める。

　松明の明かりに、蝙こう蝠もりが驚おどろいて外に飛び出す。

　広い空間に出ると、柵さくがされた牢ろう屋やがあった。

　緋央は喉のど元もとまで出かけた声を吞のみ込んで、平静を装う。

　柵の入り口が開かれ、乱暴に中に押し込められた。

　両りよう膝ひざをついて男を睨むと、柵が閉とざされる。

「まあ、仲良くするんだな。後少しの命だろうけどよ」

　男は卑ひ屈くつな笑い方をして、洞窟を出て行く。

　それを待ってから、緋央は袖そでに忍しのばせていた短刀で手の縄なわを切った。

「……ヒヨコさん!?」

　手足を縛られ、うつ伏ぶせの状態で転がされていた颯人に駆け寄る。

「颯人様、ご無事ですか!?」

「すまん、本来ならば俺がヒヨコさんを助ける立場だというのに……情けない男だと思わんでくれ」

　颯人は緋央に縄を切ってもらいながら、恥はじだとばかりに顔をそむけた。

「思いません……心配していましたから」

　緋央は小声で言ってから、牢の中を見まわす。

　ここに囚とらわれていたはずの魁の姿は、どこにもない……。

　緋央は心臓をぎゅっとつかまれたような、苦しさを覚えて眉まゆ根ねを寄せた。

「……ともかく、急ぎましょう。凪国の船が近くまで来ていますから」

　今は自分の役目に集中しようと、緋央は表情を改めて立ち上がった。

「凪国の船……そうか、暁が」

　颯人もそう呟つぶやいて、腰こしを上げる。

「だとしたら、グズグズしていられないようだな」

　そう言うなり、颯人はいきなり、緋央をすくい上げるように抱だき上げた。

　仰ぎよう天てんした緋央は、颯人の腕うでから逃のがれようと手足をばたつかせて暴れた。

「は、はなせ……じゃなくて、自分で歩けますから！」

「悪いが、俺が抱かかえた方が速そうだ」

　颯人はふっと笑えみを見せる。

（こ、こいつ……っ！）

　頰ほおが熱を帯びるのを感じながら、拳を握って殴なぐりたい衝しよ動うどうを堪こらえた。







（一生の恥だ……）

　緋央はそう思いながら、落ちないように颯人にしがみついていた。

　颯人は警戒しながら、洞窟を出る。

「颯人様！」

「常磐……お前か」

　松明を掲かかげた青年を見て、颯人の顔に安あん堵どの色が浮かぶ。くさむらの陰かげには見張りの男が二人、折り重なって倒たおれているのが見えた。

　常磐の視線が、抱えられている緋央に向く。

「ヒヨコ様、ご無事でしたか」

「え、ええ……まあ……あの、そろそろ、下ろしていただきたいのですが」

　笑みをつくろうとしたが、頰がピクピクと震ふるえた。

「いかん！　島には猛もう毒どくを持った蛇へびや虫が生息しているんだぞ。間ま違ちがえて踏ふみ付けたら、命にかかわる。俺の腕の中の方が、安全だ」

（こんな恥を人目にさらすくらいなら、蛇の巣穴に飛び込んだ方がましなんだよ！）

「一度、船に……」

「ああ、そうだな」

　常磐の言葉に頷うなずき、颯人が歩き出そうとする。

「あ、ま、待って……私は、まださがさなきゃならない人が！」

　不意に、颯人が緋央を抱えたまま、後方に飛び退のく。

　数本の矢が、地面に突き刺さった。

　常磐と衛え士じが緋央と颯人を守るようにかこみ、剣をかまえながら周囲に目をくばる。

「そこまでだ。歓かん迎げいされざる客人たちよ」

　年ねん齢れい不ふ詳しような声が岩の上から聞こえ、緋央たちは一いつ斉せいに見上げた。

　半はん裸らの体に刺青をほどこした男たちが、武器を手に岩の上に並んでいる。

　その中心に立つ男を見て、緋央は思わず仰天した。

（で、でかっ！）

　他ほかの男たちの二倍はあろうかというような長身で、全身を白い貫かん頭とう衣いでおおっている。

　翡ひ翠すいの首くび飾かざりや、威い風ふう堂どう々どうとした立ち姿からして島の実力者か、権力者であることは見てとれた。木き彫ぼりの面が異様な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　茂みの中からも、刺青の男たちが槍やりを手に姿を見せる。すでに、かこまれているようだった。

　島に入った時から、こちらの動きなど筒つつ抜ぬけだったのだろう。

　颯人が「ヒヨコさん……」と呼んで緋央を下ろした。

「下がっていろ」

　常磐から剣を受け取り、緋央を後ろにやる。

「あなた方の領域を侵おかしたのは謝罪します。ですが、私たちは島の人々に害をなすつもりはありません！」

　常磐が声を張り上げて訴うつたえる。

「神の島に立ち入った者は、何なん人ぴとたりとも生きては帰さぬ。それがこの島の掟おきてだ」

「話し合いの余地は、ないということか……ならば、やむを得ん！」

　颯人は剣をかまえた。

「お待ち下さい！」

　割り込んだ声に、緋央も颯人も驚いて岩の上を見る。

　木彫りの面をつけた男をかばうように立ちはだかったのは、魁だ。

　無事だったという安堵より、混乱と驚きの方が大きかった。

「何で、あいつ……」

　緋央が呟いた隣となりでは、常磐と颯人が同じように険しい表情で魁を見ていた。

「上守、貴様……どういうつもりだ!?」

　颯人が声を低くして問う。返答次し第だいでは、この場で斬きるつもりだろう。

　だが、緋央や颯人を見下ろす魁の表情は冷静さを崩くずさない。

「裏切り者が！」

　軽けい蔑べつを込めるように、颯人が吐はき捨てる。

「無む駄だな抵てい抗こうはしないことだ、颯人」

　木彫りの面をつけた男に思いがけず名前を呼ばれて、颯人が眉まゆをひそめる。

　常磐がはっとして、剣けんを下ろした。

「そのお声……もしや、蒼あお人と様では！」

「そんなはず……そんなはずはない。兄上であるはずが……」

　緋央は颯人が動どう揺ようした声で呟くのを耳にした。

（颯人の……兄貴、なのか？）

　男が木彫りの面に手をやる。

　外した面を魁に渡わたすと、頭からかぶっていた貫頭衣を脱ぬぎ捨てて、何かからピョンと飛び下りた。

「族長！」

　まわりにいた男たちが戸と惑まどいの声を上げた。

「いいんだ。あれは、私の弟だからな」

　軽い口調で言ったのは、緋央とそれほど背せ丈たけも年ねん齢れいも変わらない少年……いや、青年だった。

　緋央は何をどう驚おどろけばいいのか分からず、ただただあ然とした。

　小生意気そうな吊つり目で、髪かみは短めだが、クルクルと巻いていた。なかなかの美形だが、顎あごがしっかりとしていかにも無骨な顔立ちの颯人とは似ても似つかない。

　颯人の弟ですと言われたら、まだ納なつ得とくのいきそうな童顔だ。

（は、颯人の兄貴って……何歳!?）

　背丈は竹馬に乗ってごまかしていたらしい。

　岩の上にいた颯人の兄、蒼人は身軽に飛び下りる。

「兄……上!!」

　颯人が駆かけ寄り、ガシッと兄の小ぶりな体を抱だきしめた。

「うおおおおおおおーっ、兄上!!」

　男泣きに泣く颯人の頭を、蒼人がよしよしとあやすようになでる。

「むさい顔で泣くなよ。しかも、でかくなって全然可愛かわいげがなくなってるし……というか、今、何年、何月、何日？　私が国をはなれてから、一年くらい？」

「一年なわけがないだろう。もう五年だ！」

「いやあ、そんなに経たったと思わなくて。島にいると、時間の感覚がなくなるっていうか……常磐、お前は変わらないな。達者か？」

　常磐は感かん極きわまったように、その場にひれ伏ふす。

「ご無事で何よりでございました。この常磐、蒼人様のご帰き還かんなさる日をどれほどお待ち申し上げていたことか！」

「そう、堅かた苦くるしくするなよ。ともかく、こうして久々に再会できたんだから。宴うたげだ、宴。斎宮の客人もいることだしな」

　蒼人は緋央を見ると、目を細める。

　緋央は警けい戒かいするように、眉を寄せた。

「族長、しかし、よそ者を島に入れるわけには！」

　島の男たちは相変わらずの敵意を向けてくる。それを宥なだめるように、蒼人は男の肩かたを叩たたく。

「分かっているさ」

　そう言い、手を叩いて解散を促うながした。島の男たちも不満をしまって武器を収めた。

　岩の上から下りてきた魁が、颯人に歩み寄る。

「申し訳ありません……処分は、覚かく悟ごしております」

　頭を下げる魁を見て、颯人は「いや……」と首を横に振ふった。

「疑って悪かった。兄上をよく見付けてくれた」

　魁の肩を叩いてから、颯人ははなれていく。それを待ってから、緋央は魁に歩み寄った。

「魁、よかっ……」

「なぜ、来たんです……来るなと言ったのに」

　魁は緋央と目線を合わせようとせず、小声でそう言って、緋央の横をすり抜ぬけていく。

　取り残された緋央は、込み上げてくるものを堪こらえて唇くちびるを引き結んだ。
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　屛びよう風ぶ形の岩山の裏手に出ると、密ひそかな集落がつくられていた。

　高たか床ゆか式になった藁わら屋や根ねの建物が建てられており、その中の一棟むねが緋央たちにあてがわれた。

　颯人は蒼人と話があるというので、緋央は一足先に部屋で休ませてもらう。

　しばらく待っていると、魁が高月を伴ともなって部屋にやってきた。

「な、何で、高月のおっさ……先生が？」

「常磐殿どのが迎むかえにきた。助かったぜ。あのまま海にいたら、沈しずみそうだったからな」

　高月は部屋の入り口で袖そでを絞しぼって水すい滴てきを落とす。

「外はまだ、荒あれてんのか？」

「ああ、この分じゃ島から当分、出ることもできねえだろうな」

　そう言いながら、緋央の向かいに腰こしを下ろす。

「俺は、これで……」

　魁が出て行こうとするので、緋央は慌あわてて立ち上がる。

「おい、待てよ。どこに行くつもりだ？」

「部屋に案内するよう、言われただけですから」

「おれは……まだ、お前から話をちゃんと聞いてないんだよ！」

「何の話をです？」

　魁が少し迷めい惑わくそうな目で緋央を見る。

「放ほうっておけ、緋央。そいつは、凪国の側についた人間だ」

　高月が頭を拭ぬぐいながら、聞こえよがしに言った。

「いいから……」

　手をつかんで部屋に引き込もうとすると、魁が「っ！」と声をのみこんで眉を寄せる。

「お前……」

　魁は緋央の視線から隠かくすように、自分の手を後ろにやった。

　視線が、気まずそうに斜ななめ下にそれる。

「見せろ」

「……何で、です？」

「いいから、見せろって！」

　緋央は無む理り矢や理り、魁の腕うでをつかんでその手を出させた。

　血止めのための布を巻いているが、それも、赤黒く汚よごれてしまっている。

「お前……これ……島の連中に……」

「違ちがいます」

　魁は視線を緋央に戻もどして、きっぱりと否定した。

「じゃあ、何でこんなことになってるのか言ってみろ！」

　緋央が腕をつかんだまま、強い口調できくと、魁はぎゅっと唇を引き結んだ。

　緋央が視線をそらさないでいると、観念したのか唇を少しだけ開いた。

「自分……で……」

「自分!?　何やったんだよ？」

「それは……いいでしょうっ！」

　魁は緋央の手を振り払はらう。むっとした顔で魁をつかみ、高月の前まで引きずっていく。

　背中を押された魁が、よろけて膝ひざをつく。

「高月先生、頼たのむ。魁……診みてやってくれ」

　緋央が魁の隣となりに正座して頼むと、高月はため息を吐ついてから頭をかいた。

「しょうがねえな……手、出してみろ」

「結構です」

　魁は緋央と話す時以上に、素っ気ない口調で答える。

「いいから、診てもらえよ。その手じゃ、何にもできないだろ？」

　高月が渋じゆう面めんをつくるのを見て、緋央が横から口を挟はさんだ。

　機き嫌げんを悪くして、診てもらえないと困る。

「治ち療りようなら、自分でできますから」

　高月は脇わきにおいていた荷をほどき、竹たけ籠かごを取り出した。

　中には、陶とう製せいの壺つぼに入った塗ぬり薬ぐすりや包帯が入っており、それを取り出して床ゆかに並べる。

「俺が毒を塗るとでも思ってんのか？」

「ええ」

　ピキーンと、部屋の空気が凍こおり付いた。一いつ触しよく即そく発はつの空気が、高月と魁の間に流れる。

　緋央は息をのんで、二人の顔を交こう互ごに見る。

「そうかよ……じゃあ、俺はもう知らねえ。お前を診てやる義理もねえしな。好きにしろ」

「最初から、そのつもりです」

「わ、分かった、おれがやるっ！」

　魁が膝を立てると、緋央が焦あせって声を上げた。

　二人が同じように眉まゆを吊つり上げて緋央を見る。

「だから、お前は座れよ。化か膿のうしたら大変だって……昔おれに言ったのは、お前だろ？」

　緋央は魁の袖をつかんで言った。それから、高月の方に顔を向ける。

「高月先生、傷にきく塗り薬ってどれだよ？」

「……文字が読めれば分かるだろ」

　緋央は並べてある壺の一つを手に取り、「ああ、これか」と呟つぶやいた。

「ほら」

　片手を出して見せると、魁は渋しぶ々しぶ、自分の手をその上に乗せる。

　汚れた布を解いていくと、手のひらに刻まれた痛々しい傷が現れる。

「ガキどもには付き合ってられねえぜ」

　大人しく緋央に薬を塗らせている魁を眺ながめながら、高月は面おも白しろくなさそうな顔をした。

　緋央は真しん剣けんな面おも持もちで傷に薬を塗り、慎しん重ちように魁の手に包帯を巻いていく。

　最後にぎゅっと縛しばると、息を吐いて緊きん張ちようを解いた。

「これじゃあ、何も持てません」

「いいんだよ。怪け我がが治るまで、動かすな！」

　そう言い聞かせて、竹籠の中に薬を戻す。

　包帯の団子と化している自分の両手を、魁は戸と惑まどったように眺めた。







　湯や手て拭ぬぐいを運んできた島の若い娘むすめから、集落の外れに温泉があると聞いた緋央は、気の進まない顔をする魁を連れ出して向かった。

　島の族長である颯人の兄の前に、汚れた恰かつ好こうのまま出るわけにはいかない。それに、森を走りまわった時に泥どろだらけになったので、風ふ呂ろに入れるのはありがたい。

　石造りの湯船を目め隠かくしの垣かき根ねが三方をかこい、前方は海が一望できた。

　湯から立ち上った湯気を、肌はだ寒ざむい風が押し流す。

　頭に手拭いをのせ、緋央は肩かたまでどっぷりと湯につかる。

　湯で顔を洗ってからチラッと横を見ると、魁は包帯の巻かれた両手を水面から出していた。

「……痛むのか？」

「いえ、別に……」

「噓うそつけ。痛いんだろ。やせ我が慢まんなんかするなよ」

　そう言うと、魁が心外そうな顔をして緋央を見る。

「してませんよ」

「ああ、そうかよ」

（強ごう情じようっぱりめ……）

　両手を頭にやり、緋央は石にもたれかかりながらため息を吐く。

「お前と……こうやって風呂に入るのも、久しぶりだよな」

　緋央は暗くなり始めた空を見上げながら、ポツリと言った。

　子供の頃ころはよく、魁を連れ回して一いつ緒しよに泥だらけになり、日が暮れる頃に魁の邸やしきに戻った。

　魁の母親は優やさしく賢かしこい人で、息むす子こたちが戻ってくる頃にはちゃんと湯を沸わかしていてくれて、邸の中を泥だらけにする前に、風呂場に押し込められた。

　二人で、どちらが長く湯の中で我慢できるか競争し、いつものぼせる寸前で魁の母親に引っぱり出されたのを思い出す。

　宮きゆう殿でんに戻るよりも、魁の邸の方が居い心ごこ地ちよく、強ごう引いんに住み着いていたようなものだ。

　その邸も今は取り壊こわされ、魁の母親も、父親も、みんな、いなくなった……。

　緋央はそっと目を伏ふせた。

　大切なものを失うことが、どれほど辛つらいか。

　魁が側からいなくなるだけでも、耐たえ難がたいことだったのに、魁は自分の家族と、そして国を失うことになったのだ。その喪そう失しつ感かんと絶望はどれほどのものだっただろう。

（……おれは、お前から大事なものを奪うばうことしかできないんだな）

「あなたの、せいじゃない」

　魁の声が耳に入り、緋央は目を開いて驚おどろいたようにその顔を見た。

「なんだよ、急に」

「考えてることが、すぐに顔に出るから……分かりますよ」

「どうせ、おれは単純だからな。もう上がるぞ」

　緋央は頭にのせていた手拭いをとって、立ち上がる。

　その時、湯気で霞かすんだ脱だつ衣い所の戸が開いて、人ひと影かげが浮うかび上がる。

「何だ、上守。お前も……」

　鍛きたえられた浅黒い肌はだをさらした颯人が、肩に手拭いを引っかけて現れる。

　緋央と目が合った途と端たんに手から桶おけがすべり落ちて、カランと音を立てた。

「ヒ、ヒヨコさんっ！」

　颯人が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　はっとして胸を両手で隠かくしながら、緋央は悲鳴を上げて湯の中に飛び込んだ。
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（付け毛だけはつけておいてよかった）

　ぺったんこの胸の方は湯気のおかげで、おそらく見えてはいなかったはずだ。

　バタンと音がして、背を向けた緋央は「ん？」と首を後ろに向ける。

　見れば、颯人がうつ伏ぶせにぶっ倒たおれていた。

　魁と顔を見合わせ、湯から上がって恐おそる恐る近づいてみる。

「颯人様？　あの、もし……大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　足の先でつついたが反応はない。

　魁がひっくり返してみると、颯人は鼻血を垂らして目を回していた。

「気絶、したみたいですね」

「もしかすると、これは……おれのせいか？」

「ええ、まあ……」

「くそ、面めん倒どうなやつだなっ！」

　こんな所に放置していたら風か邪ぜをひくか、烏からすにつつかれてしまう。

　緋央は仕方なく、颯人の腕うでを肩に担かついで立ち上がった。
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　蒼人に呼ばれて、緋央は集落の中心にある族長の居所に向かった。

　横長の立派な建物で、階段の両側には武装した見張りの男が睨にらみをきかせている。

　魁は遠えん慮りよして部屋に残り、高月も常磐と話があるというので、緋央一人だ。

　斎王代の『ヒヨコ』として会うのだから、粗そ相そうはできない。

　背筋を正し、顎あごを少し引いて、両手をそろえながら階段を上がる。

「失礼します」

　縁えん側がわに膝ひざをつき、一度頭を下げてから中に入る。

　戸を閉めて膝の向きを変えると、蒼人と颯人が待っていた。

　緋央と目が合うと、動どう揺ようして視線を外す。

「さ、先ほどは……大変、失礼した」

「いえ、お気になさらず」

　ニコッと微笑ほほえんでみせると、颯人は沸ふつ騰とうしたように赤くなる。

「先ほど、いったい、どんな大変な失礼をしでかしたんだ？」

「いや、何でも……兄上のお耳に入れるようなことでは」

　颯人がうろたえて答えると、蒼人は「ふーん」と面白がるように緋央と颯人を眺めた。

　その視線が、緋央の腰こしに帯びている草くさ刈かり鎌がまに向かう。

「お前が、颯人の嫁よめだって？」

「違ちがいます！」

「そうだ、兄上！　ヒヨコさんは……まだ……許婚いいなずけだ」

　颯人が恥はずかしそうに咳せき払ばらいをして答えたので、緋央は冷眼視して、「違います」ときっぱりと答える。

　それから、改めて蒼人の方を向いた。

「あの……凪国の王子ともあろう方が、なぜ島の族長に」

「そうだ。なぜ、国に戻もどらなかったのか、俺も兄上にうかがいたい。国の者たちが、どれほど心待ちにしているか」

　颯人も居住まいを正してきく。その顔には、静かな怒いかりが浮かんでいた。

　どうやら、颯人もまだ詳くわしい事情を聞かされていないようだった。

「この島の魚がうまくて、帰りたくなくなった」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない答えを返す蒼人に、颯人が「兄上！」と詰つめ寄る。

「父上が病に臥ふせっている。このままでは、叔お父じ上うえが王位を継つぐことになるんだぞ！」

「何で？　お前がいるじゃないか」

　蒼人はどこか面倒そうな口調で答えた。

　気だるげで、やる気に乏とぼしい人だ。そういう面でも、颯人とは対照的だ。

　颯人が苛いら立だちを募つのらせるのを、緋央は感じた。

「俺は兄上の補ほ佐さをするのが役目だ。父上もそう望んでおられる！」

「私は島の族長になったから無理。こう見えて、結構、島の連中にも慕したわれているんだ」

「兄上は、凪国の王となるより、こんな辺へん鄙ぴな島の族長となることが大事だと言うのか!?」

　颯人が声を大きくすると、蒼人は耳に小指を突つっ込みながら、うるさそうに顔をしかめた。

「未開な島の暮らしの方が、性しように合ってるんだ。一生ここで、ダラダラしながら安あん逸いつに暮らすつもりだから、父上にもそう言っといてくれ。葬そう式しきの時には、気が向いたら帰ってやるからさ」

　適当さを感じさせる物言いに、颯人は怒りを堪こらえる。

「海神の祟たたりのせいで、国の民たみに不安が広がっている。これが続けば、凪国の交易にも支障が出るだろう。今こそ、兄上の力が必要だ。頼たのむ、戻ってきてくれ！」

　額が床ゆかにつくほど深く頭を下げる颯人を見て、蒼人は軽くため息を吐ついた。

「そう、言われてもなあ……もう、この島に骨を埋うずめるって決めたし。今さら、出戻るってのも恰かつ好こう悪いじゃないか」

「何が恰好悪いものか。兄上は俺の目標で、憧あこがれで、凪国の希望の星だ。兄上が王とならずして、いったい誰だれが王となるというのか。俺は叔父上が王だなどと認めない。何が何でも、凪国の行く末のために、兄上には出戻っていただく！」

　拳こぶしを握にぎり締しめながら力説する弟に、蒼人は苦く笑しようした。

「お前……しばらく見ないうちに、暑っ苦しいやつになったな」

「兄上を大和の王にする。それが俺の野望だ！」

　揺ゆるぎない声でそう言った颯人の顔を、緋央は思わず見た。

（大和の……王……）

　蒼人の笑い声が、緊きん張ちようした空気を払はらう。

「買いかぶりすぎだって。私にはこの島の族長くらいがちょうどいいんだ」

　笑い収めてそう言うと、蒼人は少し目を細めた。

「どうしても、戻るつもりはないのか？」

「ない。まったく、これっぽっちもない。跡あと継つぎの役目から逃のがれられてせいせいしているのに、今さら戻って面倒事に巻き込まれるなんて、まっぴらだ。言っておくけど、戻ってもどうせゴロゴロしているだけで働かないぞ」

「そうか……ならば、やむを得んな」

　颯人が片かた膝ひざを立てて、腰の剣けんに手をやる。

　緋央ははっとして立ち上がり、颯人の腕を押さえる。

「落ち着いてください、颯人様！」

「はなしてくれ、ヒヨコさん。これは凪国の……兄上と俺の問題だ！」

「この場で、事を荒あら立だてるおつもりですか!?」

　外に見張りの気配がある。おそらく、颯人が剣を引き抜ぬくと同時に飛び込んでくるだろう。そのことには、颯人も気付いているはずだ。

「……それに、兄弟がせっかく再会できたのでしょう」

　緋央が声を抑おさえながら言うと、颯人は悠ゆう然ぜんと座っている兄に目をやり、剣から手をはなした。

「へえ……なかなか、賢けん明めいな娘むすめじゃないか。さすが、斎王代」

　茶ちや化かすように言った蒼人に、緋央は棘とげのある視線を向ける。

「こんな辺鄙な島に閉じこもっていたわりに、よくご存じなようで。颯人様からお聞きに？」

「斎宮の連中がこそこそ嗅かぎまわっているからな。もっとも、嗅ぎ回っているのは、斎宮だけじゃないようだけど」

　緋央はドキッとする。それは魁のことを言っているのだろうか？

「嗅ぎ回っているとは心外です。斎宮は大和の安あん寧ねいのために、常に各国の動向に気を配っているだけのこと。斎王様は、凪国が海神の祟りに悩なやまされていることを知り、大変、心を痛めておいでなのです。私がこうして凪国に参りましたのも、斎王様のご意向により祟りを鎮しずめる手助けをするため」

「手助け……ね。アメノウズメみたいに、裸はだか踊おどりでも披ひ露ろうしてくれるのか？」

「兄上、何ということを！」

　颯人が赤面して、思わず上ずった声を上げる。

「それで、祟りが鎮まるのであれば」

　蒼人と見合ったまま、緋央はそう答えた。

「じゃあ、試ためしにこの場でやって見せてくれよ。斎宮の誠意ってやつを見せてもらわないと、こっちとしても信用するわけにはいかないな」

　口を開きかけた颯人を、蒼人が片手を広げて黙だまらせる。

（こいつ、まさか、おれのこと分かってるんじゃないだろうな）

　密ひそかに握り締めた手が汗あせばむ。

　緋央は意を決して立ち上がった。

「ヒヨコさん、何をするつもりだ!?」

　動転する颯人を無視して、緋央はにっこりと微笑んで見せた。

「それで、信用していただけるのなら、おやすい御ご用ようです」

　懐ふところに入れていた扇せん子すを取り出した。

「颯人、お前は太たい鼓この方をよろしく」

「兄上！」

　颯人が止めるのもきかず、蒼人は手を叩たたいて側そば女めを呼び、太鼓と鈴すずを運ばせる。

　成り行き任せだとばかりに、颯人は太鼓の前に正座し、バチを手に取った。

　緋央は片手に神楽かぐら鈴を、反対の手には扇子を持って座る。

　神楽鈴を一つ鳴らし、音に呼吸を合わせてもう一つ。

　開いた扇子を水平に持ちながら、ゆっくりと立ち上がる。

　太鼓の力強い、腹に響ひびくような音が加わった。

　袖そでをひるがえして舞まうたびに、鈴が拍ひよう子しに合わせて鳴る。

　途と中ちゆうまでは、舞い方を覚えていた。

　だが、軽けい妙みような太鼓の調子につられ、次し第だいに高こう揚よう感かんに包まれる。

　それに合わせて、緋央の鼓こ動どうも、動きも速くなった。

　思わず見とれるほどの艶えん美びな笑えみを浮うかべていることに、緋央自身は気付かなかった。

　熱に浮かされたように、袴はかまの紐ひもに手をかけようとした時、その腕うでがとられる。

「ヒヨコさん、もう……十分だ」

　太鼓の演奏を中断した颯人が、側に立っていた。

　真っ赤になった顔をよそに向け、緋央の腕だけをつかんでいる。

　はっと我に返って自分の恰かつ好こうを見た緋央は、ぎょっとした。

（おれは何やってんだーっ!!）

　小こ袖そでの襟えり元もとははだけかけており、鎖さ骨こつの窪くぼみに汗が垂れている。

　紐が緩ゆるんだおかげで、袴もずり落ちそうになっていた。

　慌あわてて襟を合わせて、袴を引っぱり上げる。

　調子に乗って全部脱ぬいでなかったのが、幸いだ。

　舞まっている間、半分意識がどこかに飛んでいた。

「兄上、ヒヨコさんの覚かく悟ごは見ての通りだ！」

「うん、まあ、なかなか目の保養になった。それに、海神の祟りのことは、我々にとっても死活問題だからな。斎宮が何を企たくらんでいるかはともかく、手を貸すというものを拒こばむ理由はない」

　乱れた衣ころもを整えた緋央は、改めて蒼人と向き合って座った。

「それは……疑いは晴れたと思っても、よろしいのでしょうか？」

「お前の度胸を買ったんだよ」

　蒼人がそう答えて立ち上がろうとした時、外がにわかに騒そう々ぞうしくなる。

　戸が開き、雨混じりの風が吹ふき込んで床ゆか板いたを濡ぬらす。

　ずぶ濡れの恰好で駆かけ込んできたのは、島の男たちだった。その後から、常磐も姿を現す。

「族長、島が……島が……沈しずみかけてるんだ！」

　さすがに蒼人も顔色をなくして、男たちとともに外へと飛び出していった。







　　　五







　島が沈む……。

　外に出ると、豪ごう雨うの中、島の人々が怒ど号ごうを上げて走り回っていた。

　ずぶ濡れになりながら高月と魁の姿をさがしていると、「緋央！」と呼ぶ声が微かすかに聞こえた。魁が雨に濡れながら駆け寄ってくる。

「魁、島が……」

「聞きました。高月……という方が、部屋に戻もどっているようにと」

「高月のおっさんは、どこに行ったんだ？」

「常磐様とともに、船の様子を見に」

「魁、この嵐あらしも、島が沈もうとしているのも、海神の祟たたりのせいだと思うか？」

「もし、そうなら……どうするつもりです？」

　魁は緋央を見つめて、ききかえした。滴しずくが額から頰ほおにかけて、なぞるように流れていく。

「お前、海神の祟りに鏡が関係してること調べてたよな。鏡があれば、祟りを鎮められる。そうだろう？」

「鏡に、祟りを鎮める力があるかどうかまでは……」

「他ほかに方法がないなら、それに賭かけてみるしかないだろ」

　駆け出そうとした緋央の腕を、魁がつかむ。

「どうして、そこまでするんです。しょせん、俺たちはこの島の人々にとっては、よそ者でしかない」

　冷静な声だった。緋央は足を止め、振ふり返る。

「海神の祟りを鎮めるように、おれは叔お母ば上うえから役目を任された。それなのに、何の役にも立たなかったら、何のために、ここまで来たのか分からないだろ」

　何を当たり前のことをと、緋央は眉まゆ根ねを寄せる。

「今、海に出ることが、どれだけ危険か……分からないわけではないでしょう。あの人の言う通り、部屋にいるべきだ。いずれ、避ひ難なんの準備も整う」

「なら、お前は……島が沈むのを黙って見てろって言うのかよ？」

「人知を超こえた神の力に挑いどむことほど、愚おろかなことはない！」

　魁が思いがけず強い口調で言ったので、緋央は内心たじろいだ。

「人の力には限界がある……己おのれの力でできることと、できないことを見み極きわめるべきだ」

「じゃあ、何のために……おれは、この剣けんを託たくされたんだよ？」

　緋央は腰こしに帯びていた草くさ刈かり鎌がまを取り出して、突つき出して見せる。

　草刈り鎌は、未いまだに使いこなせず、本来の力を発揮することもできない。

　それでも、託されたのはこの自分なのだ。神に選ばれたのだとは言わない。

　手にする決意をしたからには、剣の守護マモリ人ビトとしての使命を果たすべく、全力を尽つくすべきだ。

「斎王に……いいように、利用されているとは、思わないのか？」

「おれは、叔母上に言われたからじゃない。神しん託たくで選ばれたからでもない。自分の意志で、斎王代になった。大和はおれの国だ。だから、おれの手で守る！」

（小さな島も守れないで、何が大和の王を目指すだ……草くさ薙なぎの剣つるぎが泣くぜ）

「あなたは……命が惜おしくないのか」

「お前との約束は……命を惜しんで成し遂とげられるほど、簡単なことだとは思ってない」

　緋央の言葉に、魁がゆっくり瞳を上げる。







　海岸に出ると、思った以上に海が荒あれていた。

　雨と一いつ緒しよに、巻き上げられた海水が吹き付けてくる。

　岩をよじ上り、風に耐たえて立つ松の幹に手をつきながら立ち上がる。

　よじ上ってきた魁に手を貸して、引っぱり上げた。

「男島と女島で、毎年、夜よ神楽かぐらが催もよおされるんです」

　魁が息を切らしながら言った。緋央が「夜神楽？」と、聞き返す。

「イザナギの神とイザナミの神が、剣を青海に突き立てて島を産んだ」

「その話なら、皺しわラッキョウから聞いたな……だけど、それが関係あるのか？」

「男島がイザナギの神を、女島がイザナミの神を表しているのだと思います。だとすれば、神が産んだ島があるはずだ」

「その島に、鏡があるのか？」

「俺の推測が正しければ。ただ、島の所在が分からない」

「この辺りには島はたくさんあるんだろ？　そのうちの一つってことじゃないのか？」

「海のことを知り尽くしている島の人々ですら、見付けられなかった幻まぼろしの島ですよ」

「幻って、それじゃあ、本当にあるかどうか分からないような島、ってことか？」

「そもそも、八咫やたの鏡かがみがあるというのも、言い伝えに過ぎない。無む駄だ骨ぼねになるかもしれない」

　それでもいいのかと問うように、魁が緋央を見る。

　海神の怒いかりを表すように激しく波打つ大おお海うな原ばらを目の前に、緋央もさすがに恐おそれを抱いだいた。

　神の力に挑むほど、愚かなことはないと言った魁の言葉は正しいのだろう。

「……舟ふね、さがしてくる。お前はここで待ってろ」

　魁を残して岩を下りようとした緋央は、松林の中に数人の気配を感じて密ひそかに身がまえた。

　魁も気付いたのか、無言のまま緋央に視線を送る。

「その必要はねえぜ。舟なら俺たちが乗せていってやるよ」

　松林の中から姿を見せた島の男が、ニヤリと笑った。

　錆さび付いて刃はこぼれした剣を、手にしている。

　親切心で声をかけてきたのではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「いったい……どういうつもりですか？」

　こんな時にと、緋央は焦あせりと苛いら立だちを覚えた。

　無用な争いをしている場合ではないが、島の男たちの目には敵意が宿っている。

　黙だまって通す気はないのだろう。

「おめえら、よそ者のせいだ……族長様の知り合いだか何だか知らねえが許さねえ！」

「そうだ、おめえらよそ者が宝を盗ぬすみに来たから、海神様が怒おこって祟りをなさったんだ！」

「それは誤解……っ！」

　どこから狙ねらっていたのか、飛んできた矢が緋央の肩かたに突き刺ささる。

「緋央！」

　魁が声を上げて、緋央の前に飛び出す。

　肩を押さえて膝ひざをつこうとした緋央は、反射的に魁を突き飛ばした。

　立て続けに飛んできた矢が、弧こを描えがいて海に落ちる。

　そのうちの一本が、尻しり餅もちをついた魁のすぐ側に突き刺さった。

「馬ば鹿か、お前は下がってろ！」

　緋央は女の声を作ることも忘れて怒ど鳴なった。

「そっちこそ！」

　立ち上がろうとする魁を、緋央の手が引っぱって押さえる。

「下がってろって、言ってるだろ……」

　痛みを堪こらえるように歯を食いしばり、肩に突き刺さった矢を引き抜ぬく。

　雨で体にはりついた衣ころもが、ゆっくりと赤く染まった。

「おめえらを殺すつもりはねえ。大人しくしとけば、乱暴はしねえさ」

　男たちは側に寄ってくると、緋央の胸むなぐらをつかんだ。

　反はん撃げきしようとした手が寸前で止まる。腹部に一いち撃げきを食くらって、緋央の体勢が崩くずれた。

「その人にっ！」

　足を踏ふみ出そうとした魁は、緋央の喉のど元もとに剣が当てられるのを見て動きを止める。

「動くんじゃねえって言ってるだろ。その手の物を捨てろっ！」

　魁は袖そでから引き抜いた短刀をゆっくりと手放す。それが足あし下もとに転がり落ちた。
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　船着き場を見下ろすと、小船が波に流されていくのが見えた。

「颯人、凪国の船を持って来ているんだな？」

　物見櫓やぐらの上から海を凝ぎよう視しして、蒼人がきいた。

「ああ、常磐が出航の用意を調ととのえているはずだ」

「島の者たちを避難させる。全員、急げ」

　蒼人がそう言うと、指示を待っていた島の人々に動どう揺ようが走った。

「族長、待ってくれ。それじゃあ、島を捨てるってことか!?」

　男が颯人を押し退のけて進み出る。口々に「そんなこと、できるわけねえ！」と声を荒あらげる。

「捨てる」

　蒼人は迷いなく言い、どよめく人々に従うよう命じると、物見櫓を下りていく。

　颯人が「兄上！」と、後を追って梯はし子ごを下りた。







「蒼人様！」

　常磐が高月とともに駆かけ寄ってくる。島の老人たちが数名、一緒だった。

　蒼人がどうしたと問う前に、杖つえをついた老人が口を開く。

「若わけえ者が海に出たんだ。海神の祟たたり、鎮しずめるちゅうってな」

「ヒヨコ様と神官の上守も連れていかれたようです」

　深刻な顔で常磐が報告すると、颯人が「ヒヨコさんが!?」と動揺を見せた。

「すまん、俺が見張っていなかったばかりに……あいつは無む茶ちやすると分かっていたのに」

　自責の念にかられたように、高月が目を伏ふせる。

「兄上、俺が連れ戻もどしてくる」

　颯人が言うと、高月が「いや、俺が行く」と、名乗りを上げた。

「あいつの保護者は俺だからな」

「いいや、俺はヒヨコさんと将来を誓ちかい合った仲だ。俺が行くのが当然だ！」

　高月に張り合うように、颯人が断固とした口調で言った。

「あいつは、斎王代だぜ。嫁よめなんかにいかせねえ」

「先日引いた恋こいみくじも、積極的に進めて吉きちと出ていたのだ。ヒヨコさんだけは譲ゆずれん！」

「どうせ、何枚も引いたんだろ。このおみくじ野や郎ろう」

　睨にらみ合う颯人と高月の間で、常磐がオタオタする。

「あの、お二人とも……落ち着いてください。今はそれどころでは」

「お爺じじ、船は出せるか？」

　蒼人がきくと、老人たちは「当たり前じゃ！」と胸をそらした。

「わしらはまだまだ、現げん役えきよ。若い者には負けやせんわい。のお、みんな！」

「この辺りの海を誰だれよりもよく知っとる。族長さん、わしらはあんたに島を任せたんじゃ。あんたの思うように、わしらを使ってくれたらいい」

「すまない」

　深く頭を下げた蒼人に、颯人は出かけた言葉をのみ込んだ。
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「魁……いるよな？」

　緋央は不ふ安あんに駆られて、呼びかけた。

　布で目め隠かくしされ、両手を前で縛しばられた状態では、その存在を確かめることができない。

　微かすかな声だが、「ええ……」と返事があったことに、ほっと胸をなで下ろした。

　とはいえ、二人を乗せた舟がどこに向かっているのかも分からない。

　荒あれ狂くるう海のただ中にいることだけは、確かだった。

「余計な口をきいてんじゃねえ！」

　怒鳴る男の声も、不安と恐きよ怖うふのためか、微かに上ずっている。

　喉のどに押し付けられた短刀の冷たい感かん触しよくに、肌はだが震ふるえた。

「こんなことをして……本当に、海神の祟りが鎮まると思っているのか!?」

「可愛かわいい顔して、随ずい分ぶんと汚きたない口をききやがる。さては、猫ねこかぶってやがったのか」

　男が嘲ちよう笑しようする。否定はしなかった。今さら、取り繕つくろったところで仕方がない。

「巫み女こさんってのは、もう少しお淑しとやかで、行ぎよう儀ぎがいいもんじゃねえか？」

「生き娘むすめなら何でもいいさ」

　男たちはそう言い合い、「そら、立て！」と緋央の腕うでをつかんで引っぱり上げた。

　舟ふねを漕こぐ男たちの手が止まったようだった。

「あんたに恨うらみはねえが、これも島のためだ。悪く思わねえでくれ」

「祟りを鎮めるための人ひと身み御ご供くうにするなら……お……私だけで、いいだろ！」

「そいつは島の宝を盗もうとしたよそ者だ。海神様が許さねえ」

　舟が軋きしんで、魁が「あっ……」と微かな声をもらす。

　肩を押さえた男の手を振ふり払はらおうと、緋央は身をよじった。

「魁！」

「その人は……アマテラス大おお御み神かみの御み杖つえ代しろである斎王の代理、いずれはその地位を引き継つぐ神の選ばれた巫女です。もし、それを海に沈しずめるようなことがあれば、海神の祟りではなく、アマテラス大御神の怒いかりを買うことになりますよ」

　魁の毅き然ぜんとした声に、男たちが動揺する。「おい、どうする……」と、小声で話し合うのが聞こえた。

「鏡を奪うばいに来たのは俺です。祟りを鎮めたいなら、俺を海に放ほうり込むんですね」

「何言ってんだ、馬鹿！　お前は……」

　緋央は青くなって、叫さけんだ。

「海に沈めるのは一人で十分だ……そいつだけ、放り込め。神官なら代わりになる」

「魁を海に放り込んでみろ。絶対に許さないからな！」

　暴れると、後ろから羽は交がい締じめにされた。

「かまうな。放り込め！」

「魁っ！」

　緋央が叫んで、羽交い締めした男に肘ひじ鉄てつをくらわせる。男が呻うめいて腕をほどいた。

　縛られた手で目隠しの布を下げると、目に映ったのは魁が突つき飛ばされる姿だった。

　緋央は背後にいた男に足あし払ばらいをする。

　男が倒たおれた拍ひよう子しに大きく舟が傾かたむいた。

　転てん覆ぷくしそうになる舟を押さえながら、他ほかの男たちがうろたえる。

　その間に、緋央は倒れた男が腰こしに下げていた短刀を口で引き抜いていた。

　手を縛る縄なわの間に短刀を差し入れながら、舟の縁へりに足をかける。

　縄が切れると同時に、海に飛び込んでいた。







　もう、二度と、大切なものを失わない。

　そう、誓った。

　だから、今度こそ……。







　押し流されていく魁の姿を見付け、足で水を蹴ける。

　届かない。もう一度水を蹴り、手を伸のばした。

　つかめた袖そでを意地でもはなすまいと、グイッと引き寄せる。

　魁の体を抱かかえながら、必死に水をかき分けた。

　海面に顔が出ると、魁が水を吐はき出してむせかえる。

「この……馬ば鹿かっ！」

　思わず怒ど鳴なっていた。魁が気だるそうに目を開いて、唇くちびるをわずかに動かす。「すみません」と、言おうとしたようだが、声にはならなかった。

　男たちを乗せた舟は、海のど真ん中に二人を残したまま、遠ざかっていこうとしている。

「あいつら……」

　呼んでも、戻ってくるはずはない。

「緋央……」

　魁が緋央の肩かたにつかまりながら、苦しそうな掠かすれ声で呼んだ。

「高月たちがきっと、おれたちのことに気付いてさがしに来てくれる。心配すんなよ」

　緋央は励はげまそうとして、明るい声で言った。だが、海水は思いのほか冷たく、体が震える。

「そうじゃなくて、あれ……」

「あれ？　あれって何だよ」

　緋央は魁が指差す方を見る。

　何か黒い影かげのようなものが海面をすべるように近付いてくる。

「岩がん礁しよう……か？」

「岩礁が泳いで近付いてくるはずないでしょう」

　徐じよ々じよに海面がせり上がり、宙に巨きよ大だいな何かが飛び出してきた。

　それは緋央と魁の頭上を飛び越こして、海面を叩たたきながら水中に沈む。

　波をかぶった緋央と魁は、呆あつ気けにとられる。

「おい……魁……今のって……クジラ、だよな？」

「クジラの背びれとは違いますよ。サメです」

「サメがあんなにでかいわけないだろ！」

　あり得ない巨大さだった。人間の五、六倍の体長はあっただろう。

　巨大なサメの背びれは、男たちを乗せた舟に標的を変えたのか、一直線に向かっていく。

　体当たりされた舟は簡単に吹ふっ飛び、男たちが海に放り出された。

「もしかして、海神の祟たたりの原因って……あの、サメなのか？」

　あの巨きよ体たいに体当たりされれば、舟はおろか大型の船ですらひとたまりもないだろう。

「鏡を手に入れようとして近付く船を、片かたっ端ぱしから襲おそっているんでしょうね」

「おい……戻もどってくるぞ」

「そう、みたいですね」

「逃にげるぞ！」

「どこにです？」

「食われないところだ！」

　無む茶ちやを言っていると自分でも自覚しながら、必死に水をかき分ける。

「緋央、俺のことはいいから、一人で……」

「口閉じて、おれにつかまってろ！」

　緋央は怒鳴るように言うと、腰に帯びていた草くさ刈かり鎌がまを取り出す。

　懐ふところから取り出した襷たすきを柄つかに巻き付け、歯と片手でぎゅっと縛り付けた。

　海面に突き出していた岩場に向かって投げる。

　刃やいばが、岩場の先せん端たんにうまく引っかかった。

　サメが大口を開けて迫せまってきたところで、襷を力ちから一いつ杯ぱいたぐり寄せる。

　間かん一いつ髪ぱつ、這はい上がり、荒あらい息を吐きながらへたりこんだ。

　二人分の足場が辛かろうじて確保できるほどの狭せまい岩場で、今にも海中に沈みそうになっている。

「……さーん……ヒヨコさーん!!」

　微かすかな呼び声に振り向くと、明かりを灯ともした船の一団が見えた。

　大型船は凪国のものだ。そのまわりを、大漁旗を掲かかげた漁船が取りかこんでいる。

「颯人！」

　出会って以来、これほど颯人のことが頼たのもしく見えたことはない。

　だが、海面から突き出したサメの背は、颯人たちを乗せた大型船や、そのまわりで船団を組む漁船たちの方へまっしぐらに向かっていた。

　立ち上がった緋央は、「こっちに来るな！」と大きく手を振った。

　先頭の大型船に乗っていた颯人が、大きく手を振り返す。

「違ちがう……逃げろって言ってるだろ。サメだ……サメーっ！」

　緋央は声を張り上げて、サメの方を指差した。

　嵐あらしのせいで声はほとんど届かなかっただろうが、漁船を操そう舵だしていた老人の一人が気付いて腰を抜ぬかしながら悲鳴を上げた。

「でたあああ、大ザメじゃああーっ！」

　大口を開きながら跳はね上がったサメに向かって、老人たちが次々に銛もりを投げる。

　銛を尾おひれで弾はじき飛ばしたサメが、ダバンッと海にもぐる。

　波をかぶった漁船が、あっという間にひっくり返されて、老人たちが海に落ちる。

　蒼人が救助の指示をすると、衛え士じたちが長い縄を投げ、それを伝い下りて老人たちを引き上げる。

　サメは大きく迂う回かいしてから、大型船に引き返そうとしていた。

　体当たりされれば、凪国の船がいくら頑がん丈じようだと言っても船体がもたない。

「お前の相手はこっちだ！」

　緋央は草刈り鎌を、サメに向かって突き付ける。

「どうするつもりです。あれは、ただのサメじゃない。海神の眷けん属ぞくですよ！」

　もし、手を出せば、海神の怒いかりを余計にかうことになるかもしれないということだ。

　老人たちに銛を投げ付けられて怒り狂くるったのか、サメは何度も尾ひれで海面を叩いた。

　緋央は迷って、歯を嚙かみしめる。

　空と海とが黒々と渦うず巻まき、暴風のせいで立っていることもままならない。

　一度、海中に沈しずんだサメが、いきなり飛び上がって緋央に襲いかかる。

　反射的に草刈り鎌を振ふるったが、硬かたい肌はだを刃がかすめただけだった。

　宙で巨体をひるがえしたサメの、鋭するどい牙きばが眼前に迫った。

　しまったと思った時には、サメと一いつ緒しよに海に叩き付けられていた。

「緋央！」

　波に赤い血が混ざり、魁の足あし下もとに打ち寄せる。

「……緋央っ！」

　声を張り上げると、海面から緋央が顔を出す。

　岩礁につかまりながら、片手を伸ばし、緋央を引っぱり上げる。

　その腕うでから流れる血を見て、魁は身を屈かがめ、自分の袴はかまの裾すそを引き裂さいた。

　腕をきつく縛しばられて、緋央が痛みに顔をしかめる。

「なあ……魁……祟りは、人ひと身み御ご供くうを差し出せば鎮しずまるかもしれないんだよな？」

　荒い息を吐き、水すい滴てきを滴したたらせながら緋央がきいた。

「何を……考えているんです？」

　魁が顔を上げずにきき返す。

「おれが……」

「馬鹿なこと、言わないでください！」

　きつい口調で怒おこられて、緋央の頰ほおがピクッと強こわばる。

「あなたが……犠ぎ牲せいになったところで、祟りが収まるのも一いつ時ときだ。また、すぐに同じことが起こる。命を無む駄だに捨てるようなものだ」

「だけど、このままじゃ……」

　緋央は手にしている草刈り鎌を見た。

　剣つるぎの形になってくれたら、まだ勝算はある。

　だが、柄にいくら力を込めてみても、何の変化も見せない。

（肝かん心じんな時に、おれは……役に立たない）

　ギリッと歯を嚙みしめる。

　悔くやしさのにじんだ緋央の顔を見つめていた魁は、一度、海の方に目をやってから顔を戻した。

「普ふ通つうの剣や銛ではまったく歯が立たないのだと思います」

「この剣は、普通の剣じゃない。草くさ薙なぎの剣つるぎだ！」

　スサノオ神の力を宿した三種の神器の一つだ。

　それで太た刀ち打うちできないとなれば、なす術すべはない。

　草刈り鎌を握にぎる緋央の手に、魁が自分の手を重ね、力を込める。

「緋央、あれを鎮めるには……あなたが、剣に神を降ろすしかない」

「か、簡単に言うな。そんなことできていたら……」

　以前、草薙剣が力を発揮した時には、スサノオ神の力が降りてきていたという。

　だが、あの時は友となった音葉を助けたい一心だった。やり方など心得ていない。

「緋央なら、必ずできる。前にも成功したんだ」

　魁の手が緋央の腕をとり、声に力を込めた。

　再び近付いてくるサメの背びれに目をやる。

　今ここで食い止めなければ、祟りはまた繰くり返される。

　ただの剣が効かないのなら、鎮められるのは草薙剣を持つ自分だけだ。

　緋央は目を伏ふせた。

　覚かく悟ごが決まると、目を開いて立ち上がった。

「やるぞ」

　頷うなずいた魁が、懐から横笛を取り出す。

　緋央は「それ……」と少し、驚おどろきを見せた。

　神官の家に生まれた魁は、父親から笛を熱心に習っていた。

　その時から持っている笛だと、見てすぐに分かった。

　魁が横笛を唇くちびるに押し当てたので、緋央も表情を引き締しめた。

　一ひと際きわ高らかな音が、吹き荒あれる風に乗って海の彼方かなたまで運ばれていく。







「急げ、船を向かわせろ！」

　颯人が怒ど鳴なるような声で指示を飛ばす。

　帆ほの向きを変えようと、衛士や救助された島の老人たちが総出で縄なわを引く。

　だが、帆は風をはらんで今にも吹ふき飛びそうになっており、思うままにならない。

　海上に響ひびき渡わたる笛の音に促うながされ、颯人が海の方に目をやった。

「これは……」

　船の縁へりにつかまっていた高月の耳にも、笛の音は届いていた。

「まさか、あいつら！」

「そうか……あれが、次期斎王の審さ神に者わか」
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　呟つぶやきが聞こえて、高月ははっとした。

　側に立った蒼人の瞳ひとみは、緋央たちのいる岩場の方に真っ直すぐに向けられている。

　斎王が神の依より代しろであるなら、審神者はその神しん託たくを伝える者だ。

　常にその二人は一対ついのものとして、側にあるのが慣例だった。

　高月は険しい表情で蒼人の横顔を見つめる。

　この男は、どこまで知っているのか……。




　神よ、降りてこい……。

　荒あらぶる海の神よ。

　この剣にっ！




　飛び上がって、二人を喰らおうと大口を開いたサメに、魁がはっとして笛をはなす。

「緋央！」

　魁の呼ぶ声に、ドクンと心臓が脈打つ。

　目を見開いた緋央は、サメの眉み間けんに草くさ刈かり鎌がまの先せん端たんを突つき刺さす。

　宙でのたうつ大ザメに振り払はらわれないよう、必死で柄にしがみついた。

　海に飛び込もうとするサメの額を一度蹴けって、体の向きを変え、歯を食いしばった。

　手のひらが焼けるように熱い……。

　全身の力を剣に込める。

　額に突き刺さった草刈り鎌はいつしか、剣の形へと姿を変え、白銀の光を逬ほとばしらせながら、サメの巨きよ体たいを縦に真っ二つに引き裂いた。

　最後のあがきのように尾ひれを激しくふり、緋央の体を弾き飛ばす。

　大ザメは大量の水滴へと姿を変えて、緋央とともに海に落ちていく。

　魁の呼ぶ声が微かすかに耳に聞こえた。

　海にはまると、体が重く沈んでいく。

（やったんだ……よな？　魁……）

　力が抜ぬけて、体が動かない。

　気だるくなってきて、瞼まぶたを下げた。







　無音の闇やみの中で漂ただよっていると、ぼんやりと人ひと影かげが浮うかび上がった。

　老人だった。妙みようなことに、ホタテ貝をしょっている。

（な、何だ……あの爺じいさん……）

　海にはまった島の老人だろうか？　だとすれば、助けにいかなければならない。

　老人が細い杖つえで、暗くら闇やみの先を指し示す。

『……を、持っていくがいい……』

　何をと、問おうとした時には、老人の姿はどこにも見当たらなかった。

『新たなる大和のために、三種の………………を…………』







　不意に、息苦しさを覚えた。

　ぱっと目を開くと、海の底に沈しずもうとしていた。

　海面の方を見れば、魁がもがきながら、必死に手を伸のばそうとしていた。

　自分が海に落ちた後を追って、飛び込んだのだろう。

（泳げないのに、何やってんだ……）

　緋央は目め頭がしらが熱くなった。

　こんなところで、沈んでいる場合じゃない。

　水を蹴り、手を力ちから一いつ杯ぱい伸ばして魁の手をしっかりとつかんだ。




　──おれたちには、やることがあるんだ。
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「ヒヨコさーん！」

　颯人の呼び声が海上に木霊こだまする。

　姿の見えなくなった緋央をさがすため、颯人は高月とともに手て漕こぎの舟ふねに乗り換かえた。

　だが、何度呼びかけても、荒れ狂くるう海にその姿はない。

「ヒヨコさん、返事をしてくれーっ！」

　張り上げた声が掠かすれる。

　櫂かいを漕ぐ手を止めた高月が、険しい表情で「緋央……」と名を呟いた。

　颯人がガクッと膝ひざをついた。その肩かたが微かに震ふるえる。

「こんなことなら……こんなことなら……」

　うなだれたまま、拳こぶしを握にぎり締める。

「ヒヨコさんが宮きゆう殿でんを訪おとずれた時に、早いところ祝しゆう言げんを挙げておくべきだった！」

「何言ってやがる、こんな時に！」

　高月が思わず呆あきれ顔がおになる。

「斎王代をやめて俺の嫁よめになっていたら、こんなことに巻き込むこともなかったはずだ。ヒヨコさんは、凪国のために……」

「あいつは……自分の役目を、途と中ちゆうで投げ出すようなやつじゃねえ」

　海に目をやりながら言い、高月は再び櫂を漕ぎ出した。

　颯人は涙なみだをぐっと堪こらえてから、「ヒヨコさーん！」と、海に向かって呼びかけた。







「緋央……」

　肩を揺ゆすられて、緋央は薄うすく目を開いた。

　魁の顔がのぞき込んでいる。

「魁……」

　額を押さえながら身を起こした。辺りを見回して、「ここは？」とたずねる。

　ゴツゴツとした岩いわ肌はだの島だった。そう、大きくはない。

「神産みの島、だと思います」

「それって、お前が言ってた幻まぼろしの島ってやつか？」

　緋央は驚おどろいてきいた。

「海の中に沈んでいたから、見つからなかったんだ」

　魁は身を屈かがめて、貝を拾い上げた。

　岩肌をよく見れば、海かい藻そうや貝がはりつき、所々で魚やエビが飛び跳はねていた。

「何で、それが……」

「緋央、草くさ薙なぎの剣つるぎが」

　魁に言われて、剣けんに目をやれば、草刈り鎌に戻もどっており、その刃やいばがうっすらと発光している。

　それに感応したように、岩肌の一部がぼんやりと鈍にぶい光を浮かべた。

　だが、すぐに消えてしまい、草刈り鎌の光も薄れていく。

　魁がよろめきながら立ち上がったので、緋央も「待てよ！」と、慌あわてて腰こしを浮かせた。

　ゴツゴツとした足場を確かめるように移動して、身を屈める。

「おい、魁」

　緋央も立ち上がって、魁の傍かたわらにしゃがみ込んだ。

　魁は手を伸ばし、海藻やはりついている貝かい殻がらを手でそぎ落としはじめた。

「また、手を怪け我がするぞ！」

　止めようと魁の腕うでをつかむ。

「鏡です」

　魁の言葉に、緋央は目をみはる。

　海藻や貝殻の下に、青銅色のものが覗のぞいていた。

「本当に……八咫やたの鏡かがみ、なのか？」

「草薙剣が反応したということは、多分……」

　緋央が草刈り鎌を岩の隙すき間まに食い込ませると、魁がうろたえてその腕をつかんだ。

「緋央、乱暴にすると！」

「三種の神器だろ。本物なら、そんなに簡単に壊こわれたりする……かっ！」

　グイッと力を込めると、剝はがれる手て応ごたえがした。

　緋央は尻しり餅もちをついてから、転がった円えん盤ばん形のものを拾い上げる。

　緋央の手の中で、鏡全体から光が溢あふれていく。

　驚いて緋央は魁の顔を見た。

　魁も言葉なく、それを見つめていた。

　次の瞬しゆん間かん、目を開けていられないほど強きよ烈うれつな光が四方へと拡散する。

　それは、一つに集束したかと思うと、暗雲に覆おおわれた空に向かって真っ直すぐに立ち上った。







　海上に現れた島に、光の柱が立つ。

　漁船に乗っていた島の人々も、大型船の蒼人や常磐、それに衛え士じたちも、その情景に目を奪うばわれて言葉もなかった。

　颯人と高月は舟を、急いで島へと向かわせる。

「ヒヨコさん！」

　光につつまれた緋央の姿を見付け、舟から身を乗り出して呼びかける。




『我が御み魂たまとして、この鏡を奉たてまつれ……我はあまねく世を照らす光とならん……』




　鏡を抱だいた緋央の唇くちびるが、そう言葉を紡つむいだ。

　ふっと何かの糸が切れたように倒たおれかけた緋央を、魁が咄とつ嗟さに抱き留める。

　緋央の腕の中で、鏡の発する光は穏おだやかに弱まり、何事もなかったように収まった。

「緋央！」

　魁が呼びかけると、緋央の途と切ぎれていた意識が戻る。

　安あん堵どの色を浮うかべた魁に、大だい丈じよう夫ぶだと答えるかわりに笑えみを見せた。

　颯人が島に寄せた舟から飛び下りて、駆かけ付けてくる。




　あれほど荒あれ狂っていた海は噓うそのように穏やかになり、空をおおう雲の切れ間から光が差す。

　それは、一ひと月つきぶりに凪国に姿をみせた神こう々ごうしい太陽の光だった……。







　　　六







（な、なんで、おれはこんなことになってるんだ……）

　行ぎよう儀ぎ良よく正座した緋央は、御み輿こしに担かつがれながら、挙動不ふ審しんに視線を彷徨さまよわせる。

　白い小こ袖そでと緋ひ袴ばかまといういつもの巫み女こ見習いの恰かつ好こうに加え、今は亀かめ文様の千ち早はやという衣ころもをはおっていた。

　額につけた金の飾かざりが、御輿が揺れる度たびに顔を打つのがわずらわしい。

　御輿を担いだ屈くつ強きような島の男たちは、晴天とはいえ、冬間近の寒空の下、ふんどし一丁という勇ましい姿だった。

　威い勢せいよく御輿を揺らしながら、「ワッショイ、ワッショイ！」とかけ声をかけると、集まった女たちが、黄色い悲鳴を上げながら、男たちに向かって桶おけの海水を振ふりまいた。

　これが、島流りゆう儀ぎの祭りなのだろう。

　よそ者が島の祭りに参加させてもらって、甚はなはだ恐きよう縮しゆくなのではあるが……。

「姫ひめ神様じゃあ。姫神様のご来臨じゃあ！」

　老ろう婆ばが目を見開いて声を上げると、老人たちが一いつ斉せいにありがたがって拝み始める。

（頼たのむから、やめてくれーっ！）

　心の中で悲鳴を上げる。

　疫やく病びよう神がみだの、緋央大明神だのと罵ののしられることには慣れているが、拝まれたり、崇あがめられたりしたことは皆かい無むだったものだから、こういう時にどういう顔をすればいいのか、非常に困る。

　まして、姫神様などと呼ばれても、自分は『姫』でもないし、『神様』でもない。

　こんなことになったのも、どうやら自分が八咫鏡を手にした時に、何か寝ね言ごとのようなことを呟つぶやいたのが原因らしい。

　それがアマテラス大おお御み神かみのご神しん託たくだということになり、神がかりをおこなった緋央は、姫神様だということにされてしまったのだ。

　それが事実だったのかどうか、正直、記き憶おくが所々途切れているので分からない。

（まあ……島も、島の人たちも無事だったんだからな）

　嵐あらしの気配はすっかり消えて、秋祭りに相応ふさわしい晴れ晴れとした空だ。

　仮かり初そめかもしれないが、『姫神様』として島の人々とともに、喜びを分かち合う。

　それも、許されていいことかもしれないと思えた……。
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　太たい鼓こや笛のお囃はや子しの音が微かすかに聞こえる中、緋央は手を引かれて夜道を歩いていた。

　島の人々は、山の中腹の社やしろに集まっているため、集落の中はやけに静かだ。

「あの、どこに……」

「いいから」

　緋央の手をつかんだまま、蒼人が肩かた越ごしに振り返って笑みを見せる。

　族長の蒼人が居所としている、大きな建物の前には、さすがに見張りの男がいた。

「族長、二人で抜ぬけ駆がけか？」

　見張りの男が冷やかすようにきくと、蒼人が「そう、邪じや魔まするなよ」と軽く返す。

（本当についてきて、大丈夫だったのか？）

　大事な話があると、祭りの最中に耳打ちされたので、高月にも、魁にも言わずに出てきた。

　まさか、襲おそわれたりしないだろうなと、急に心配になってきた。

（颯人ならともかく、蒼人ならそれはない……よな？）

　そう思いながらも、つい身がまえてしまう。

　それに気付いたのか、蒼人がクスッと笑った。

　中に入ると、明かりは灯ともされたままだった。

　二人分の膳ぜんが用意されている。あらかじめ、蒼人が手配しておいたのだろう。

　座るように促うながされ、緋央は腰こしを下ろす。

「島を救ってくれた礼をしたくてさ」

　蒼人は銚ちよう子しをとって差し出してきたので、緋央は杯さかずきをとり、それを受けた。

　かわりに、自分も銚子をとり、蒼人が手にした杯に酒を注ぐ。

「祟たたりもようやく鎮しずまったし」

「本当に……そうでしょうか？」

　もう、二度と祟りが起こらないという確証はどこにもない。

「鏡を祀まつれってのは、アマテラス大御神のご意志だ。大神の許しを得たんだから、海神ももう祟りなんて起こさないだろう」

　蒼人は杯を口に運び、一口飲む。

「もともと、祟りが起こったのは……私のせいだったんだ」

　緋央は戸と惑まどうように、蒼人の顔を見る。その顔に一いつ瞬しゆんだけ浮かんだのは悔かい恨こんの表情だ。

　黙だまったまま、蒼人が先を続けるのを待った。

「五年前、私が凪国を出た事情は聞いているよな？」

「ええ……颯人様は、蒼人様が凪国のために犠ぎ牲せいになられたと」

「そんなご大層なものじゃない。あの時、祟りなんて起こっちゃいなかったんだから」

　蒼人は苦く笑しようを浮かべ、杯を空にした。緋央が注ごうとしたのを片手で断り、自分で注ぐ。

「では……」

「父上の密命で、八咫やたの鏡かがみをさがしていた」

　それまで、海神の祟りなど言い伝えに過ぎなかった。だが、五隻せきの大型船は嵐に遭そう遇ぐうして、海に吞のまれた。気付いたら、自分一人が島に流れ着いていたのだと蒼人は、緋央に話した。

「鏡に手を出そうとした報むくいさ。八咫鏡なんて求めなければ、海神の怒いかりを買うこともなかった。凪国の海は、私のせいで呪のろわれたんだ」

（それじゃあ、蒼人が島に留とどまっていたのは……）

　蒼人は緋央と目が合うと、微び苦笑した。

「それなら、もう……凪国にお戻もどりになってもいいのではありませんか？」

　祟りが鎮まったなら、蒼人が島に留まる理由はなくなった。

「今さら、死んだはずの者が戻っても国が混乱するだけだ。それに、国には颯人がいる」

「颯人様は蒼人様の帰郷を強く望まれています」

　颯人が八咫鏡を求めていたのは、蒼人の行方ゆくえをさがすためだ。

「あいつは自分のことに気付いてないんだ。私より、本当は凪国の王としての素質があるのに……そう、思わないか？」

「それは……」

　緋央は言葉を濁にごす。

　蒼人が目元を和なごませ、杯を膳に戻した。

「八咫鏡は、お前に預ける。斎宮に持って帰ってくれ」

「……よろしいのですか？」

「これ以上、島にあれば、手に入れようとする輩やからも押しよせてくるからな。せっかく鎮まった祟りが、また再び起きちゃかなわない」

「ですが、鏡は……颯人様は斎宮に預けることを承しよう伏ふくしてくださらないかもしれません」

　八咫鏡は凪国にとっても重要なものだ。蒼人の一存で決められるようなことでもないだろう。緋央としても、預かっていいのかどうか、すぐには判断できなかった。

（八咫鏡のことを、叔お母ば上うえから任されていたのは……高月だしな）

「凪国にとって最善だと思えば、あいつは承伏するさ」

　立ち上がった蒼人を、緋央は戸惑うように見上げた。

「そろそろ、島の連中のところに戻ってやらなきゃ、あいつら羽目外しすぎてるかもしれないからな」

　そう言いながら、蒼人は部屋を出て行く。

「蒼人様、待って下さい！」

　凪国には、本当にもう戻らないつもりなのだろうか？

　颯人のためではないが……。

　緋央は立ち上がり、後を追いかけようとした。

　だが、戸のかたわらに颯人がいることに気付いて、足が止まる。

「颯人様……いつから、そこに!?」

　もしかして、話を聞いていたのだろうか？

「い、今しがただ。二人が、逢あい引びきでも……」

　颯人は赤面して、顔を押さえた。

「もしかして……それで後をつけてきたのですか？」

「い、いや、島の連中が兄上がいないと騒さわいでいたので、呼びに来ただけだ。兄上とヒヨコさんの間を疑ったわけではない」

　あたふたと言い訳をしてから、颯人は「ただ……」と言いかけて口を閉とざした。

「おい、颯人、ヒヨコ。何やってんだ、行くぞ」

　階段の下で、蒼人が腰に手をやりながら呼ぶ。

「兄上！　いつから、ヒヨコさんと、名を呼び合うような仲になったんだ!?」

　颯人は眉まゆを吊つり上げ、転こけそうになりながら蒼人の元に向かう。

「さあ、いつからだろうな」

　からかうように笑ってから、蒼人は歩き出した。

「俺でも、まだ呼び捨てなど……ヒヨコさん！」

　階段を下りてきた緋央を、颯人はバッと振ふり返った。

「な、何です……か？」

　緋央を見つめる颯人の顔が、急に赤くなる。

「俺も……ヒヨコと、呼んでもいいだろうか？」

「いいわけないでしょう！」

　緋央は怒おこったように言って、颯人を追い越こす。

　蒼人に颯人の方が凪国の王の器うつわだと言われて、少しだけ認めそうになったが……。

（やっぱり、こいつだけは認めない！）
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　緋央が颯人や蒼人とともに、山の中腹にある社に戻ると、島の人々による神楽かぐらが奉ほう納のうされた後だった。社の前には、しめ縄なわを張った即そく席せきの舞ぶ台たいが設けられている。そのまわりでかがり火が焚たかれ、人々が取りかこんで酒を酌くみ交かわしていた。

　緋央が姿を見せると、「姫ひめ神様だ！」とあちこちから声が上がる。

「姫神様に神楽を舞まってもらっちゃ、どうだ？」

　酔よっ払ぱらった老人の提案に、人々が賛同して手を叩たたいた。

「えっ……いや、神楽はちょっと……」

　緋央は尻しり込ごみしたが、まわりの手に引っぱられて舞台に上がる。

　もはや、やるしかない雰ふん囲い気きが出来上がっていた。

（ど、どうするんだ……おれ、何を舞えば……）

　急なことで、舞い方をすぐには思い出せない。

　立ち尽つくしていると、魁が舞台に上がってきた。

「お前……」

「俺が笛、やります」

　魁の言葉に、緋央は少し冷静さを取り戻して頷うなずいた。

　扇おうぎを手にして、舞台の中央に立つ。

　騒いでいた人々が、急に静まった。

　こすれ合う葉の音に、笛の音が静かに、ゆっくりと重なる。

　扇を水平に持って、ゆっくりと足を運んだ。

　舞台の隅すみに正座して横笛を吹ふき鳴らす魁の姿が、視界を過よぎる。

（お前の前で舞うことになるなんてな……）

　斎宮で別れる時、魁は自分の神楽舞を見てみたかったと言った。

　あの頃ころよりは、少しましな舞が舞えるようになっているはずだ。

　口もとを綻ほころばせて、目を伏ふせる。

　斎宮で、神官たちが吹く笛に合わせて神楽を舞ったことは、何度かある。

　だが、誰だれの笛の音よりも、魁の笛は耳に心ここ地ちよく、体が自然と動く。

　子供の頃、お社の階段に腰こしをかけて、魁が笛の練習をするのを、いつも隣となりで聞いていたのだから、その音色も、癖くせも、体に染しみついている。

　祝いのための神楽を舞い終えると、人々がわっと歓かん声せいを上げて手を叩いた。

　ほっとして息を吐つく。

　魁が笛をしまい、立ち上がった。

「魁」

　歩み寄って、呼びかけると、魁が顔を向けた。

　真っ直すぐに見返されて、少しだけ怯ひるむ。

（そういえば、魁は神官だったんだ）

　神楽など、うんざりするほど見てきたはずだ。その魁から見て、自分の舞はどうだったのか。

　皺しわラッキョウの師し範はんに鍛きたえられて、少しは形になってきたとはいえ、玄人くろうとの舞手と比べれば、見るに堪たえないものかもしれない。

　調子に乗って舞ってみたものの、急に恥はずかしさが込み上げてきて、背を向ける。

「助かったよ。お前が笛、やってくれて」

「……最後だから」

　魁がポツリともらす。

　思わず振り向くと、魁はそれ以上何も言わず、しめ縄をくぐって舞台を下りてしまった。

（何が、だよ……）

　遠ざかる背中に、不安を覚える。

　追いかけてきこうとしたが、詰つめかけた島の人々に取りかこまれて、動けなくなっていた。







　島の宝を、斎宮に預けるという話に、島の人々はさすがに当とう惑わくを隠かくせない様子だった。

　しかし、アマテラス大おお御み神かみのご神しん託たくであり、それによって祟たたりが起こらなくなるならと、最終的には蒼人の意向に従うことにしたようだ。

　島を発たつ日、出航の準備が整った凪国の船を、蒼人が見送りにやってきた。

　島に残り、族長を続けていくという蒼人の決意は、揺ゆるがなかったようだ。

　緋央とともに船に乗り込もうとしていた颯人が、思いあまったように足を止める。

「どうしても……」

「颯人、その話には夜通し付き合ってやっただろ」

　腰に手を当てて、困ったような顔を見せてから、蒼人は自分より体格の大きくなった弟を見上げ、その肩かたを拳こぶしで軽く叩いた。

「お前が、凪国の次の王となれ。お前なら、私よりうまくやる」

「兄上……」

　声を詰まらせて、颯人が目を伏せた。

　もう一度開いた時には、どこか決意を固めたような表情になっていた。

「もし、俺が……兄上の助けを必要とした時には、駆かけ付けてきてくれるか？」

　蒼人は一いつ瞬しゆんの間を置いてから、笑う。

「ああ、必ずな」







　船ふな縁べりに佇たたずんだ颯人に、緋央は歩み寄った。

「蒼人様は……」

　ためらいがちに声をかけると、颯人は海を見つめたまま、「分かっている」と呟つぶやくように答えた。

「分かっているんだ、ヒヨコさん」

　颯人は振り向いて、少しはっきりとした声で繰くり返した。

「兄上は、俺のために身を引いた。だから、俺は何としても、凪国の王として恥じない男にならなければならない」

　そう言った颯人の顔は、以前よりも少し精せい悍かんさが増していた。

　緋央はなぜか戸と惑まどいを覚えて、パッと顔をそらす。

　青々と澄すんだ海の中、島の姿が小さくなっていく。

「八咫やたの鏡かがみは、兄上の言うように斎宮が預かってくれ。本来なら……俺の一存で決めることではないが、今は父上も病びよう床しようだ」

「ですが、凪国の方々は……」

「説得が難しいのは分かっている。だが、鏡を凪国が持てば、他ほかの国が黙だまっていないだろう。大和に新たな火種を蒔まくことになるのは明らかだ」

　颯人はそう言って、眉まゆを寄せた。

　蒼人も、そう考えたのだろう。

「私で……何か、お役に立てることは？」

「叔お父じ上うえや臣下たちをまとめられないようでは、王となる資格もないからな。これは、俺のやるべきことだ……それに、これ以上ヒヨコさんの力を借りるわけにはいかない」

　颯人の言う通り、凪国のことに口を挟はさめる立場にはない。後は、颯人に任せるしかないのだ。

「分かりました」

　緋央は改めて颯人を見る。

「颯人様のご健けん闘とうをお祈いのりしております」

「あの……ヒヨコさん」

　颯人は赤くなった顔をうつむかせて、声を落とす。

「また、凪国流の験げん担かつぎなら、お断りします！」

　嫌いやな予感がして身を引くと、颯人が慌あわてて首を振ふった。

「いや、違ちがう！　ただ……少々、手を貸してもらえないかと」

「どう、手を貸すのです？」

　怪け訝げんな顔できくと、颯人が緋央の片手をとって握にぎり締しめた。

　振り払はらうのを忘れたのは、颯人があまりにも真しん剣けんな顔をしていたからだ。

「すまん……だが、これで自信が持てそうだ」

　颯人はゆっくりと手をはなし、緋央の側をはなれていく。

　蒼人から託たくされた、凪国の王となる役目の重みを、颯人もまた感じているのだろう。

　熱の残る手を見つめ、握り締める。

　求めるものが同じならば、いつか戦わなければならない時もくる。

　お互たがいに、生半可な決意を抱いだいているわけではないのだ。

　その時には、正々堂々と決するしかないのだろう。

　だが、それまでは……自分たちは同じものを目指して競きそい合う同志なのだ。

（おれも……負けるわけには、いかないよな）

　目の前に広がる大おお海うな原ばらを見つめ、気を引き締め直す。

　まだ、一歩を踏ふみ出したところでしかないのだ。
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　凪国に戻もどった緋央は、颯人と常磐に別れを告げ、海路で斎宮まで戻ることになった。

　八咫鏡を無事に斎宮まで届けるために、颯人は衛え士じや船の手配をし、凪国からの使者として魁を同行させることにした。

　魁が島に赴おもむいたのも、八咫鏡を捜そう索さくするという密命を受けていたためであり、颯人は最後まで鏡の件は魁に任せることにしたらしい。

　とはいえ、凪国の正式な使者となれば大役であり、本来ならば、下級の神官ではなく、高位の神官が任されるべきものだ。

　それに魁が抜ばつ擢てきされたのは、颯人なりの配はい慮りよなのだろう。戻れば、それ相応の恩賞と待たい遇ぐうを用意するということだ。

　魁が認められることは嬉うれしいが、緋央としては少々複雑な心境だった。

　この先も、魁は凪国で神官を続けていくつもりだろうか？

　島で神楽かぐらを舞まった時に、魁が言った言葉がずっと引っかかっている。

　だが、帰り着くまで、魁の真意をきく機会を得ることはできなかった。

　斎宮を出立した時には、紅こう葉よう真っ盛りだったのに、戻ってみると、すっかり葉が落ちて枝が寒そうに震ふるえている。

　すでに自分たちの到とう着ちやくを知らせてあったのだろう。鳥居のところまで出で迎むかえの者が来ており、緋央と魁は、そのまま参さん集しゆう殿でんと呼ばれる建物に案内された。

　賓ひん客きやくをもてなすための建物で、造りは立派なものだ。

　紅奈が男子禁制の内宮ではなく、参集殿で二人を迎むかえたのは、凪国の使者である魁が同行しているからだ。

　二人が板間に正座して待っていると、簾すだれの向こうで衣きぬ擦ずれの音がする。

「斎王様、八咫鏡を凪国より預かってまいりました」

　緋央は両手をつき、畏かしこまって報告する。

「大義でありました。凪国の使者殿どのも……」

　紅奈が声をかけると、魁は瞑めい目もくして頭を少し下げた。

　緋央が進み出て八咫鏡を台に乗せると、控ひかえていた老ろう齢れいの巫み女こがその台を捧ささげ持ち、簾をまわって紅奈の前に運ぶ。

「……たしかに、八咫鏡で間ま違ちがいありますまい。いずれ、日を見て盛大に遷せん座ざ鎮ちん祭さいを行えば、大神の御み魂たまも斎宮の地で安んずることでしょう」

「凪国を悩なやませていた海神の祟たたりも無事鎮しずまりました。斎宮の尽じん力りよくには謝意を申し上げると、颯人王子より言付かって参りました」

　魁が感情を交えない淡たん々たんとした声で答える。

「大和の安あん寧ねいを守るのが斎宮の務め。斎王代がその務めを果たせたのであれば、私としても喜ばしいことです。緋央……やはりお前を派は遣けんして良かったようですね」

　紅奈の声が少し和やわらぐ。

　鏡を無事に紅奈の元に届けたことで、緋央もようやく、肩かたの荷を下ろすことができた。

　とはいえ、八咫鏡が斎宮にもたらされたことは、少なからず大和の情勢に影えい響きようを与あたえるだろう。

　水城国、そして自分の故郷、火高国がどう動くのか分からない。

「いずれまた、お前の話を聞かせてください」

　魁が平へい伏ふくしたので、緋央も急いでそれに倣ならった。

　紅奈が退出して二人きりになると、緋央はようやく頭を上げる。

「お前……すぐに凪国に発たったりしない、よな？」

「用がなければ、発つつもりですが」

「いいや、用はある！　おれが、あるから……」

　兄の朔夜は、すでに八咫鏡が凪国から斎宮に運ばれたことを知っているだろう。

　魁に命じて、いつでも奪うばうことはできたはずだ。

　そうしなかったのは、八咫鏡には興味がないのか。

　それとも、朔夜からの命令を、魁があえて行わなかったのか……。

　魁が朔夜のために動いているのが、どこまで本心なのか分からない。

　それをきいたところで、魁が素す直なおに答えるはずもないのは分かりきっている。

「何、です？」

　緋央がじっと見つめてくるので、魁が怪訝な顔をする。

「な……何でもない。ともかく、そういうわけだから、黙っていなくなったりするなよ！」

　立ち上がると、言うだけ言って、魁の返事を待たずに参集殿を後にする。

　広い板間に残された魁の瞳ひとみが、わずかに陰かげった。







　夜が更ふけてくると、風が強くなった。

　用意された寝しん所じよで、魁は文ふ机づくえに向かいながら筆を動かしていた。

　灯台の明かりが、チラチラと揺ゆれながら手元を照らす。

　戸を小さく叩たたく音に、顔を上げた。

　筆をおいて立ち上がり、戸口に向かう。

　わずかに開くと、緋央が顔を覗のぞかせて笑えみを見せる。

　巫女見習いの恰かつ好こうのままだ。

「規則違い反はんですよ。見つかれば……」

　巫女見習いが夜中に出歩くだけでも、御ご法はつ度となのだ。

　まして、内宮の外に出たとなれば、追放処分にされても文句は言えない。

「お前に、用があるって言ったろ」

　緋央は背後を振り返り、人目がないのを確かめる。

　よく、ここまで見み咎とがめられずに来られたものだと、魁は小さくため息を吐ついた。

　押し問答していれば、それこそ見張りの者が駆かけ付けて来かねない。

　戸を開いて、中に入るよう促うながす。

　緋央は草ぞう履りを脱ぬいで手に持ち、入ってきた。

「何です？　用って……」

　あまり、長居をしてもらっては困る。余計な話は省いて、たずねた。

　部屋の中を見回していた緋央が、魁に視線を戻す。

「いい部屋だな。おれなんて、物置小屋だぞ」

「客用の寝所ですから……」

　そう答えてから、物置小屋なのかと密ひそかに驚おどろく。だが、顔には出さなかった。

　落ち着かない様子で佇たたずんでいる緋央に、円座を勧すすめる。

　緋央が腰こしを下ろしてようやくほっとしたような顔を見せたので、自分も向かいに座った。

「心配しなくても、すぐ戻る。これ……お前に渡わたそうと思って」

　緋央は懐ふところをさぐり、折りたたんだ手て拭ぬぐいを取り出した。

　その間に挟はさまれていたのは、新しい紐ひもに取り替かえられた、黒曜石の勾まが玉たまだった。

　思わず、声がもれそうになった。緋央が顔を上げたので、唇くちびるを引き結ぶ。

「島の社やしろに落ちてたのを見付けたから……拾っておいた」

　少しぶっきらぼうに突つき出された勾玉を見つめ、動きかけた手を握にぎる。

「緋央」

　名を呼ぶと、緋央の表情が硬かたくなる。

　それでも、言わなければ……。

「俺は、もう……あなたとの約束を、果たせない。だから、その石を受け取る資格は……」

「いいから、受け取れ！」

　緋央が手をつかんで石を握らせる。

「お前、危なっかしいことばかりするじゃないか。島じゃ捕つかまってるし、泳げないのに海に飛び込んだりするし」

「それは、自分のせいで……」

「お前みたいなことやってたら、命なんていくつあっても足らないだろ！」

　怒おこったような目で見つめられ、思わず黙だまった。

「……昔とは違ちがうから、今はすぐに助けに行けるわけじゃない。知らない所で、危険な目にあっても……おれは、お前に何もしてやれないかもしれない。だから、お守りがわりに持ってろ」
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　緋央はそう言って、手をはなす。

　手の中に残る黒曜石の勾玉を見る。

「黒曜石には魔ま除よけの力があるって、お前が教えてくれたんだ」

「そう、だったかな」

　忘れたふりをしようとしたが、うまくいかなかった。

　覚えているからだ。

　忘れられないから、困る。

「本当は、八咫やたの鏡かがみみたいに……」

　言いかけて、緋央は少し目を細めた。

「まあ、おれには草くさ薙なぎの剣つるぎがあるしな。こいつのおかげで、お前の危機も分かったんだから」

「草薙剣が？」

　顔を上げて、思わずきく。

「お前が捕まってるのを夢で見た時、草薙剣が反応したんだよ」

　緋央は「どういうわけか、分からないけどな」と、首を捻ひねる。

　その腰に帯びている草くさ刈かり鎌がまは、妙みように馴な染じんでいる。

「だから、もし危機の時には、その勾玉を握って念じろ！　そうすれば、また草薙剣がおれに教えてくれるはずだ」

「草薙剣にそんな機能があるとは聞いたことがありませんが……まして、手製の勾玉には……」

　冷静に指し摘てきすると、緋央は「やっぱり、そうだよな」と肩を落とす。

　そもそも、草薙剣が反応をしたのは、あの島の近くに八咫鏡があったからだろう。

「でも……もし、危なくなったら……試ためしてみるかもしれません」

　思わずそう答えると、緋央がパッと嬉うれしそうに顔を上げた。

「絶対だぞ！」

「ええ…………気が、向いたら…………」

「おれも、もっと草薙剣を使いこなせるようになる。それに、神楽かぐらも上う手まくなるように修しゆ行ぎようする。島でやった神楽は、まだまだ……だったけどな」

　少し気き恥はずかしそうに、頰ほおを赤くする。

　自分の笛に合わせて舞まう緋央の姿は、目に焼き付いたままだ。

　今までに見た、どんな舞まいよりも綺き麗れいだったと……。

「だから……最後とか、言うな」

　緋央に真しん剣けんな目で見つめられ、視線をそらせなかった。

「お前には、おれが新しい大和の国を創つくるまで、側で見届けて欲しいんだよ」

　瞳を下げると、緋央は行ぎよう儀ぎ良よく正座したまま膝ひざの上で拳こぶしを握り締しめた。

「それは……」

「今すぐ、答えを聞きたいわけじゃない。お前がおれと違う道を歩いていることも、分かってる。だから、昔みたいに……約束してくれとは言わない」

　緋央の想おもいには応こたえられない。

　黙って、緋央の言葉を聞く以外に自分にはできることがなかった。

「ただ、おれの決意は昔も今も、これから先も、変わらない。それを覚えておいてくれ」

　返事がないのが分かっていたのか、緋央は「言いたいことは全部言った」と、少し笑った。

「おれの、用は……終わりだ。部屋に、戻もどらないとな……見つかると、お前にも迷めい惑わくかかるし」

　そう言って立ち上がり、「じゃあ、明日な」と、ごく当たり前のように言い残して、部屋を出て行く。

　戸が閉まるのを待ってから、手を開いて勾玉を見つめる。

（削けずり直してある……）

　荒あら削けずりだったところが、今は綺麗な曲線を描えがいていた。いつの間に、磨みがいたのか。

　勾玉を包み込むように手を握ると、滴しずくがその上に落ちた。

「ごめん……緋央……」

　自分は、何一つ言葉を返せない。

　心に決めたことがあるから。

　たとえ、緋央を傷付け、敵にまわすことになろうとも……。







　　　終







　翌朝一番、緋央は息を切らしながら高月のいる、医務所へと走った。

　木戸を開こうとしたが開かず、足あし踏ぶみしながら「高月先生！」と呼びかける。

　それでも返事がないので、緋央は木戸を叩たたく。

「高月先生……いるんだろ!?　高月先生！」

「うっせえな。何なんだ、朝っぱらから……」

　木戸が不意に開いたものだから、危あやうく高月を木戸のかわりに叩くところだった。

　高月は明らかに寝ね起おきらしく、頭はボサボサで、顎あごにはうっすらひげが伸のびている。

「高月先生、魁が斎宮を発たったって……本当か!?」

「魁……ああ、上守か。あいつなら、早朝の船で発ったぞ」

　緋央は絶句する。

「分かったなら、もういいだろ」

　木戸を閉められそうになり、慌あわてて手で押さえた。

「知ってたなら、何で知らせてくれなかったんだよ！」

「急なことだったんだから、仕方ねえだろ。俺だって、不用意にお前のいる内宮に入るわけにはいかねえんだ」

　緋央の手が木戸からはなれる。

「何で、黙って……っ！」

　あれほど、言ったのに。

　魁がずっと、斎宮に留とどまるわけではないことは分かっていた。

　凪国の使者としての役目が終われば、戻らなければならない。

　だが、せめて見送りには行きたかった。

　唇くちびるを嚙かんでうつむくと、高月が軽くため息を吐ついた。

「何も、今生の別れじゃねえだろ」

「分かる……もんか……」

　人は、簡単に目の前からいなくなる。魁も……颯人がさがしていた蒼人も、そうだ。

「……あいつは、お前の前から姿を消すことはねえよ」

「何で、そう言い切れるんだよ。魁が姿を消すかもしれないって、高月先生だって言ったじゃないか！」

　涙なみだぐんだ目で見上げた緋央の頭を、高月がポンと叩く。

「朔夜は、草くさ薙なぎの剣つるぎに対する執しゆう着ちやくを捨ててないだろうからな。お前が剣けんを守り続けている限り、上守もお前と関かかわらざるを得ないだろうさ」

　緋央は腰こしに帯びた草くさ刈かり鎌がまを手に取る。

　そして、高月の言うように、草薙剣がある以上、魁と自分はまだ切れない……。

　颯人と、蒼人を繫つないだのが八咫鏡であるように、自分と魁を繫ぐものはこの草薙剣だ。

　焦あせってジタバタしてしまった自分が恥はずかしくなり、目を乱暴に袖そでで拭ぬぐった。

「あんたも……たまにはいいこと言うよな」

　高月は「たまには、は余計だ」と、顔をしかめる。

「おれ、高月先生がいてくれて良かったと思うよ」

　凪国でも、行方ゆくえをくらました自分を、島までさがしに来てくれた。

　魁と一いつ緒しよに、島の男たちにさらわれて、人ひと身み御ご供くうにされそうになった時もだ。

　心配ばかりかけて……それでも、こうして側にいてくれる。

「……今ごろ気付くなんて、遅おせえんだよ」

　頭を小こ突づかれて、緋央は小さく笑う。

　それから、真剣な顔つきに戻って、草刈り鎌をもう一度、見つめた。

（まずは、草薙剣をちゃんと扱あつかえるようにならなきゃな）

　偶ぐう発はつ的てきではなく、思った時に草刈り鎌から剣に変えられるようにならなければならない。

　島では、魁の笛があったから剣に変えることができたが、毎度そういうわけにはいかないのだ。

「なあ、高月先生……剣が変化する時って、何か条件があるのかな？」

「そりゃ、神さんが降りてきた時だろ」

「どうやって、神さんってやつを降ろすんだ？」

「さあな。祈いのりゃ、降りてくるだろ」

「何だよ、相変わらず適当だな」

　緋央はいい加減な高月の返答に、唇を尖とがらせる。

（ともかく、特訓あるのみだな。斎宮にも戻って来たことだし……）

　草刈り鎌を腰に戻そうとした時、刃やいばにうっすらと入っている不自然な亀き裂れつに目がいった。

（こ……これは、もしかして……っ！）

　緋央の額から、汗あせが一いつ滴てき垂れた。

「ま、せっかく、早起きしたんだ。その辺りの草刈りでもやっとけ。俺は、二度寝する」

　高月は医務所の中に戻って、木戸を閉めようとする。

「高月セン……セ……」

「何だよ、草刈りも修しゆ行ぎようのうちだぞ」

　体ごと向き直って、眉まゆをひそめる。

「そうじゃなくて……なんか、さ。ヒビ……入っちゃったみたいだ」

　緋央はぎこちない動作で、草刈り鎌を持ち上げて見せた。

「………………えっ？」

「だから、ヒビ……が…………ここのとこ」

「はあああああああーっ!?」

　高月が仰ぎよう天てんした声を上げて、引き返してきた。

　緋央の腕うでを痛いくらいの強い力でつかむ。

　目を見開いて刃を凝ぎよう視しすると、その顔が見る見る青ざめた。

「オマ……オマエ、何シテ、クレチャッテ……ルノ？」

「多分……サメ、ぶった切った時……かな？」

　緋央は微かすかにびくつきながら、答えた。

　とんでもないことをしたのは、間ま違ちがいない。

　高月は顔面をピクピクと震ふるわせながら、笑えみをつくった。間近で見ると、かなり怖こわい。

「どーしてくれんだ!?」

「そ、そうだ。ごはん……ごはんでくっつく！」

「おお、そいつは名案だあ！」

　自分の手のひらをポンと叩いてから、緋央を思い切り足で蹴けっ飛ばした。

「んなもんで、くっつくわけねえだろ。真しん剣けんに考えろ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　地面に転がった緋央は震える両手で草薙剣を握にぎり締しめる。




（魁……。

　お前とおれの大事な絆きずなのはずの草薙剣に、どうやらヒビが入ったみたいだ。

　元に、戻もどる……よな？）







　それから十日ほどして、凪国の颯人から文ふみが届けられた。

　幸いにして王の病状が回復に向かったことや、八咫やたの鏡かがみを斎宮に預けることを了りよう承しようしてもらったことなど、細々とその文には記されていた。

　凪国を騒さわがせていた祟たたりの騒そう動どうも収まり、船も再び行き交かうようになったようだ。

　いずれは、凪国の国内も落ち着きを取り戻すことだろう。

　最後の一文に目を通した緋央は、思わず眉まゆを吊つり上げて、「はあっ!?」と声を上げた。

　そこには自信たっぷりの太い文字で……。







『今度会った時には、必ず嫁よめにもらうからな！　ヒヨコさん。待っていてくれ。


鷹影　颯人』






　そう、記されていた。

「冗じよう談だんじゃない。お前なんかと二度と会うか！」

　緋央は腹立ち紛まぎれに、勢いよく文を破り捨てた。




　波乱の予感を寒風が運ぶ……。

　大和の行く末は、まだ定まっていない。







　あとがき







　皆みな様さま、二巻をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　春先なのに、またしても秋真まっ盛さかりの物語を出してしまった、季節感ゼロの望月もらんです。

　今回の舞ぶ台たいは颯はや人との故郷、凪なぎの国くにです。

　凪国は海洋貿易の盛んな『海の国』というイメージでつくってみました。

　相変わらずのとんでも世界観なので、色々突つっ込こみどころ満まん載さいだとは思いますが……そのあたりも含ふくめて、楽しんでいただければと思っております。

　緋ひ央おうと颯人の掛かけ合あいは、書いていてとても楽しいです。

　一巻では、主にヒヨコバージョン（女装）の緋央と、颯人のシーンが多かったのですが、二巻では男バージョンの緋央と、颯人のシーンも結構、盛り込んでおります。

　もちろん、魁かいもちゃんと登場しますよ。魁は実を言うと、一巻の初期の段階からかなり、苦心したキャラクターです。基本的な設定では変わっていないのですが、今の造形が出来上がるまでに、かなり紆う余よき曲よく折せつしてしまいました。

　緋央と魁がこれからどうなるのか、ようやく見えてきたので頑がん張ばります。

　高こう月づき先生は、これまた秘密を暴ばく露ろなのですが、初期には登場してはいないキャラです。

　かなり後半の方で、投入しました。一番最初に書いたバージョンは、もっと野や暮ぼったい感じだったのですが、なんとか、ちょっと口の悪い好青年（？）風に変身できました。

　高月と緋央の関係も、二巻で一歩進んだ感じに書けたのではないかと思っております。

　皆様にお気に召めしていただければ幸いです。




　最後にですが、またしても、関係各所の皆々様にご迷めい惑わくをおかけしてしまいました。

　こうして、二巻も無事に発売できましたこと、ご報告いたします。

　そして、今回も素す敵てきすぎるイラストを描かいて下さった、松本テマリ先生に心から感謝を。

　では、この物語の続きで、お会いできることを願って……。





望月もらん　　
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王おう子じはいつでもガチ勝しよう負ぶ！




いきなり漂ひよう流りゆう、だろ？








望もち月づきもらん
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